















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「アタシ見たんだよ。リョウマがアタシの上司、葉は月づきマネージャーと二人でいるところを。恋人のようにデートしてるところを」

「……」

「答えて。あんたは葉月マネージャーとどこで、どのように出会って、どんな風に関わっているのかを。そのあと葉月マネージャーにも事実確認するから」

　一二月二四日。

　姫ひめ乃のとのデートが終わり、帰宅後にリビングに顔を出した龍りよう馬まはカヤから強い口調で追及を受けていた。

　空気は重苦しく、緊迫感に包まれている。現状を例えるなら蛇に睨にらまれたカエルだ。

「ねえ、黙ってないで早く話して。恋人代行のバイトしてるんでしょ？」

「……」

「報告連絡相談。このルールが守れてるならこの場で黙るようなことはないよね。そんなところからも全部わかるんだって」

　カヤの声は冷たさを帯びていく。声を出さずに無言を貫き続けていれば怒りが溜たまっていくのは当然のこと。

「あのさぁ、一般的なバイトをしてたならアタシもここまで怒ってないよ。だけどあんたの場合は違うじゃん。トラブルが多いバイトで、中には一人じゃ解決できないトラブルも起こるバイトで、学業に集中できなくなるバイトでしょ。これは言いたくなかったけど、一体誰が大学の学費を払ってると思ってるの？」

「ッ」

『ここまで言う権利がアタシにはあるよね。リョウマは答える必要があるよね』と、訴えてくる。この含みを理解していても龍馬は息を呑のんで堪えていた。

　口を開けば墓穴を掘ることは理解していたのだ。

　そして、真実を打ち明ければ恋人代行をやめさせられることも。

　もしそうなれば、カヤの負担を補うことができなくなる。

　その葛藤が心にあったのだ。

「ふーん。その様子だと本当になにも喋しやべる気はないんだ。家族のルールを破って、家族を大事にするってアタシの気持ちもわかってるはずなのに、不誠実な態度を取り続けるんだね。……本当いい加減にしてよ」

　カヤの言葉が次々と胸に刺さる。正論なだけに顔が苦しく歪ゆがむ。

　両親がもう他界している今、龍馬だってカヤはたった一人の家族。本当に大事にしている存在。だからこそ、もっと楽にさせてあげたい。

　その気持ちが強いからこそ、お互いにすれ違いが発生してしまっている。

「……もういい。リョウマがその気ならもういいよ。そんなことしてくるなら葉月マネージャーに確認するだけだから」

「ッ!?　ち、ちょっとそれは待ってよ……」

「今のリョウマに止める権利があると思ってるわけ？　今から本当のことを話してくれようが、誤ご魔ま化かそうとしてる相手の言葉なんか信じられないでしょ」

「そ、それは……」

「もう決めたから」

　発言通り、引き留めは敵かなわなかった。

　カヤはテーブルの上にあるスマホを手に取って、迷う素振りもなく指を動かし始める。

「リョウマ、あんたはそこにいて。話はまだ終わってないから」

「はい……」

　怒気を声色に込め、目を鋭くしたままカヤは釘くぎを刺す。

　そうして通話画面に移動したのだろう、この静かなリビングにコール音が響き、カヤは耳にスマホを当てた。

　その電話が繋つながった途端、声を明るく変化させたのだ。

「あっ、お疲れ様です葉月マネージャー。こんなお時間にすみません」

『連絡するかもって連絡はいただいていたから平気よ』

「……」

　うっすらと聞こえる電話相手の声に龍馬は目を伏せた。電話の相手は本当に葉月だと悟ったのだ。

　自白させるためのカマをかけている。

　その僅かな可能性が潰ついえた瞬間だった。

『でも珍しいわね。カヤさんがこんなお時間に電話をかけてくるだなんて』

「本当に申し訳ないです。メールでお伝えした通り、葉月マネージャーにお聞きしたいことがありまして」

『電話ってことはとっても重要な件なのね』

「はい。その内容についてなんですが、葉月マネージャーのプライバシーにも少し触れてしまうものでして……。よろしいでしょうか」

『気にしないでいいわよ。私とカヤさんの仲だもの。それに今のことを呑まないと先に話が進まないでしょう？』

「ありがとうございます」

『それで一体どうしたのかしら』

　本題を促す声が届いた瞬間、龍馬は生唾を飲んで冷や汗を流す。

　その様子を尻目に、カヤは普段通りの声色で話したのだ。

「では、本題を失礼します」

　前置きを入れ、少し間を空けて言ったのだ。

「葉月マネージャーは恋人代行サービスを利用されていますよね」
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「──ってことらしいけど？　葉は月づきマネージャーは認めたよ。リョウマと恋人代行をしたって」

「……」

「さて、どっちが嘘うそをついているのだろうね。ねえ？」

「……本当に、ごめんなさい……」

　もう言い逃れはできない。龍馬は深々と頭を下げて謝罪した。

「あのさ、ごめんで許される問題じゃないよね。最後の最後まで誤ご魔ま化かそうとして。口が悪くなるけどふざけんなって思うよ」

　怒りを押し殺しているような面おも様よう。

「とりあえず恋人代行の会社には連絡入れるから。リョウマを辞めさせますって」

「や、やめて……ほしい。それだけは……」

「今さらなに言ってんの？　リョウマに拒否権があるわけないでしょ。こう言われることがわかってたから黙ってたんだろうし」

「そ、それは──ッ!?」

　弁解しようとすれば、龍馬は息を呑のむことになる。

『ドン！』と、強い力でテーブルに拳を打ちつけたカヤは、強い怒りを無言で示した。

「本当イライラする……。なんにもわかってないあんたが口答えするとかさ」

　刺すような目つきで吐き捨てた。

「そ、そんなことはないよ……。俺にはちゃんとした考えがあって……」

　この反応を見ればもう黙っていられるラインは越えた。この時、ずっと隠していた気持ちを打ち明けようとした。

　カヤの負担を減らすためにこのバイトでお金を貯ためていた、そのことを。

　だが、それは予想外の言葉によって蓋をされてしまう。

「……どうせアタシのためなんでしょ。マジで馬鹿なんじゃないの」

「えっ……」

「なにその驚いた顔。リョウマがこんなバイトをするような性格じゃないのはアタシが良く知ってるんだけど」

　同じ屋根の下で暮らし続けている、姉弟の二人。

　人間性がわかっている以上、バイトの目的を見抜くのは容易たやすいことで、目的を見抜きながらも憤怒しているカヤなのだ。

「一つ断言するけど、アタシのためにバイトしてもそれ全然嬉うれしくないから。アタシの負担が減るとか思ってる時点で的外れだから」

「……」

「『そんな嘘を言わないでよ』って？　でもこれは事実だから。ありがた迷惑なのよ」

　ちゃんと報告しておけばこんなことにはならなかった。全ての非はこちらにあるとわかっている龍馬だが、このように言われるのは我慢ならなかった。

「じ、じゃあ……教えてよ。負担が減らない理由を……。生意気なことを言ってるのはわかってるけど、俺はそうなるって思って働いてたんだから……」

「……あのさ、殴らなきゃわからない？　リョウマは家族のルールを破ってるわけ」

「そ、それは本当に悪いことをしたと思ってる……。でも、この歳としにもなれば少しでも加勢するべきだと思ったんだよ。負担を減らせたら嬉しいなって。俺だってカヤ姉はたった一人の家族なんだよ」

「っ!!」

　カヤはこの発言に目を見開いた。初めての反応を見せた。

「……だから絶対に辞めたくないと？」

「トラブルが起きない限りは大学にも影響が出ないし、高時給だし、生活バランスも崩れたりしないから……。自己満足だってこともわかってる……」

　意志の強さが垣かい間ま見みえる言葉に頭を抱えるカヤ。

「いいよ。ならわかった。そんな意志があるなら全部説明してあげる。リョウマがいかに浅はかなのか、墓場まで持ってくつもりだったアタシの話もね」

「は、墓場……？　な、なにそれ……」

「説明する前にこれだけは言わせて。リョウマが自分を悔やむ必要はなにもないから」

　要領を得ない言葉だが、これがカヤの心の鎖を解く鍵だった。

　眉間にシワを寄せながらも、落ち着いた声色で包み隠さず話したのだ。

「いきなり教えるけど、お父さんが他界して、リョウマと二人っきりの家族になった高校三年生の春。……アタシも恋人代行のバイトをしてたんだよ」

「なっ!?　えっ……!?」

「始めた理由は少しでも生活を安定させるため。あわよくばリョウマを大学に進学させるお金を作るために。代行のバイトを辞めたのは就職をする前」

「そ、そんな……。そんな……」

　初耳だった。龍馬は全然気づいていなかったのだ。毎度毎度、『お金はあるから大丈夫だよ』と言われ続けて高校生活を過ごしていたのだから……。

『リョウマが自分を悔やむ必要はなにもないから』

　そう言っていたのは、ここに繋つながっていた。

「これは言いたくなかったよ。ずっと黙っておきたかった。リョウマが嫌な思いをするだろうし、文句を言いたくもなるしね……。なんでその時に教えてくれなかったのか、とか、カヤ姉もしてたなら止める権利はないじゃん、とか」

「……」

「でもね、恋人代行のバイトをして、いろいろ経験したアタシだから全力で止めるの。どんなに反感を買ったとしても、嫌われたとしても絶対に」

「カヤ姉……」

　向けられる双そう眸ぼうが、その顔が本気だった。嘘偽りない言葉をぶつけてくる。

「次はリョウマがいかに浅はかなのかを説明するよ。アタシの経験を交えてね」

「う、うん……」

「リョウマはさ、悪い依頼者に捕まってなにかの弱みを握られたらどう対処するつもりなの？　リョウマの性格じゃ上手うまく対処できるわけがない。優しいあんたは絶対罠わなに引っかかる。もしそうなった場合、弱みに付け込まれて嫌なところを触られたり、脅されたり。待ってるのは相打ちか、地獄かのどっちかだよ」

「ッ」

　この言葉には心当たりがあった。葉月と恋人代行を行った時に注意してくれたことなのだから。

　カヤが断言する通り、その時は上手に対処することができずに言い負かされている。

　葉月が悪い依頼者だったのなら、そうなっていたということ。

「もっと言えばリョウマは学生なんだよ。その代行現場を知人に目撃されたらどう言い訳するの？　長く続ければ続けるだけその可能性は高まる。相手も毎回違うだろうから学校では悪い噂うわさが流れたりもする。最低な性格だって誤解されるし、素行が悪いみたいなことから就職に影響が出る可能性もある」

「……」

「リョウマはイメチェンして対策してるようだけど、そんな甘いものじゃないの。結局バレるのは時間の問題。どうせバレてもなんとかなるみたいな軽い気持ちだったんだろうけど、バレた時点でさっき話したことが全部襲いかかってくるわけ。ここまで考えてバイトしてなかったでしょ」

　次々と問題を浮かび上がらせていくカヤ。

　これは過去に自分も同じ経験をしているからであり、弟の性格を知っているから。

「時給が高いバイトには高いなりの理由があるの。アタシは恋人代行をするそのリスクを知ってる。だからリョウマにも同じことが降りかからないようにするの。家族のルールを作ったの」
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　もう怒りは見えない。全力の説得をしているようだった。

「それにさ、リョウマの歳にもなれば好きな人……、ううん、気になってる人くらいいるよね？」

「……」

「ほら、どうなの？」

「い、いや。そんなことないよ。俺はこのバイトをしてるんだから……」

「視線を逸そらしてまばたきを二回。これリョウマが誤魔化した時の癖だからね」

「…………」

「まあ、いないならいない体ていで話すから別にいいけど」

　見透かしたような目線に龍馬は顔を逸らす。龍馬の頭の中には一人の人物が浮かび上がっていた……。そのことを察したかのような返しがされたのだ。

「なんでこんな話をしたか。それはもちろん恋人代行に関係することだから。さっきの話とは違って、これは割り切ってても後悔する。メンタルに大きく関わってくること」

「どういう意味……？」

　この内容に疑問が出ることこそ、『軽率』だと言われる要素。カヤは想像しやすいように、理解されるように、ここでも実体験を出したのだ。

「こんな話をリョウマにするのも初めてだけど……。アタシね、高校生の時に好きな男の子がいたのよ」

「ッ」

「アタシはその人のことが好きで、放課後には何度か一緒に帰ったこともあった。まあ、関係が良好だったことから周りには好きだってこともバレちゃってね」

　懐かしさを感じさせる口振り。最初は戸惑いつつも、その内容は青春そのもの。

　話の腰を折らず聞いていたが、結ばれるような結末を聞くことはできなかった。

「で、そんな時期にお父さんが亡くなって、そこからは話した通り、お金を稼ぐために恋人代行のバイトを始めた」

「……」

「そのバイト中には化粧をして、帽子を被ったりして容姿を隠した。その工夫があって誰にもバレることなく、指名も増えて順調に進んでた……。でも、バイトを始めて一ヶ月後に知り合いに見つかってね」

「い、一ヶ月……」

「その結果、アタシは遊び人だとかパパ活をしてるだとか勘違いされて、周りの友達はいなくなった。好きだった彼には、『こんな性格だと知っていたら最初から好きになんてならなかったのに』なんて言われたよ」

「そ、それって……」

「そう。アタシ達は両りよう想おもいだったけど結ばれなかったわけ。それも彼は涙を流しながらその言葉を伝えてきて、事情を説明することもままならなかった。これがあのバイトを始めてアタシに起こったこと」

　肘をテーブルにつけながら両手の指を絡め、悲しげな表情を浮かべた。

　いつも元気で明るく、仕事の疲れすら見せないカヤのこの表情はなんとも珍しかった。いや、それくらいに後悔をしていることでもあるのだろう。

『割り切ってても後悔すること。メンタルに大きく関わってくること』

　それを証明するように伝えてくる。

「アタシが言いたいことはさ、このバイトは代行中だけ苦労するわけじゃないってこと。最悪は学校の中でも苦労することになるし、気になる人ができた時点で取り返しのつかないような後悔をするバイトにもなる。もっと言えば悪い噂が広がるのは時間の問題で、リョウマのことを想ってくれる相手まで傷つける恐れがある。どんな事情であれ、別の異性を連れてる時点で良い印象なんて持たれないんだから」

「……」

　長い言葉を続けられるが、事実を伝えられているだけあってそのリスクは簡単に飲み込むことができた。

　反論もなにも浮かばなかった。

「これがアタシの全て。リョウマは好きでこのバイトをしてるわけじゃないことも今一度わかった」

　カヤは主導権を握ったまま、こう促した。

「リョウマ、こんなことはもう辞めよう……？」

　目を伏せて、心が動かされるようなお願いを。

「アタシはさ、楽しい大学生活を送ってほしくて、楽しい恋愛をしてほしくて、将来は好きな仕事をしてほしくて学費を出してるんだよ。この気持ちだけは無駄にしてほしくない。アタシと同じような思いをさせるのは絶対に嫌なの」

　声色を強くして。潤んだ瞳で訴えてくる。

「お金なんて出世払いで全然いいじゃん。その時に楽をさせてよ。高校生の時と違って、今はアタシが稼ぎ頭になれているんだから……。アタシを本当に助けたいと思ってるならそのバイトは辞めて。アタシのことをもっと考えて」

「…………」

「今言ったリスクを背負ってお金を稼いでても全然嬉しくない。毎日リョウマが心配で気が休まらないよ……。お姉ちゃんのアタシがこんなことさせてたら、亡くなった両親に顔向けできないんだから……」

　弱々しかった。一生のお願いと言わんばかりに震えた声で伝えてきた。

　カヤはずっと言っていた。龍馬に対し、『たった一人の家族なんだよ』と。

『一つ断言するけど、アタシのためにバイトしてもそれ全然嬉しくないから。アタシの負担が減るとか思ってる時点で的外れだから』

　この言葉には嘘も偽りもなかった。

　全てを言い終わった途端、静寂がリビングを支配した。チクタク、と時計の秒針が動く音だけが耳に残る。

　この返答は龍馬がすること。

　頭の中で考えた末、結論は一つしか思い浮かばなかった。

「……本当にごめん、カヤ姉。言ってた通り俺が浅はかだったよ……。俺はお金の工面ができればカヤ姉の負担が減るって思ってた」

　お金を稼ぐことができればカヤの負担は減る。それは間違っていないこと。

　しかし、『楽しい大学生活を送ってほしい』『楽しい恋愛をしてほしい』そんな想いが崩れるリスクのあるバイトをしていたわけである。

　お金を稼ぐ代わりに、カヤは心労を抱えることになる。

　ありがた迷惑なのは間違いなく、お金を稼げば楽にさせることができるわけでもないことをようやく理解した。

「カヤ姉……。俺、もっと一般的なバイトをして心配かけないようにするよ。今度はちゃんと報告もするから」

「うん。ありがとう……」

「……本当にごめん。あの時、俺のために恋人代行をして生活を支えてくれて……」

「もういいよ。過ぎた話だから。それにリョウマの高校はバイト禁止だったでしょ。責任を感じることはなにもないよ」

　話が決着したことに安あん堵どしたのか、そっと目元を拭ったカヤは天井を見上げた。

「アタシもごめんね。恋人代行をしてたってことは絶対に言いたくなかったから、ムキになって説得しようとして」

「ううん、俺がカヤ姉の立場だったら同じことしてた」

「そっか。アタシ達って本当考えが似てるよね。まさか同じバイトにたどり着いてただなんて、さすが姉弟って感じ」

「うん……」

　殺伐としていた空気が、いつも通りの温かな雰囲気に戻っていく。

「あのさ、リョウマ。一つだけ聞いていい？」

「な、なに？」

「今までの代行中、リョウマは嫌なことされなかった？」

「あ、うん。……だけど、ここで手を引かなかったらカヤ姉が言ってた通りになってたと思う。このバイトをし続ける以上、見つかるのは時間の問題だから」

「だね。それなら今日、この話をしてよかった。本当によかった」

「……明日、会社に電話をして、やめる日程とか話し合ってくるよ。それが終わったらカヤ姉にも報告するから」

「約束だからね。……その代わりと言ってはなんだけど、話し合いが難航したらアタシに電話を渡してくれたらいいから」

　任せろ、と言わんばかりに大きく頷うなずいたカヤは得意げな表情をした。

「え……？　カヤ姉にそんなことができるの？」

「当たり前。って、このアタシが恋人代行をしてたんだよ。社長と繋がれるくらいの数字を出してたに決まってるでしょ」

「それ本当？」

「信じられないかもしれないけど本当のことね。自分からは言いづらいけど、実績から『覇道の女神』って呼ばれてたくらいだしー」

「あ、あはは。なんか嘘っぽい」

　この通り名を一度も聞いていない龍馬がこう感じるのも仕方がない。

　わずか一八歳にして指名率八一パーセントという驚異の数字を叩たたき出し、会社経営を軌道に乗せた凄すご腕うでの代行者。

　恋人代行会社の社長が『やめないで！』と手土産を持ち、交渉しにいくほど必要不可欠だった代行者。

　男心を掴つかむ策略を立て、心理学まで駆使し、引退する前の一ヶ月、週七の勢いで指名が入っていた唯一の代行者。

　覇権を握っていたと言っても過言ではないその人物こそ、姉のカヤなのだから。

「まあ、軽口はこのくらいで……。だから難航した時には遠慮なく言ってね」

「わかった。それじゃあ俺はそろそろ部屋に戻るよ」

「ごめんね、こんな夜遅くまで話しちゃって」

「いや、本当にありがとう、カヤ姉。目が覚めたよ」

　長い話をしてくれたのは全部龍馬のため。その気持ちは本人が一番感じていること。いつもより深く頭を下げてお礼を伝えた。

「……あ、忘れてた。最後に葉月マネージャーから伝言があるけど聞きたい？」

「う、うん。聞きたい」

　あの電話の中でなにを伝言したのか……。

　予想のつかないことに体を強こわ張ばらせるも、優しい言葉がかけられていた。

「『普通の関係になった時には、お家に遊びにいかせてもらうわ』だって」

「えっ、こ、ここに葉月さんがくるの!?」

「もちろんそれはアタシがいる時で、宅飲みする時だからリョウマは料理とかお酒を注ぐ係をよろしくね」

「あ、あはは。そ、それなら……俺からも一つ伝言をいい？」

「なに？」

「『本当にお世話になりました』……って」

「はーい。そう伝えとくね」

「うん。助かるよ」

　葉月とは一度しか恋人代行をしていないが、その時にカヤと同じようなことを教えてくれた。心配してもらっていた。

　本当にお世話になりました。の、『本当』の意味を葉月はちゃんと汲くみ取ってくれるだろう。

　さらには発言して実感する。もうやめる気持ちが固まっていることを。

　話を終わらせた龍馬は、カヤと別れて自室に向かう。

　階段を上がり、突き当たりのドアを開けると、暗闇の中で電気のスイッチを押す。

　部屋が明るくなると、そのまま勉強机に近づいていくのだ。

「……ふう」

　机の前に着くと、本棚の後ろに手を伸ばし、隠していた鍵を手に取って引き出しの鍵穴に差し込んだ。

　右に回すと『カチャリ』と解錠音が鳴る。

　その引き出しを開けると……ずっと奥にしまっていた封筒を丁寧に両手で持った。

「……」

　そのまま無言で見つめ、こう呟つぶやくのだ。

「これもちゃんと返さないとな……」

　今日に至るまで、一切手をつけていない封筒の中には、一五万円という大金が入っている。

　これはお兄ちゃん契約を交わした時、愛あい羅らから渡されたお金。

　恋人代行をやめる。それはお金で繋がっているこの関係も終わらせ、元の友達に戻らなければならない、と、龍馬の中ではそう決めていた。

　全てをリセットして、カヤを安心させるためにも。

「なにがあったのか、ちゃんと伝えないとな……」

　自分で蒔まいた種は自分で刈り取る。それは当たり前のこと。

　今一度、覚悟を固めた龍馬は、クローゼットの中にあるショルダーバッグにこの封筒を入れた。

　そのバッグこそ、約束していた初詣に持っていくと決めていたものだった。
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『へ？　明日は大おお晦日みそかから会うんじゃないの？　元日に会うってことは、除夜の鐘一緒に聞けないじゃん』

「その気持ちはわかるけど、未成年の愛羅を夜中に連れ回すわけにはいかないんだって。なにかあった時、責任が取れないんだから」

　一二月三〇日の昼間。龍りよう馬まは愛羅と電話をしていた。その内容は約束していた初詣の予定についてである。

『いちお聞いとくけど、それマジで言ってる系だよね？　アーシをからかってるわけじゃなくってさ』

「もちろんそうだよ」

『アーシさ、夜更かしできるようにエナジードリンク買ってきたんだけど。二〇〇円するおっきなやつ。だから大晦日にして』

「あははっ、嬉うれしい報告ありがと。……気持ちは変わらないけど」

『変に期待させる反応すんなし！　ねえ、普段からずっと補導時間は守ってるんだから、このイベントくらい大目に見てくれてもいいじゃん？　友達だって夜から遊んだりするわけだし』

「周りは周り。俺たちは俺たち。それに補導時間を無理やり守らせてるのは俺な気が」

『……ホント頭固いんだから、誰かさんは』

「はい、悪口」

　しっかりと標的は濁し、それでも『誰かさん』を確実に理解させているところがなんとも愛羅らしいところ。

　もちろんこの悪口は二人の間柄だから。龍馬も軽口を返すことができる。

「頭が固い誰かさんにはエナジードリンクの購入報告はしない方が良くない？　『そんなものを飲んでまで夜更かしするのは間違ってる』って言うと思うよ」

　大事なテストや試験ならカフェインを取ることも仕方がないが、初詣はいつでも参加できる行事。無理して夜更かしをするべきではないというのが龍馬の考え。

『そこは可愛かわいさポイントの引き落としでどうにかしてもらうつもりだったし』

「か、可愛さポイント……？」

『そそ。りょーまセンパイと大晦日に出かけるためにマズい飲み物買ってきてるわけ。これめっちゃ可愛いっしょ？』

「それを言わなかったらもっと可愛かったかな。どの道そんな優遇はしないけど」

『ケチ』

　愛羅もこうなることはわかっていただろう。

　わずかな可能性に懸けたようなセリフを出していた。

　年明けすぐに神社参りをしたい。そんな愛羅の気持ちはわかるが、もしなにかあった時に責任が取れない。

　ここは折れてもらわなければ困るところ。

「ちょっと話は変わるんだけど、愛羅って初詣は自慢の着物を着てくるんだよね？」

『そだよ。って、なにそのいきなりの質問』

「だったらお互いに朝の方がいいと思うけど」

『お互いに？　もっと詳しく』

　当然の促し。龍馬はもっと噛かみ砕くだいて説明を始める。

「ほら、夜中は暗いから可愛い着物姿を見てもらいづらいでしょ？　明るい時間帯の方が俺も見やすいのは間違いないから、お互いにメリットがあるかなって」

『自慢の着物』と言っていた過去の会話を思い出したことがプラスに転じる。

『あ、確かに夜だと着物は自慢しづらいかも……。マジ可愛いやつ選んでるから周りにもアピアピしたい気持ちはあるんだよね』

「まぁ、周りのことを抜きにしても、俺は明るい時間帯に愛羅の着物姿を見たいよ」

『な、なにそれ。その言葉はズルじゃん……。アーシが譲る流れになるし……』

　動揺した声が電話越しに聞こえた。まさかこんな言葉を聞けるとは思ってもいなかったのだろう。

「そうは言っても本心だから」

『あ、あのさ？　なんかそのオンナを言いくるめる技、変に磨きかかってない？』

「そう？　いつも通りだと思うけど」

　恋人代行をしている経験はふとしたところで漏れる。人一倍鋭い愛羅はさすがの言葉をかけていた。

『マ、電話だから平気だけど、顔を合わせて言われてたらほんの少し照れたかも』

「そうやって俺の気分を良くさせて、『じゃあ大晦日から集まろう！』って言わせる算段でしょ？」

『ハー？　そんな計算高いこと考えてないっての！　そもそもどんなに上機嫌にさせたって大晦日から集合しないってことはりょーまセンパイの中で確定してるじゃん。こうなったらアーシがどう頑張っても意味ないし』

「た、確かにそうだけど、明るいところで愛羅の着物姿を見たいのは本心だからね」

『……』

「そこで無視されるのは本当に恥ずかしくなるんだけど。これを声に出すの、結構勇気いるんだからさ」

『フンッ、完全に自爆じゃん』

　本心とは言え、歯が浮くようなセリフは全然言い慣れていない龍馬なのだ。

　少しでもだんまりを決め込まれたら羞恥はすぐに襲ってきてしまう。

『……マ、そこまで言ってくれるなら大晦日くらい我慢してあげよーかな。なにかあった時にはーって心配してくれるのは嬉しくないわけじゃないしさ』

「素直じゃないなぁ」

『うっさい』

　なんて悪態をつきながら電話越しでニヤけている愛羅でもある。

「えっと、それで初詣の予定なんだけど朝の何時からにする？　日にちは愛羅に譲ってもらったから、時間は任せるよ」

『んー。なら九時とか一〇時でどう？』

「えっ、そんなに遅くていいの？　俺はてっきり初日の出が見られる時間帯を指定されると思ってたんだけど」

『確かにそう考えてたけど、そんな朝早くから集合ってなるとお互い大変だしさ？　超早起きしないとだし、アーシも着物とか化粧するので時間かかるし。だからそのくらいでいいよ』

　それはもうアッサリと。素直な気持ちを言っているのだろうが、大晦日に会おうと引っ張っていた相手がこうも時間を遅くするのは少し違和感がある。

「……なんか愛羅の性格にしてはちょっと意外かも」

『マ、少しはそう思うかもね』

「なんか変なこと企たくらんでない？」

『なーんも。たださ、自慢の着物を見せるのに急いで準備しちゃったら変になるかもだし、そんなのはもったいないじゃん？　冷静に考えたらアーシの最優先順位はりょーまセンパイに可愛い着物を見てもらって褒めてもらうこと、つってね』

「……」

『どしたん？　照れた？』

「まぁ、嬉しくはあるかな」

『そかそか』

「じゃあ明日は、一〇時には俺が愛羅の家に着くようにするよ」

『いいの？　アーシがかなり楽しちゃうけど』

「気にしないでいいよ。愛羅は身だしなみを整えたりで大変だと思うから」

『なっ、なにその理由……。なんかウザ』

　一度噛んだ後、吐き捨てた。

「もしかしなくても照れた？」

『そんなんで照れるわけないしー。アーシの着物姿を一番に見たい。とか言ってくれたら、そうなってたかもだけど』

「そんなセリフは言えないって」

『マ、りょーまセンパイはそんな性格じゃないっか。逆にそんなこと言ってきたら、コイツやってんなーって思うし』

「高校生が大学生をコイツ呼びですか」

『そこは突っ込まなくていいじゃん！　一応は親しみを込めた言い方なんだし』

「はいはい」

　書店員と客の立場にあった龍馬と愛羅だが、本当に良好な関係になったのだろう。

　電話越しに聞こえる明るい声がそれを証明している。

『あ、りょーまセンパイに一つ聞きたいことあるんだけど』

「ん？」

『りょーまセンパイって初詣にはどんな服装でいくの？　アーシが着物だからさ、私服ならちょっとピッシリ系を着てもらえると助かるなーって感じなんだけど。片方が浮かないように的な』

「あれ、言ってなかったっけ。俺も着物だよ」

『……え!?　それホント!?　着物なの!?』

　着物と聞いた瞬間、愛羅のテンションが上がった。

『龍馬の着物姿を見られるから』。その理由に気づいたなら、電話相手はモゴモゴとしていたかもしれない。

「あはは、だからお互いに着物ってことで」

『はいよー♪』

　語尾に音符がついたような声が弾んでいる。それは電話越しに聞く龍馬まで笑みを浮かべてしまうくらいに嬉しそうだった。

「愛羅、着物でも防寒はちゃんとするように頼むよ。体が冷えたら大変だから」

『……っ』

「おーい、返事は？」

『そ、そんなこと言われなくてもわかってるし……。マジこんなところだけはちゃんと言ってくるんだから……』

　途中からボソボソと聞き取れない声で文句を言う愛羅だ。

「……ん？　ごめん愛羅。『わかってる』の次になんて言った？　電波が悪くなって」

『べ、別になんでもない。ちゃんとあったかくするから安心してよ。ホンットお節介なんだから』

「それは俺が一番わかってる」

『でしょーね。……マ、あんがとって言っとく』

　ウザいお節介かもしれないが、初詣が原因で体調を崩させるわけにはいかない。

　さらに防寒させる理由がもう一つある。

「……あとさ、大事な話があるから初詣が終わったら時間を作ってもらえる？」

『大事な話？　あ、契約のことっしょ？　それなら忘れてないから安心し』

「うん……。じゃあその件をお願い」

　龍馬が口にしたのは契約のことだけ。その詳細を話さなかった。

　この件は直接、顔を合わせて伝えるべきだと思っていたのだ。

『んじゃ、アーシはこれから外に出ないとだから電話切るね』

「お、わかった。気をつけてね」

『初詣が控えてんだから当たり前！　あ、最後にオトコと遊ぶわけじゃないからモヤモヤしなくていいかんね！　ってこと伝えとく』

「はいはい。逆を突いて男と遊ぶのね」

『なわけないじゃん。バーカ！』

「あっ」

　からかった瞬間、プッチンと通話が途切れた。電話を切る速度は一級品だった。

「愛羅は認めてくれるかな……」

　部屋のベッドに腰を下ろしている龍馬は、切られた通話画面を見ながらボソリと呟つぶやいていた。

　初詣まで残り二日。

　この関係を終わらせるための話をする、友達に戻るための話をする日がゆっくりと近づいていた。
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「はい。これで完成」

　一月一日。新年を迎えた現在の時刻は朝の八時過ぎ。

　龍馬は着物の着付けをカヤにしてもらっていた。

「ありがとう。助かったよ」

「別にいいけど、一人で着られるようにならないとカッコ悪いよ？　その歳としなんだから」

「あ、あはは……。確かに」

　一人で着られる相手からの意見には苦笑いで答えるしかない。

「まあ、ボチボチ似合ってるね。数人ならナンパして引っかけられるんじゃない？」

「そ、そんなに……？」

「毎日顔を合わせてるアタシがこう思うんだから、友達とか初対面の子にならもっといい評価がもらえると思うけど」

　ポンポンと肩を叩たたいて励ますカヤがそこにはいる。

「それにしても成人式用の着物を着ていくだなんて妙に気合い入ってるじゃん」

「あ、それは一緒にいく友達が着物を着てくるから、合わせた方が気を遣わないだろうなって思って」

「それ女？」

「え、えっと……」

「もしかしてだけど恋人代行をしにいくとかじゃないでしょうね？　今辞める手続きに入ってるって聞いてるけど」

　途端、あの時のような鋭い眼光を向けられ、追及のオーラが放たれた。

「いや、確かに女の子と初詣にいくけど恋人代行ではないよ……」

「ふぅん。その『ではない』ってなに？　普通は恋人代行『じゃない』って答えるはずだけど」

「……」

　完全に墓穴を掘ってしまう龍馬。

　愛羅との関係は恋人代行ではない。プライベートで交わした個人的な契約だ。

　青い顔になって目を大きくしていると、カヤは呆あきれたような顔をした。

「はぁ……。新年早々、喧けん嘩かはしたくないからこれだけ答えて。トラブルになるようなことは辞めてくれるんだよね？」

「うん」

「つまり、今日はソレを辞めるために出かけると受け取っていいわけ？」

「……間違いないよ」

　たった一度でも自滅すればカヤの包囲網に引っかかってしまう。

　行動までも読まれてしまう。龍馬が絶対に敵かなわない相手なのだ。

「ならいい。その言葉を信じて我慢してあげる。他にも隠しごとしてたのは癪しやくだけどね」

「ごめん……。ありがとう」

「アタシが寛容なのはここまでだからね。もしそのナニカの関係が明日以降も続いてるなら覚悟して。ここまでわかったらリョウマの嘘うそを見抜くのは簡単だから」

「わかった」

　返事をすれば、カヤの圧は一気になくなった。問い詰めのスイッチを切ってくれた。

「ヨシ。じゃあ初詣楽しんでね。って、アタシを呪うようなお願いはしないでよ？　なんかやられそうで怖いから言っとく」

「そんなお願いしないって！　俺が間違ってたんだから。家内安全を祈ってくるよ」

「ふふ、ありがとう。じゃあお願いね」

　不穏な空気になりかけたリビングだが、最後には笑ってくれるカヤ。こんな姿を見てやっぱり思う。

　支えられる存在になれるように……と。




　それから一時間が過ぎた頃。

「な、なんか緊張するなぁ……」

　自然石の張材塀で囲まれた二階建ての住宅。シャッターゲートや監視カメラのある愛羅の自宅に着いた龍馬は、インターホンの前で佇たたずんでいた。

　馴な染じみのない着物姿だからか、ここにきてソワソワしてしまう。

「って、こんな調子じゃ愛羅まで困らせちゃうか……」

『平常心平常心！』と、胸を押さえた龍馬は呼び出しボタンを押す。

『はーい。どちら様ですか？』

　そして、愛羅の声が機械越しに聞こえてくる。

「あれ？　インターホンのカメラ見てないの？」

『手でカメラ隠してんの！』

「な、なんで？」

『ここでりょーまセンパイの着物姿を見たらもったいないじゃん。見るなら直！』

「あ、あはは……。あんまり期待しないでね？」

『いやぶっちゃけ、りょーまセンパイの顔で着物が似合わないとかないっしょ』

「お、おう……？」

『あと三分くらいしたら外に出んね。ごめんだけどちょっと待ってて』

「了解。あと、明けましておめでとう」

『にししっ、あけおめ！　ことよろ！』

　そこでインターホンからの音声が切れる。恐らく外に出る準備をテキパキと進めているのだろう。

「そ、そんなに期待されるとますます緊張するよなぁ……」

　着物のシワを伸ばしながら独り言を呟く龍馬である。
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「着物オッケ。メイクもオッケ！」

　玄関に設置された姿見をマジマジ見つめるアーシは、口に出しながら確認していく。

「次はこっちと」

　振り袖を開きながら横を向いて、ポニーに結んだ髪に乱れがないことも確認！

「にしし、ホントこの着物可愛いじゃん。パパにおねだりして正解だったねん」

　変なとこはなし。確認も終わって鏡に正面を向け、改めて見ると思わず笑みが浮かぶ。

　黒と白のギンガムチェックをベースにした珍しい着物には、梅や桜が可愛く描かれている。デザインもバッチシ。

「にしし、りょーまセンパイどんな顔するんだろ。ぼーっとしてたら、からかっちゃおーっと」

　ってか、そうなってもらわないと困るけど。こんなに時間をかけて、気合いを入れて準備したんだし。

「可愛いって褒めてくれなかったら……殴ろ」

　今決めた。これは絶対に遂行する。着物のおかげでアーシも可愛くなってるし。

「さてと、りょーまセンパイも待ってることだし、そろそろいこっかな。……向こうは向こうでカッコ良くなってるといいけど。つってね」

　玄関扉を開ければセンパイの着物姿を見ることができる。

　今になって緊張する。高揚感もある。なんか胸も高鳴ってる。

　それでも早く会いたい！　その気持ちが強かった。




「レッツゴー！」

　玄関扉を開け、外に一歩踏み出すと……インターホンの前に立ってた。

　黒の着物に、グレーの羽織を着た背の高いオトコが。

「ぁ……」

「おおっ！」

　そのセンパイと目が合った瞬間、息が詰まった……。

「愛羅、おは──」

「──あ、ごめ。ちょっと待ってて」

「えっ!?」

　アーシはその声を聞くと半ば反射的に玄関に逃げた。

　だって……なんかもう、ヤバかったから。

　りょーまセンパイのあんな格好を見て、なんかめっちゃ嬉しそうな笑顔を向けてこられたらさ……。

『ガチャン！』

　すぐに玄関扉を閉めて、一人の空間を作る。

「愛羅ー？　どうかしたのー？」

　ドア越しにセンパイの呼びかけが聞こえる。こんな行動をすれば当たり前。なにか言葉を返さないといけないのはわかってる。

　……でも、そんな余裕はなかった。あの姿がフラッシュバックする。

「な、ななななにあれ……。めっちゃ大人じゃん。あ、あれはヤバいじゃん……。え、マジで……」

　着物姿を見た瞬間、そう思った。こんなことならカメラで見て耐性つけとけばよかったって。動揺してウチに戻るとか全然アーシらしくない……。

　心臓がうっさい……。ヤバイくらいにドキドキしてる。

「……ち、ちょっと落ち着こ。そうじゃないと会ってからホント変に思われるし、そんなの嫌だし」

　アーシはスマホを取り出し、センパイにメールを打つ。

『忘れ物した！』

　送信ボタンを押す。これでなんとか誤ご魔ま化かせたはず。

「前途多難じゃん……。これアーシじゃなくて、りょーまセンパイになってもらうやつだったんだけど……」

　姿見には赤くなった顔が映っている。薄く化粧してるから結構目立ってるし……。
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　こうなったら耐性つけよ……。それが一番なはずだし。

　アーシだけ早く見慣れてからかってやる。

　待たせてるのは申し訳ないけど、似合いすぎた着物を着てる方も悪いし。

　アーシは草履を脱いで室内に取り付けられたインターホンの前にいく。

「このボタンを押すと確か……。あ、こっちの方だったっけ」

　普段から居留守使ってるから全然詳しくないんだよね。

　一つ目のボタンを押すと外の音が聞こえた。……これはハズレ。

　その隣のボタンを押すと、目的通りインターホンに備えられた外カメラが起動した。

　そこにはスマホを弄いじってるりょーまセンパイがしっかり映ってた。

「……うわ、ホントカッコいいんだけど……」

　独り言を呟くと、タイミング良くセンパイがカメラを向いてくれる。

「コレと初詣って、絶対メンドイ視線もらうじゃんね……。その格好で隣立たれると絶対緊張するし……。って！　なにこれ。いくらなんでもアーシウブすぎでしょ……」

　センパイには聞こえないから本心を言える。思ったことを堂々と言える。

　──って、アーシはずっと思ってた。

『いやいや、なにこれってのはさすがに俺のセリフだって。いきなり家に戻っていったと思えばこんなイタズラしてくるんだから……』

「イタズラなわけないじゃん」

『はいはい。早く出てきて』

「……」

『ん？　愛羅？』

　あ、あれ……。アーシ今、センパイと会話していたような……。

『ほら、イラズラも終わったんだから早く初詣いこう？　感想としてかなり恥ずかしかったから。最初は本気で言ってるんじゃないかって勘違いしちゃって……。あはは』

「…………ハ!?　ち、ちょっと待って。それ嘘でしょ!?　本気で聞こえてたわけ!?」

『愛羅が通話ボタンを押したんだからこっちまで声は聞こえるよ。って、そうしないと今回のイタズラは成功しないでしょ？』

「……」

　ここで気づいた。一つ目のボタンを押して外の音が聞こえたのは、通話のボタンを押したからだって……。

「そ、そだね。じゃなきゃ成功するわけないってね？」

『うん、そうだろうね』

　なんか……助かったっぽい。

　声のトーンとか普通にガチだったし、絶対に誤魔化せないって思ってたのに。

　これが罷まかり通とおるのってこのセンパイだけだよね、絶対。

　もう鈍感のレベル超えてるようで怖いけど。

『それじゃ、待ってるから。少ししか見られなかったけど、着物似合ってたよ』

「……バカ」

『なにが!?』

　ム、ムカつくぅ……。クッソ鈍感なのに褒めてほしいとこは褒めてくるとこ！

　なんかここまで自爆したらもう、本心だって言って主導権を取ればよかった。

　カッコいいのくらい、自分で鏡見ればわかるだろうし……さ？




　　　　＊＊＊＊




「ね、りょーまセンパイ。行き先なんだけど大進神社でいい？」

「もちろん」

　時刻は一〇時一五分。龍馬は愛羅と肩を並べながら大進神社に向かっていた。ここからは徒歩で二〇分から二五分で着く大きな神社である。

「あ、隣に並んで思ったんだけど少し身長が伸びてない？　愛羅」

「だったら嬉しいんだけどねー」

「え？」

「高く見える理由は草履だから。ほら、これ厚底で」

「あぁ、だからか」

「これ足も痛くならないやつで、身長も盛れるからかなりいいアイテムなんだよね。って、足見るよりもアーシの顔見てよ」

「顔？」

　そうして視線が交わった矢先、すぐに逸そらしたのは愛羅だ。前髪を触りながら明後日の方向を見た。

「あ、やっぱいい。もう見るのなし」

「なんだそれ。なにか変なこと企んでる？」

　まだ緊張が取れていない愛羅なのだ。変に思われないためにもこうして予防線を張るのは仕方がないこと。

「マ、アーシとその位置を変わってくれたら、理由を教えてあげないこともないけど」

「位置？」

「そ。毎度のこと、りょーまセンパイは車道の方を歩いてくれてるじゃん？　だからそこ変わってくれたらって言ってるわけ」

「あぁ……。別にこれは愛羅のためにしてることじゃないから気にしなくていいよ。なんかこっちを歩いている方が落ち着くだけだし」

「ぷっ、なにそれ。もっとマシな言い方は思い浮かばなかったの？」

　おかしそうに口に手を当てた愛羅。

「気づいてたならツッコミ入れないでよ……」

「いちお、アピールしといた方がセンパイも嬉しいんじゃないかって思って。違う？」

「別に感謝されるためにしてるわけじゃないからなぁ」

「カッコつけちゃって」

　ペチンと優しい肩パンをした彼女は嬉しそうに口角を上げて尖とがった八重歯を見せた。この歯が見える時は作り笑顔ではなく、心の底から喜んでいることを龍馬は知らない。

「あのさ、ちょっと話変えていい？」

「別にそんな確認取らなくていいよ。なに？」

「りょーまセンパイはどんな年末を過ごしたのかなーって思って。これ人それぞれで面白いからいろんな人に聞いててさ」

　楽しいことが大好きな愛羅らしい話題だった。

「えっと……大おお晦日みそかになるんだけど、朝からずっと大掃除してたよ。あとは普段よりも豪勢な料理を作って、あとは年越しそばも作ったよ」

「へー、それかなり充実してんね？」

「この時期なのに汗が出るくらい掃除は大変だったけどね。愛羅はどんな年末を過ごしたの？」

　ゆっくりはできなかった、と苦笑いを作りながら促した。

「アーシは三〇日に友達のウチにお泊まりして、大晦日は冬休みの課題しながらぐーたらしてたかな」

「あはは、それはそれでいい年末だね。……で、課題は順調に進んでるんだろうね」

「課題ほっぽりだして遊び優先したりはしないって。いちお、テストの順位一位だから信用できるっしょ？」

「そ、そう言えばそうだった」

「にしし、見た目に騙だまされんなし。つってね」

　イタズラ好きで、（いい意味で）馴なれ馴なれしいところもあって、書店でバイトしている時に邪魔してくる彼女だが、その成績は優秀そのもの。

　首を左に回して目を合わせれば、『なに？』と言わんばかりに肩をぶつけてきた。

「ちょっと安心してね。俺もそうだけど、愛羅も楽しそうにしてくれてるから」

「楽しいに決まってるじゃん。大進神社にはでびるちゃんがいるかもーって期待してるし、ついでにりょーまセンパイと一緒に初詣に向かってるんだし」

「俺はオマケかい」

　先ほどのお返しで愛羅の肩を軽く叩く龍馬はわかりやすいツッコミを入れる。

「でも、大進神社に姫……じゃなくって、でびるちゃんが描いた絵馬があったってメールは本当なの？　聞いた時はビックリしたんだけど」

「アーシも聞いただけだからわかんないけど間違いないと思うよ。めっちゃ上手なイラストが描かれてたらしいし、でびるちゃんなんてペンネームはそうそういないし、Pixie fan box ？　みたいなサイトの自己紹介文にはこの県に住んでるって書いてあるし」

「へ、へえ……」

　でびるちゃんの大ファンである愛羅は、自身が知っている情報を次々と教える。

「熱狂的なファンが飾った可能性もなくはないと思うけど、絵馬って嘘を書くとこじゃないから、本人が書いてる方が自然じゃない？」

「そ、そうだね」

　相あい槌づちを打つ龍馬だが、その心には確信に近い思いを抱いていた。

　本人が飾った絵馬だろう……と。

　龍馬はでびるちゃんの正体を知っているからこそ、強く結びつけることができる。

　去年、初詣にいったのか定かではないが、恋人代行をする時の集合場所は電車を使わずともいける距離であり、さらには同じ大学にも通っている。

　住んでいる場所が近いのは間違いなく、それはつまり……姫ひめ乃のの自宅からも近い場所に大進神社があるということ。

　状況整理だけでも矛盾はどこにもない。

「じゃあここでいいことを教えたげる」

「お、なになに？」

「ズバリ、でびるちゃんについて」

「えっ!?」

　ニヤリと片側の口角を上げた愛羅は、しなやかな人差し指を伸ばして口を開く。

「でびるちゃんってね、めっちゃ若くて、ちっちゃくて、マスコットキャラみたいに可愛い人らしいよ」

「へ、へぇ……それってデマとかじゃないの？　ペンネームで活動してるから容姿が表に出ることはないだろうし」

　でびるちゃんの正体は秘密事項。実際、言っていることが正しいだけに思わす擁護に走る龍馬だ。

「アーシもネットの情報は信じないタイプだけど、コミックマートって名前の展示即売会に参加した人がでびるちゃんを見た！　って言ってるなら信じちゃうよね」

「コ、コミックマート……？　なんかその名前どこかで聞いたことがあるような……。夏と冬に開催されるイベントだっけ？」

「そう！　世界最大の即売会って言われてるやつ！」

「……す、凄すごいね、それ。そんなところにも参加してるって……」

　仕事に対してストイックな姫乃は、自身の実績を語らない。

　その結果、初耳なことを次々に聞くことになる龍馬だ。

「スゴイのはそれだけじゃないよ？　でびるちゃんの人気はそこでもヤバいらしくて、出した作品はすぐに完売するし、稀まれに出るＲ18の漫画はさらに即売れするらしいよ」

「そ、そうなんだ……」

　作者の顔を知っているだけに、ましてや友達なだけに、どんなリアクションを取ればいいのか困惑する。

　姫乃がその手のジャンルにも手をつけていることは意外だったのだ。

「あと、完売後は可愛い衣装を着て同業者の売り子もするんだって」

「う、売り子？」

「そそ。でびるちゃんって看板持って立ってるだけらしいんだけど、その場所の売り上げは二倍にも三倍にもなるらしいよ。めっちゃ可愛いらしいから」

　この言葉を聞いた瞬間、龍馬の胸にはモヤがかかった感触が広がっていた。

「でびるちゃんは写真撮影ＮＧだからネットに写真は出回ってないけど、そのイベントに参加した人とか、そっちの業界じゃ『ちっちゃ天でびる』って言われてるくらいに有名で、ツイットで検索すれば『くそ可愛い！』とかめっちゃ出てくるよ」

「ちっちゃ天でびる……？　なにそのエビ天うどんみたいな名前は」

「正確に言えば『ちっちゃな天使悪魔』で、その略称が『ちっちゃ天でびる』らしいんだよね」

　この前置きをして、愛羅はわかりやすいように丁寧に説明した。

「でびるちゃんの隣になったサークルは客を吸われるから悪魔的に見える。売り子に回ったら売上が伸びるから天使的に見える。そこに見た目のちっちゃさを全部かけ合わせて『ちっちゃ天でびる』になってるってわけ」

「な、なんかもっと良さそうな名前がありそうだけどなぁ……。あはは」

　人気があればあるだけ集客力は強まる。そんな強敵の隣でコミックを売っている著者からすれば確かに姫乃は悪魔に映ることだろう。

　教えてもらったことに引っかかりはなにもない。なにもないが、またしても言葉にするには難しい気持ちが宿る。

「アーシはもう大ファンだから、今年のコミックマートは絶対参加するつもりなんだよね。ってことでりょーまセンパイも一緒にどお？」

「そ、それは遠慮するよ」

「エッチな本も売ってるのに、いいの？　使うっしょ？」

　白い歯を見せてニヤニヤしている愛羅だが、姫乃が別の男に囲まれていることを想像するだけでなぜか気は乗らなかった。

「まぁ……それよりも夏祭りとか、そっち系のイベントに愛羅といきたいな」

「それもいいねっ！　じゃあコミックマートは友達といくから、センパイはアーシと夏祭りいこってことで！」

「了解。……まだ一月だからかなり先の話だけどね」

「それはそうだけど、ちゃんと覚えててよ？　アーシもちゃんと覚えとくからさ」

「もちろんそのつもり」

「にしし、あんがと」

　前傾姿勢になって上目遣いで覗のぞいてくる愛羅。ポニーテールに結んだ髪が揺れ、柑かん橘きつ系けいの匂いが漂った。

　そうして、楽しい会話を続けながら足を進めること数十分。

　目の前には大進神社の入り口に繋つながる石造りの階段が見えていたのだった。




　大進神社の門を潜り、すぐのこと。

「やっぱり人混んでんね。って、あの人の着物可愛くない？」

「赤の着物も可愛いね」

「見て。あっちの人も」

「おおー。あれもいいね」

「ほらほら、あの人も」

「……」

「ね、りょーまセンパイは誰が一番可愛いと思う？」

　その最後に両手の人差し指で自分をさす愛羅は、花の咲くような笑顔を見せてきた。

　褒めて褒めてオーラを全開にしてアピールしているが、こんなにもあからさまにされたら意地悪の一つもしたくなる。

「可愛いって言われたらあの人じゃない？　愛羅が三番目に褒めた人」

「え？」

　ピキッと表情が固まった愛羅だが、すぐにまた笑顔が戻った。

　先ほどと違う点を一つ挙げるなら、自分をさしていた両人差し指を下に向けたこと。

「りょーまセンパイ。今から足踏んでいい？　それ下げ駄ただから上から踏んだら悶もん絶ぜつすると思うわけ」

「あはは……冗談だって」

　引きつった笑みを浮かべて弁明する。

　下駄。それはスニーカーのように足の指や甲は守られていない。その状態で踏まれたら一ひと溜たまりもない。龍馬は冷や汗を流しながら弁明する。

「じゃあもう一回チャンスあげる」

「可愛いよ、愛羅が一番」

「にしし、あと一回言っちゃおっか」

「可愛いです……」

「うんうん。それでいいわけ」

　褒めた途端、ご機嫌になった愛羅。

　褒めてオーラと脅しに負けてしまった結果ではあるが、先ほどのことは本当に一種の冗談である。

　その証拠に……というには弱いかもしれないが、男性から刺すような視線を次々と向けられているのだ。

　それは着物姿の愛羅が可愛いから、美人だからに他ならない。

　普段の彼女はギャルっぽさ全開だが、着物を着た彼女はお淑しとやかさがあり、どこかの令嬢のように見えているのだろう。

「まぁ、さっき言わされちゃったけど、本当に似合ってるよ、愛羅。可愛いと思う」

「……っ、あ、あのさぁ？　そう思ったなら早く言ってほしかったんだけど……」

　ソワソワと目線を揺らしながら、口を少し尖とがらせて伝えてくる。

　寒さからか耳や顔はほんのりと赤みを帯びていた。

「ただ……さ、ホントにあんがと。やっぱり無理やり言わせるよりも普通に褒めてもらうのが一番嬉しい」

　そして、ほっぺを掻かきながらはにかんでいた。

「じゃ、りょーまセンパイはちょっと鼻が高いんじゃない？　こんなアーシを隣に連れて、さ？」

「鼻が高いって言われたら否定はしないけど……その代わりにいろんな人と目が合うからなぁ」

　神社という人が集まるところに着いてから如実に感じていた。が、同じようなことを体験しているのはもう一人いた。

「あー、そんなの気にしない気にしない。逆に堂々としてていいよ。アーシはオンナから睨にらまれてるとこあるし」

「えっ？　なにか悪いことしてたっけ？」

「もうこの歳なんだからそんなことしないって。睨まれてるのは『新年早々、いいオトコ連れちゃってさーアイツ』みたいな感じっぽ」

「冗談が上手うまくなって」

「ん？　これマジだよ」

「……」

「マジガチ」

「いや、なんか……そう言われると悪い気はしないから信じたいところではあるけど」

　急にオドオドする龍馬だが、その表情には嬉き々きとしたものがある。

「りょーまセンパイは自己評価が低いんだって。……だから一つだけアーシのお願い聞いて」

「お願いって？」

「アーシから離れないこと。これだけ」

　釘くぎを刺すように、龍馬の胸元をツンと指で突いた愛羅だ。

「なんかセンパイが一人になったとこを狙うオンナがいる気がするからさ。新年からそれ引き剥がすのはさすがに勘弁ってね」

「あはは、そんなことされたことないって。そもそもここは神社なんだからそんな層はいないでしょ」

「そこまで言うなら手でも繋いで安心させてくんない……？　あ、今のは訂正。とりあえず手繋いでよ。これで離れることなくなるからさ」

「いや、今は参拝の列に並んでるだけだから手を繋がなくても一緒じゃない？」

「なに言ってんだか。全っ然一緒じゃないっての……っ」

「あ……」

「にしし、隙あり」

　語尾に力が入ったその声を聞けば、愛羅はサッと手を伸ばして龍馬の手を掴つかむ。

　そして、ギュッと力を入れると、『もう離さなーい』と言わんばかりに赤い舌先を出してくる。

「実のとこアーシの手がかじかんできたからさ？　単純にあっためてほしかったわけ。りょーまセンパイの手、ぬくぬくしておっきい手なのは知ってるし」

「そ、それならもっと早く教えてくれたらよかったのに……」

「すぐに言えたら言ってるっての。（着物姿の）センパイに慣れるの時間かかるんだし」

「はいはい」

「これに気づいて先に手を握ってくれたら……アーシの心臓はバクバクになってたけど？」

　大胆な行動からくる恥ずかしさを誤魔化すように、ひんやりとした手をモジモジと動かす愛羅。

「い、いや……ごめんだけど気づく余裕がなかったんだよ。着物姿の愛羅って普段と違う印象だし、初詣に一対一は緊張するし」

「それウブなだけじゃない？」

「黙秘」

「にしし。マ、オンナを取っ替え引っ替えしてるオトコより、ウブな方がアーシは好きだけどね。逆の立場だったら、りょーまセンパイもそうっしょ？」

「ま、まぁね」

　同意しつつも愛羅の放った何気ないその一言は、龍馬を動揺させていた。

　それは恋人代行のバイトをしていたから。そしてもう一つ──。

『リョウマのことを想おもってくれる相手まで傷つける恐れがある。どんな事情であれ、別の異性を連れてる時点で良い印象なんて持たれないんだから』

　カヤのこの言葉が、頭の中に流れたその影響で。

「って、並ぶことは予想できたから手袋くらい持ってくればよかったね」

　その件を今は忘れるように、半ば強引に話を逸らした龍馬だった。




　それから一時間が過ぎた頃。

「お、もうちょっとでお参りできそうだね」

　お参りする拝殿が近くに見えていた。

「なんかめっちゃ早く感じない？　アーシはそう感じたけど」

「そんな不安そうにしなくても俺も同じだって。愛羅との会話楽しかったよ」

「ならよかった。アーシずっと喋しやべりっぱなしだったから、『そろそろ黙ってくれ』みたく思われてもおかしくないなって思っててさ？」

「そう思ってたらちゃんと口で伝えるって。そんなことは起きないだろうけど」

「随分と好感触じゃん？　アーシ」

「そうじゃなかったら一緒に初詣にこないよ」

「確かに。なら安心しよーっと」

　ここで安あん堵どの表情を浮かべている愛羅に龍馬はすかさず言った。

「で、愛羅にお願いなんだけど……一回手を離さない？」

「ごめんだけどそれは嫌」

「ええ……」

　二人が神社に着いて手を離したのは、手水ちようず舎やを利用した時の一回だけ。

　それ以外はずっと繋ぎ続けていた。

「いちお、離したい理由くらいは聞くけど」

「え、えっと……俺、手汗をかいてきたからさ？」

「別にアーシは気にしないけど」

「俺が気にするんだって……。やっぱ不快感はあるでしょ？」

「いや、ガチ目にそれはないよ。これが嫌いなヤツのなら別だけど、アーシは手を繋ぎたい人と繋いでるわけだし」

「ぁ……。そ、そうなのね……」

「そ」

　変化球で襲ってくる素直な言葉。

　呆あつ気けに取られた表情を見せた瞬間、してやったりという顔を愛羅から向けられてしまう。作戦に引っかかってしまったのは間違いないだろう。

「だからこのままだかんね？　ほい」

　気の抜けた『ほい』の声が聞こえれば、先ほどよりも手に温ぬくもりを感じる。

　痛くならないギリギリの力で強く握ってきたのだ。

「ちょ!?　そんなに強く握ったらもっと酷ひどくなるって……」

「にしし、ざぁまぁ」

　それはもう楽しそうにイタズラっ子の笑みを作って。

「ほーら、早く『このままだかんね？』の返事言わないともっと力入れちゃうけど」

「わ、わかったわかったから！　手は繋いだままでいいから力は緩めて……」

「素直でいいね？」

「無理やり素直にさせたのはどっちなんだか」

　間延びした返事をすると力が緩んだ。ごり押しで解決してくる。

「年下はこのくらいの方が可愛いもんだって。ワガママを言わない、甘えもしない、全部一人でこなす完璧っ子よりはさ？」

「ま、まぁ……。確実に言えるのは愛羅は度が過ぎてるってことだけど」

「そ、それは許してよ。アーシには甘える相手が少ないし……。あ！　今日のお参りでりょーまセンパイの安泰を祈ったげるから」

「なんだそれ……」

　許しを得るために神様の力を交換条件にしてくる。バチが当たってもおかしくはない。

「そう言えばさ、センパイはなにをお祈りするかもう決まってるわけ？」

「もちろん決まってるよ。と言っても一つだけだけどね」

「一つかぁ。んじゃさ、そのお願い当てられたらご褒美に神社の近くにあった屋台でなにか奢おごってくんない？　お腹なかも空すいてきたから最後に寄りたいんだよね」

「お、そのくらいならいいよ。当てられないだろうし」

　お腹が空いてきたのは龍馬も同じ。この提案は悪いものではなかった。

「もし愛羅が外したらどうするつもり？」

「その時は逆にアーシが奢るよ。これで条件は同じになるから」

　堂々とした態度と口調でそう伝えてくる。

「へえ、相当な自信がありそうだけど……この今の条件じゃ俺の方がかなり有利だから、一発で当てられたら三つ奢りで、チャンスは三回にしようか」

「ホントにいいの？　後悔しても遅いよ？」

「あはは、それは愛羅の方だって。そう簡単に当てることなんてできないだろうし」

『当てられたからってお祈りの内容を変えるのはなし！』なんてセリフが一度も出ないのは信頼されている証。

　完全に勝利を確信している両者だが、勝利の女神が微笑ほほえむのは一人だけ。

「じゃ、漢字四文字の『家内安全』っと」

「え……」

「当たってるっしょ？」

　呆ほうけた顔とドヤ顔が向かい合う。雌雄が決したとわかるには十分の表情だ。

「あ、当たってるんだけど……なんでわかったの？」

「だってセンパイって欲ないし、周り優先するタイプだから、お願いが一つとなればこれくらいしかないっしょ？　そもそもアーシは勝てる勝負しかしないし」

「……」

　高校生に完全にしてやられる二〇歳の龍馬。

「ってことで楽しみにしてんね。高たっかいやつ買ってもらうから」

「ほ、ほどほどにね？」

「うんうん！」

　遠慮の『え』の字すら窺うかがわせない彼女だが、こればかりは当たり前の要求。それに加え、上機嫌に頷うなずいている今の姿を見たら賭けごとをしてよかったと思ったほど。

　そんなやり取りをしながらようやく二人にも参拝の番が回ってきた。

　共に並んで賽さい銭せんを入れ、二礼二拍手一礼の基本作法でお祈りをする。

『今年も一年、家内安全でいられますように』

　願いごとが一つしかなかった龍馬はすぐにお参りを終わらせる。

　そして、愛羅と一緒に出るタイミングを合わせるために流し目を送って様子を確認すれば、未いまだ目を瞑つぶって両手を重ねている愛羅がいた。

　彼女の容姿を際立たせた着物。真剣な表情に落ち着いた佇まい。

　その大人びた姿は普段の愛羅とは一味違って見えていた。




　参拝後、授与所でおみくじと絵馬を買った二人は、周りの邪魔にならない位置に移動して会話を再開させていた。

「うっわ、出たぁ末吉……。一番反応しにくいやつ」

「そんなこと言わない」

　おみくじについて先に声を出したのは愛羅だ。

「りょーまセンパイのおみくじなんだった？」

「俺は小吉」

「……」

　言葉にできないような変な表情をしている愛羅だが、なにを言いたいのかはわかる。

「愛羅さん、『そっちも反応しにくいやつじゃん』みたいな顔はやめません？」

「残念ハズレ。これは『お互いにしょぼいやつ引いたね』って顔」

「そうですか……」

　さすがにこれは難問だろう。当てられるわけもない。

　コントのようなやり取りをしながらおみくじの占いを見ていく。

「お！　アーシの学問は『安心して勉学せよ』だって。今年から受験生のアーシにとってこれは縁起いいね」

「それはよかった。って、愛羅が恋愛に触れないの珍しいね。最初に触れそうだけど」

「だって演技の悪いこと書いてたからさー。『今は駄目です』って」

「えっ、それまた随分と断言されてるね……」

　おみくじにしてはかなり力のある文章ではないだろうか。友達が相手でも言葉を返すのが難しい記され方だ。

「これは例だよ？　これは例だけど、お賽銭投げて『りょーまセンパイと付き合いたいです』ってお願いしたとするじゃん？　で、おみくじの『今は駄目です』を見た場合ってどっち信じればいいかわかんなくなるよね」

「あはは、それは確かに」

「どうせだからりょーまセンパイのも教えてよ。恋愛のとこ」

「俺？　俺のは……」

「なに？」

「……」

「ん？　どしたの？」

　愛羅は目に入れた。眉間にシワを寄せ、神妙な顔つきになっている龍馬を。

「えっと、俺のは『一いち途ずな思いが愛を深める。行動で示せ』だって」

「なんか意味深だね、そっちのは」

「……まぁ、占いを信じすぎるのは良くないから軽く捉えることにするよ」

「だね。アーシも半分くらいで信じることにする」

　こんな結論に行き着くが、これはお互いに心当たりがあるからこその言葉である……。

　仮に心当たりがないのであれば、『これはありえない』『信じない信じない』などの言葉が出るはずなのだから。

「とりあえずアーシのは神社に結んでおこっかな。絵馬を書いてから一緒に」

「それがいいね。っと、愛羅にこれ渡しとくよ」

　そのタイミングで龍馬はショルダーバッグの中から新品の油性ペンを愛羅に見せる。

「はいどうぞ。絵馬書く時に使って」

「え、わざわざ用意してくれたわけ!?」

「でびるちゃんの絵馬が飾ってあったみたいな話してたから、愛羅も絵を描くかなって」

「さっすがー！　絵馬買ったとこでペン借りようと思ってたからホント助かる！」

「絵馬はもうちょっと奥の方で書こうか。そっちの方が集中できそうだから」

「だね。アーシもそう言おうと思ってた」

　右手にペン。左手に絵馬を持った龍馬と愛羅は、意思疎通をして再び移動を始める。

「……今思えばさ、絵馬書いてる人って結構少なくない？　マ、少ないからこの場所が取れてるわけだけど」

「おみくじと違って絵馬は手間がかかるから、避ける人が多いんだと思うよ。正月は忙しい時期でもあるしね」

　龍馬はショルダーバッグを机にする要領で、愛羅は着物の帯に絵馬を引っかけて書く態勢に入っていた。

「それでさ愛羅、そろそろツッコミ入れてもいい？」

「なに？」

「どう考えても距離近くない？　俺たち」

　龍馬は左を向いて声をかける。目の前には細い眉を上げた彼女の顔がある。

「それ思った。なんか肩当たってんよね、アーシら」

「いや、愛羅が寄りかかってきてるからなんだけど」

「あ、迷惑？」

　首を傾けながら疑問符を浮かべてくる。

「迷惑ってより絵馬が書きづらい」

「離れてほしい？」

　次に首を左に傾ける。

「できれば」

「人肌で暖を取ってんのに？」

　そして、首をさらに左に傾かしげた。あざとさを感じるアクションを取ってくる。

　弱点につけ込んだと確信しているのだろう、楽しんでいる表情が窺える。

「俺はわかってるよ。別に寒くないけど『人肌で暖を取ってみた』って言ってることに」

「にしし、そんなことないって」

「隠す気もないんだから……」

　注目すべきはニヤけながら否定していること。愛羅の性格上、今言ったことに間違いないだろう。

　さらにはこの状態のまま会話を進めてくる。

「ね、りょーまセンパイ。この絵馬書き終わったら他の人の絵馬も見て回っていい？」

「もちろん。ユーモアある絵馬とか書かれてあったりするよね。毎年ＳＮＳで話題になってるような」

「そそ。去年なんだけど、アーシいい絵馬見つけたんだよね」

「お、それって？」

「絶対に子どもが書いたなーってわかる絵馬なんだけど、その子、『ヘラクレスオオカブトになりたい』っておっきな文字で神様にお願いしてた」

「ヘラクレス!?　はははっ。それは可愛いね」

「でしょ？　こんなほっこりするやつが好きなんだよねー。ホントに叶かなっちゃったらどうすんだろ？　とか思ったりさ」

　面白そうに瞳を細めている彼女。

　確かにこのような話題が大好きなのは普段から関わっていてわかる。

「だから絵馬を飾る時に面白い絵馬があったらアーシにも教えてね」

「後ろに人が並んでなかったらね。迷惑かけるわけにはいかないから」

「ん、それで十分。マ、本命はでびるちゃんの名前が書かれた絵馬を探すことだけど」

「それなんだけど……かなり希望薄じゃない？　でびるちゃんの絵馬が本当に奉納されてたとしても、数百の中から見つけ出すような感じになるでしょ？」

「さすがに手探りにはしないって。でびるちゃんはちっちゃいって情報があるから、下の段を集中的に探すつもり。子どもが飾る絵馬も下にあるだろうしさ」

「あぁ……。なるほど。可能性としてはそっちの方が高いね」

　姫乃の容姿と性格を知っている龍馬はこの意見を肯定する。

　背伸びをして上段に絵馬を飾っている姿より、しゃがんで絵馬を飾っている彼女の方がしっくりくる。

「なんかの偶然が重なって絵馬を飾ってるでびるちゃんを発見できないかなー。それが手っ取り早いんだよね」

「あ、あはは……。そうだね」

「なんか微妙な表情してない？　りょーまセンパイ」

「そんなことないよ。もし会ったら緊張するだろうなって思っただけ」

「にしし、それはアーシもだから大丈夫だって」

　興味津々に、明るく同情している愛羅とは裏腹に、龍馬は精一杯というような苦笑いを返していた。

　それは顔を合わせることが気まずい状況にあるからである。




　八日前のクリスマスイブ。

　姫乃との恋人代行の終了間際。姫乃に抱きつかれ、龍馬は抱き返してしまった。

　本来ならば抱きついてきた時点で注意をしなければならなかったこと。警告をしなければいけなかったこと。

　代行者という立場を忘れ、龍馬はルールに違反する過剰な接触を図ってしまった。

　それから自宅に帰り、やり取りはしたものの本当に簡単なメールのみ。

『姫乃、別れ際のこと本当ごめん。許してほしい』

『ううん、あれは姫乃が悪い。姫乃が先に抱きついたから……』

『いや、俺が悪いよ。代行者なのにあんなことしちゃって』

　最終的に、『お互いが悪かった。お互いが水に流そう』と決着がついたが、それ以来のメールはできていない。

　距離感がわからなくなっていた。どのような顔をしていいのかわからなくなった。それが大きな理由だった。

「──そんなわけで今は絵馬を書くことに集中しよ？　りょーまセンパイも誤字はしたくないっしょ？」

「ちなみに俺はもう書いてるけど」

「マジ!?　見せて見せて」

「本当に面白みはないけどいいの？」

「大丈夫だって！」

　さっきよりも体を寄りかからせて絵馬を覗いてくる愛羅に絵馬を見せれば、いきなり音読される。

「家族みんなが何事もなく幸せでいられますように、か」

　周りには聞こえないような、小さな声で。

「ね？　面白くないでしょ？」

「マ、面白い内容とは言えないよね」

　率直な意見を真顔で言う愛羅だが、次の瞬間にニヤリと表情を変えた。

「ただ、めっちゃいいお願いじゃん。第一にウケを狙ってお願いするもんじゃないし」

「諭してくるなんて生意気な後輩だこと」

「にしし、文句あっか？」

　小生意気に作った口調で、それでも八重歯を見せた可愛い微笑みでこちらを見てくる彼女に、「ありません」と胸中を伝える。

「それならアーシもりょーまセンパイを真似まねて、家族のお願いにしよっと」

「ほう？」

「文字は被かぶらないようにってこだわりはあるから……アーシはこれにすんね」

　願いごとが決まったのだろう、絵馬にペンをスラスラと走らせていくと彼女はすぐに四字熟語を完成させた。

　サインのようにしなやかで力強く、形が綺き麗れいに整った『無病息災』の文字を。

「ぎょ、行書でも書けるんだ？　愛羅って」

「毎週のように習字に通わされてたおかげでね」

「習字を……？　それ意外かも」

「今の性格じゃ信じらんないとは思うけど、幼少期のアーシって引っ込み思案の真面目ちゃんだったかんね？　友達と遊ぶより勉強を優先してたし、テストじゃ九〇点以下を取ったこともなかったし」

「冗談とかじゃなく？」

「マジの方」

　ここで予想外の過去を知らされる。嘘や冗談を言っている口振りでもなかった。

「そんな学校生活送ってたから、ギャルとかキラキラした人に憧れたんだよね」

「愛羅にそんな過去が……。そう言えば小、中学校の時の話は聞いてなかったっけ」

「ちなみにりょーまセンパイはどっちが好き？　引っ込み思案で真面目なアーシか、この通りやんちゃでギャル風のアーシか」

　横目で見ながら聞いてくる愛羅は、油性ペンをあごに当てている。

『答えるまで返さないよ』との意思表示だろうか。

「んー。どっちが好きか……かぁ。真面目に答えると俺は今の愛羅の方が好きだよ」

「マジ？　そっち選ぶとか思わなかったんだけど。ギャップを見たいーみたいな理由で普通は逆を選ぶっしょ」

「もちろんそんな愛羅も気になるけど、今の性格の方が笑顔でいてくれることが多いだろうし、好きなのはそっちだよ」

　頷きながら思ったことをそのまま答える。

「それってさ、アーシのこと考えて言ってない？　アーシにとって今の方が良さそうだからこっち選んどこ！　みたいな」

「そんなつもりはないよ。愛羅の明るさとか笑顔にはいつも元気もらってるから、そっちを選んだだけ。それに今の愛羅も十分真面目だと思うけど」

「ふ、ふーん」

「まぁ、俺が選んだ方じゃなければ、バイト中に邪魔されることはないんだろうけど」

「なにその上げて下げるやつ！　どうせなら最後まで褒めろしっ」

「あはは、ごめんって」

　さすがの愛羅だ。予想通りの、いや、期待通りのツッコミを入れてきた。

「だけど、俺は今の愛羅が一番輝いてるんじゃないかなって思うよ。もちろんバイトの邪魔をしてねって言ってるわけじゃないけど、お店の混雑状況とか仕事の進捗状況を見て動いてくれてるし、そのおかげでクレームが入ったりもしてないから」

「あ、あっそ……。そうやって照れさせようとしてもムダだし」

　吐き捨てるように言ったと思えば、顔を下に向けて着物を手で払う仕草をした彼女は龍馬と目が合わないようにしている。

　照れ隠しをしているのは一目瞭然。

「愛羅にツッコミ入れていい？」

「ダーメ。それより絵馬奉納しにいこ？　お互い書き終わったことだし。あとペンあんがとね。今のうちに返しとく」

「はーい。それじゃあいこっか」

「ういうい！」

　手渡しされたペンをショルダーバッグに戻し、絵馬の奉納場所まで歩いていく。

「ね……センパイ、でびるちゃんの絵馬あると思う？」

「今それ聞く？」

「繋ぎの話としてね」

「愛羅には悪いけど、飾られてないような気はするなぁ」

「見つけられないじゃなくって？」

「これは絵馬にイラストが描かれていると仮定した場合なんだけど、でびるちゃんは多忙な日々を送ってそうだから、そこまで手を回すのは難しいんじゃないかって思って」

「いい推測じゃん？」

　姫乃はクリスマスイブのデートで言っていた。

『次のお仕事は一月から』と。そのことを踏まえた答えだった。

「でもさ、あれだけ有名なら仕事は早いだろうからわかんないよ？　絵となればお手のものだろうし！」

「確かにそれも一理あるね」

　繋ぎとしての話題はもう十分。この会話が終わると絵馬の奉納場所に着いた。

「ラッキーだね。ちょっと見る時間多めに取れそ」

「だね。今のうちにいろいろ見ていこ」

　今、絵馬を奉納している客は誰もおらず、見たところ後ろに控えてもいない。

　絶好のタイミングと言っていい。愛羅はすぐさま奉納された絵馬に近づいていく。

「人のお願いを見られる機会ってそうそうないし……。って、早速面白い絵馬発見！」

「え？　どれどれ？」

「コホン。『神様。オレは超能力がほしいんだ。全てを破壊する力が！』ってやつ。倒置法も効いてて良くない？」

「あ、あはは……。そんな演技して読まなくても。キャラは立ってるけれどさ」

　一体、なにを破壊したいのかはわからないが、それを気にするのは野や暮ぼだろう。

「……あ、俺も発見。『パパがわたしの部屋をきれいにしてくれますように』だって」

「にしし、アーシ並みにちゃっかりしてるね、この子。将来が楽しみじゃん」

「この絵馬見たお父さんは笑いながらツッコミ入れただろうね。『自分で片付けしなさい』って」

　その時のことを想像すると、自然に笑みが浮かんでしまう。

「りょーまセンパイ、子ども好きのオーラ出しすぎだって。一人の世界に入ってるし」

「あはっ、こんなのには弱くてね」

「……っ、あ、あっそ」

　今の笑顔をそのまま愛羅に向けると、彼女は目を大きくして頬ほおを掻いていた。

「なんか優しいパパになりそ、センパイは。あと甘やかして甘えんぼの子ども作りそ」

「それは正解かも……」

「マ、悪いオンナには捕まらないようにね。優しい人ってホント騙されやすいから」

「しっかり覚えとくよ」

「ＪＫが大学生に言うことじゃなくない？　これ。普通は逆」

「確かに」

　高校二年生とはいえ、精神年齢の高い愛羅だからこその会話。

　ツッコミもまた正確だった。

「じゃ、他にも絵馬探していこ？　あ、混んだ時にすぐ出られるように先にアーシらの絵馬を奉納した方がいいっか？」

「賛成」

　大人の意見をくれた愛羅に頷き、先に絵馬の奉納を終わらせる。そこからさらに微笑ましい絵馬や面白い絵馬を再び探すこと四分。

「ああっ！」

　いきなりこんな声を上げた愛羅。

「ど、どうした？」

「りょーまセンパイ、見てこの人の絵。めっちゃ可愛くない!?　しかも上手！」

「どれどれ……ッ!?」

　彼女が指さすその絵馬を見た瞬間だった。龍馬の頭は真っ白になったのだ。

「二次元のオリジナルキャラとかセンスあるよね。しかも今年の干え支とのウシ要素拾ってパーカー被せてるのさすがじゃない？」

「そ、そう……だね」

　返せた言葉は絵の感想ではなく、同調だけ。

　こうも動揺したのは上手なイラストを見たからというわけではない。その絵馬に書かれたまるっこい文字を見て、だった。

「このイラストに注目しちゃったけど……こうしたお願いもいいね。アーシは恥ずくなるからこんなの書けないけどさ」

　その絵馬に記された文字は──。

『恋愛成就。シバの彼女になる。幸せな一年を過ごす。Ｔ大学、柏かしわ木ぎ姫乃』

　想いを綴つづった願いだった。

「……」

　柏木姫乃。その名を龍馬は知っている。絵馬に記された呼び名にも心当たりがある。

　さらには龍馬も姫乃も通っている大学の名は中東国立大学。

　イニシャルにするとＴ大学。この絵馬を書いた人物に確信があるわけではない。

　ただ九割以上誰が書いたものなのかは頭の中に浮かんでいた。

　去年、この神社にでびるちゃんの絵馬があったとの目撃情報。今年はその本人の名前に、得意な絵。

　こんなにも状況が揃そろっていれば、そうとしか考えられなくなる。

「あ、確かりょーまセンパイの苗みよう字じもシバだよね？　もしかしてこれ自分に向けられたものとか思ってたり」

「あ、あはは。そんなわけないよ。ただ苗字が同じだったから驚いただけ」

　誤魔化すことで精一杯。

　この絵馬を書いた人物が本当にあの柏木姫乃なら──、見てはいけないものを見てしまったようなもの。

　龍馬の心臓はかつてないほど激しく動いていた。息苦しくなるほどに。

「この人、いろいろアッパレだね。イラストも字も可愛いのにお願いだけは力強いし」

「お、お願いが……？」

「だって普通は、『～なれますように』とかで書き終えるっしょ？　でもこれは『彼女になる』で終わらせてるじゃん。多分だけどシバさんはオンナと関わりが多い人で、それでも私は負けないぞー！　みたいな意志があるからだと思うわけ」

　絵馬を書いた人物が姫乃ならば、龍馬が恋人代行をしていることを当然知っている。

　愛羅の言っている通りで、姫乃からすればそう考えるのも無理はない。

　彼女は、まるで名探偵のような推理を披露していた。

「絵馬を書く時ってだれの願いごとなのか神様にわかってもらうために個人情報出した方がいいって言われるから、ホント想いは強いと思う。フルネームと大学名を出すのってそうそうないし」

「つ、つまり本気……みたいな？」

「絵馬を奉納する＝嘘じゃないって。中には適当に奉納する人もいるだろうけど、こんな可愛いイラストまで描いて本気じゃないのは意味わかんないよ」

「そ、そっか……」

　時間をかけて完成させた絵馬に雑な気持ちを抱くわけがない。それが愛羅の考え。それに否定的な言葉は出てこない。龍馬は自然と顔が熱くなっていく。

「そろそろ出よっか。あそこの人、今ペンを返しにいったからそろそろこっちにくると思うし」

「愛羅はもう見なくていいの？」

「満足したから十分。マ、でびるちゃんの絵馬を見つけられなかったのは心残りだけど」

「……」

　実際のところ、愛羅はでびるちゃんの絵馬を見つけている可能性が高い。

　だが、姫乃が実名を使っていることでわからずにいるだけ。

　これがペンネームの強みというものだろう。

「じゃ、次は屋台いこ！　りょーまセンパイにちゃんと奢ってもらうから！」

「屋台の商品を三つね。把握」

「にしし、なに食べよーかな」

「さて、一体これから何円取られるんだか」

　こんな会話をしながら、絵馬の奉納場を出て屋台に向かっていく。

　この時、龍馬は少しずつ真面目なスイッチを入れつつあった。

　本題を口に出す時間が刻々と近づいていたのだから。




「やっば！　このタコ焼きめっちゃ美味おいしい！」

「そんな顔をしてもらえると買った甲か斐いがあるよ。チーズ入りとどっちが美味しい？」

「どっちも！」

「あはは、それはよかった」

　その後、神社前に設置されていた屋台で複数の食べ物を買った二人は、近場にある公園のベンチに座って食事をしていた。

「りょーまセンパイも早く食べよ？　じゃないとアーシが全部食べちゃうけど」

「その時はまた買ってくるから大丈夫だよ」

「大食いのアーシにそんなこと言っていいんだ？」

「今日は時間を変えて会ってもらってるから、もうちょっとお礼をね」

　なにかあった時に責任が取れないからと元日に会うことにした龍馬。そこを呑のんでくれた愛羅には感謝していた。

「別にそんなとこ気にしなくていいのに。楽しませてもらってるのはアーシの方だし。それよりほら、タコ焼き食べよ？　冷めたらもったいないよ」

「ありがと」

　その促しで箸を伸ばし、タコ焼きを摘つまんで口に入れると愛羅は笑顔で確認してきた。

「ね？　美味しいでしょ？」

「んん」

　首を傾げて確認してくる愛羅に首を縦に動かして答える。

「あぁ、本当に美味しいけど……着物にソースがつかないように気をつけないとね」

「それならアーシが食べさせてあげよっか？　箸の扱い上手いねって褒められるくらいだから任せてくれちゃっていいけど」

「不吉な未来が見えたよ、今」

　タコ焼きを食べさせる時に口の端に当たる。そのカケラが落ち、着物の上に着地。誰もが想像できる流れだろう。

「ならフランクフルトにする？」

「それもう食べさせる意味なくない？」

「じゃ、アーシに食べさせてみるとか？」

「……」

「なんか言いたそうな顔してんね？」

　その『なにか』は提案した彼女が一番わかっているだろう。隠しきれていないニヤニヤが現れている。

「そんな調子に乗ってると無理やり食べさせるからね」

「無理やりとかイヤラシ。なんかこのブツ買うと、みんな下ネタ言わない？」

「ブツとか言わない。それに女子高生が促すことじゃないでしょ……」

「その困った顔が見たかったり」

　にしっと笑った彼女はそんな返しをして快晴の空を見上げた。

　そしてそれは、なんとなくした行動ではなく、スイッチの切り替えだったのだ。

「……それでさ、りょーまセンパイ。今日は一体どしたの？　大事な話があるなら今でいいよ」

「ッ!?」

「そーんな驚かなくてもタイミング窺ってたのは読めたから。二日前の電話でもそんな話をするって言ってたし」

「そっか……。さっき下ネタに走ってた理由がわかったよ。この話をする前に少しでも空気を軽くしようとしたんだね」

「あんま効果なかったけどね」

「本当、愛羅には敵わないなぁ……」

　年下なのにもかかわらず場を作ってくれた。龍馬は降参するように手を上げると、肩をすぼめた。

「それに今日は様子が違ったからさ。アーシがイチャイチャしようとしてもずっと受け身で一歩引いてたって感じで」

「……」

「話す内容が固まってるなら、ご飯でも食べながらゆっくり話そ」

　まるで全てを悟っているかのような空気を漂わせる愛羅。

　軽い口調であるも、翡ひ翠すいの瞳は真剣味を帯びていた。

「そうだね。ありがとう」

　その姿を見て感謝を伝え、龍馬は覚悟を決めた。

「お言葉に甘えて」と、前置きして目を閉じる。

「……」

「……」

　少し間を置き、本題を口にした。

「今日はさ、愛羅と今の関係を解消したいって話をしにきたんだ」

「っ!?　う、うっわ……。マジ？　それアーシにとって一番効くやつなんだけど……」

「ごめん。自分勝手なことはわかってる……」

　今まで言いづらかった理由はこれ。愛羅を傷つけてしまうことがわかっていたから。それでもこれは姉のカヤと約束したこと。

　自分で蒔まいた種は自分で刈り取らなければならない。その責任から逃げるわけにはいかないのだ。

　もう一ヶ月の契約期間は終わっている。やめるならこのタイミングしかなかった。

「りょーまセンパイはさ、どうしてそんなこと言うわけ……？　アーシと出かけることがそんなに負担だったり？」

「そうじゃないのは愛羅が一番わかってると思う」

「じゃあ理由を説明して。そうじゃないと納得はできないって」

　箸で摘んでいたタコ焼きを戻し、寂しげな表情を向けてくる。

「うん……。今から愛羅に内緒にしてたことを話していくから」

「お願い」

　自身の中で話の整理はついている。今までのことを全て打ち明けるのだ。

「……実は俺、書店のバイト以外にも、もう一つのバイト……恋人代行のバイトもしててさ、今回はそれが原因なんだ」

「こ、恋人代行？　なにそれ」

「あんまりピンとこないと思うけど、依頼者さんからお金をもらって恋人のフリをするバイトだよ。……もちろん内容が内容だったから家族に報告してなくてね」

「心配させんね、それは」

「その通りだよ……」

「じゃ、そのバイトがご家族にバレて、アーシの契約と形式的に似てるからどっちもやめざるを得ないみたいな感じなんだ？」

「うん……。お金の関係だといつかきっとトラブルが起きるから。それにお互い家族には内緒の契約をしてる時点で、なにかがあった時には家族間の話し合いにも発展するだろうし、それはいけないことだと思う」

　恋人代行のバイトをしているのが龍馬だけというのが今回の複雑な点。カヤに説得された内容をそのまま伝えても意味がないのだ。

「マ、それはそうだけど……アーシとの契約を続けるって選択肢はないの？　ほら、恋人代行のバイトだからこそ起こるトラブルと、アーシと起こるトラブルって別なとこあるっしょ？　絶対アーシとしてる方が安全だし……」

　恋人代行のことをなにも知らない愛羅だが、しっかりとした意見を言ってくる。

「センパイはそんなバイトをするような性格じゃないし。好き好んでしてるわけじゃなくて、お金のためにしてるバイトっしょ？　ならアーシとの契約は続けた方が良くない？」

　リスクが少なく、お金を稼げる案を出す彼女。数日前の龍馬にこう言っていたなら考えはしただろう。

　だが、カヤとあの話をしたことでもう決意は固まっている。

「確かに俺はお金を稼ぐためにそのバイトをしてたよ。時給もよかったし、一銭でも多くお金を稼ぐことができたら姉の負担を減らせるはずだって」

「姉？　両親じゃなくって？」

「これも愛羅には言ってなかったけど、俺の両親は若い頃に亡くなっててね。だから高校生の頃から姉と二人暮らし」

「っ！」

「そんなわけで、学費の工面は姉一人がしてくれてる状態だからなおさら稼がなきゃって思ってた。でも、恋人代行のバイトがバレて……話を聞いたら俺が間違ってることに気づいて」

　なにを言っているのか。この話だけではわからないだろう。

　龍馬は続けて言葉を発しようとしたその時、呟きが聞こえた。

「……いいお姉ちゃんじゃん。意味わかった」

「え？」

「りょーまセンパイがお金を稼いで金銭の負担を減らしたとしても、リスクを背負って稼いでるバイトならお姉ちゃんの心配が大きくなる。だから結局のところ負担は減らない。むしろ二人っきりの家族だから、心配をかけさせる方が負担が増すってとこじゃないの？」

「……あ、あはは。愛羅は本当賢いね、そこがわかってなかった俺はこっぴどく怒られたよ」

「そりゃそうでしょ。どストレートに言えばお姉ちゃんの気持ちを踏みにじってるようなもんだし」

「うん……。その時に言われて気づいたよ、俺は」

　恋人代行をしていない愛羅がどうしてそこまでわかるのか。それは両親が家にあまり帰ってこないという家庭環境も影響しているだろう。

　良くも悪くも自由な環境にいる彼女がなぜ上位の学力を保っているのか、龍馬に注意をされながらもしっかり補導時間前に帰宅しているのか。

　それは家族を心配させないため。

　にもかかわらずお兄ちゃん契約を内緒にしているのは、龍馬を本当に信用しているから。

「で、改心したりょーまセンパイは今のバイトをやめて、一般的なバイトでお金を稼ぐつもりなんだ？」

「うん。もう探し始めてて、カフェでバイトしようと思ってる」

　次の長期休暇である春休みまでには一人で任せられるレベルには……と、スケジュールを考えている。

「ハァ。そんな事情があったら、もうなにも言えないじゃん……。自分勝手なくせにアーシは呑むしかないし、一旦は契約も切れてるから文句言えないし」

「本当ごめん……」

　口に出している通り、これは自分勝手なこと。言い訳をすることなく頭を下げる。

　そんな龍馬にかけられたのは……予想外の言葉。

「いや、アーシもごめん。……ホントに」

「えっ？　な、なんで愛羅が謝るの？」

　すぐに頭を上げて聞き返す。

「だって……りょーまセンパイの家庭事情を汲くみ取らないで、『ケチ』とか言ってた記憶あるからさ……。それに今日も奢らせちゃったし……」

「あはは、なに言ってるんだか。別にそんなこと気にしてないよ。本当に嫌だったら奢ったりしていないから」

「その事情を教えてくれたらもっと契約金を渡してたのに。今からでも……いる？　感謝はしてるから、もう少しあげる……」

「ッ、そうだ、忘れてた。その契約金なんだけど──」

『契約金を渡してた』。このワードで思い出す。

　龍馬はベンチに置いたショルダーバッグを開け、家から持ってきたあの封筒を出す。

「これは愛羅に返すよ。お金が減ってないか確認して」

「……ハ？」

　封筒を見た彼女はキョトンと首を傾げた。目を点にして視線を注いでくる。

「この封筒ってアーシが渡したやつ……だよね？　え、意味わかんないんだけど……。つまり、お金に困ってたのに契約金を使わなかったわけ!?」

「そうだよ」

「いやいやいやいや、それ返す必要ないって！　契約金だよ？」

「元よりこのお金は使うつもりがなかったんだよ。契約した時の事情が事情だったし、友達ならなおさら使うべきお金じゃないだから」

「……」

　封筒を近づけると、愛羅はこの気持ちを汲み取ったように片手で受け取ってくれた。

「そっか……。受け取らないと困るやつね」

「うん」

「んで、アーシと縁を切ろうってこと……ね。あと腐れなくするために」

「……うん？　な、なんのこと？　縁を切るって」

　一度は肯定した龍馬だが、次の言葉を聞いて疑問符をつける。

「このお金を渡せば結局アーシは損をしないわけじゃん。それってアーシのご機嫌を取って会わなくてもいいってことじゃん……。コッチが損してない分、問題を起こすことはできないし」

「あっ、あー！　そんなつもりないって!!　これからは普通の友達として関わるためにお金を返すんだよ」

「ハ？　それ本気で言ってる？」

「騙す意味もないよ。愛羅のことを変な目で見たくないし、愛羅の言葉も借りるけど、あと腐れのない友達になりたいだけ」

「……」

　変な目で見る。それは社長令嬢でもある愛羅にお金目当てで絡んでしまうこと。龍馬は一度、相談を受けているのだ。

『お金目当てで絡んでくるやつがいる』と。

　そうならないためにも、そうなりたくないからこそお金はきっちりと返すのだ。

「ち、ちょっと待って。少し整理させてくんない？」

「もちろん」

「……あ？　ならさ、契約を解消してもアーシらの関係ってほぼ変わらないってこと？　友達ってことはりょーまセンパイのバイト先にいってもいいし、いつでもメールもしていいし、遊ぶこともオッケってなるし……」

「えっと、それ以外にある？」

　即答に無言の空間が作られた。それは何秒続いただろうか。

「え？」の龍馬の声で打開される。

　ピク、と目元を動かした愛羅は封筒を握っていない方の手を上にして握りこぶしを作ると、龍馬の頭めがけて振り下ろす。

「なら脅かすなしっ！」

「痛ッ！　げ、げんこつ!?」

「それを最初に言わないでどーすんの！　心配して損したし！　それなら全ッ然呑むし！」

「ご、ごめん？　本当にごめん」

「アーシは縁を切られるって思ったから、めっちゃ引き止めようとしたんだし！」

　不安や緊張から結論を急いだ結果だ。愛羅の言うことはごもっともだろう。

「マ、これからも関係持ってくれるなら、契約解消の方が好都合かな」

「愛羅……？」

「強がりじゃないよ。確かに契約を更新したいって連絡はしたけど、今日を通して気が変わったから」

　そう声に出すと、いきなりからかいの笑みを浮かべてきたのだ、ニヤリと。

「あのさ、りょーまセンパイって柏木姫乃って子が気になってんでしょ」

「んっ!?　な、なななに言ってんの？」

　愛羅とは関わりがないはずの名前を出され、思わず噛んでしまう。狼ろう狽ばいしてしまう。

「今の反応で確信したし、正直めっちゃわかりやすかったよ。あの柏木姫乃ちゃんが書いた絵馬を見た時の反応。そもそもシバが珍しいし苗字だし、ここら辺のＴ大学って言えば中東国立大学しかないし、そこはりょーまセンパイが通ってる大学。アーシがこれだけ掴めるんだから、センパイはもっと心当たりがあるだろうねぇ」

「あ、や……」

「付加的になるけど、変な関係になりやすい契約はやめないと意中の子にアタックできないもんねぇ。センパイの性格的に相手が嫌がることはしないだろうし」

「な、なんのことかな……」

「なんのことかな、じゃないよホント。……ここまで筋を通す人が恋人代行のバイトに向いてるわけないじゃん。まだ別のことした方がマシだって」

「あ、あはは……」

　愛羅に言い負かされている龍馬。

　側からこの光景を見れば、先輩後輩は逆に見えていることだろう。

「……一つ聞いていい？」

「な、なに？」

「柏木姫乃ちゃんはりょーまセンパイが恋人代行をしてることは知ってるわけ？」

「知ってるよ」

「ふぅん。いろんなオンナと関わるバイトしてるの知ってるのに好きな気持ちが変わらないとか、よっぽどだね」

「す、好きって……」

　この二文字を口に出された瞬間、動どう悸きが速まる。

「さすが『シバの彼女になる』って書くだけはあんね。どんな人だかは知らないけど」

「あ、あのね……。その人が姫乃と決まったわけじゃないから……」

　熱くなった顔を片手で扇あおぎながら否定するも、しっかりと墓穴は掘っている。

「え？　姫乃？　いつもは姫乃って呼んでるんだ」

「あー、もう……」

「にしし、りょーまセンパイ焦りすぎ」

「はぁ……」

　先輩としての面目はもう潰れているだろう。完全におもちゃにされている。

「マ、契約の解消はちゃんと呑むからあとはご自由にってとこかな。……お金もしっかり受け取ったから、これからは真の友達としてよろしく」

「う、うん。こちらこそ」

　愛羅から手を差し出され、しっかりと握った龍馬は握手を交わす。

「さて……と。アーシはちょっとお手洗いいってくる」

「わかった。場所はちゃんと取っておくから」

「あんがと。助かる」

　タコ焼きが入った容器に輪ゴムをかけて立ち上がった愛羅は、ゆっくりとトイレに歩いていく。

「あ、そそ！　お手洗いいく前にアーシからアドバイスを一つあげとく」

「アドバイス？」

「受け入れるかはセンパイ次第だけど」

　少し距離が開いたところで愛羅は振り返り、ベンチに座っている龍馬に向かっていつも通りの声色で言ったのだ。

「恋人代行をやめるって伝える時、姫乃ちゃん本人には自分の想ってること言えば？　ってこと。あんな素敵な絵馬を書いてくれてるんだから、『姫乃ちゃんに嫌な思いをさせたくないから』的なの伝えた方が絶対喜ぶよ」

「ッ」

「自分の意志でやめるんだから、お姉ちゃんの言葉を借りて納得させるより、自分の気持ちを伝えた方がいいよ、絶対。伝える相手はセンパイが気になってる子なんだから、攻めていかなきゃ。本心として強いのはもうソッチっしょ？」

「……」

　そのアドバイスには確かな温かみがあった。愛羅と目が合うと『いいね？』と優しい釘を刺すように微笑んだ。

「姫乃ちゃん。いい子そうだね？」

「あ、愛羅……」

「大好きなんだ？」

「愛羅ぁ？」

「じゃ、いってきまーす」

　片手を振って元気に背中を見せた愛羅は、そうして手洗いに向かっていった。

「全くもう……」

　離れていくその後ろ姿を見る龍馬は苦笑を作っていた。

　そして、すぐに真顔になった。

『自分の意志でやめるんだから、お姉ちゃんの言葉を借りて納得させるより、自分の気持ちを伝えた方がいいよ、絶対。伝える相手はセンパイが気になってる子なんだから、攻めていかなきゃ。本心として強いのはもうソッチっしょ？』

　頭の中には愛羅からのアドバイスが再生されていたのだ。




　　　　＊＊＊＊




「ハァ……。敵に塩送っちゃって。アーシってばバカじゃん」

　りょーまセンパイと別れたアーシは快晴の空を見ながらため息を漏らしていた。

「契約解消が好都合とか、ホントなに言ってんだろ……」

　あのお兄ちゃん契約はセンパイと仲良くなるための作戦でもあって、センパイに彼女を作らせないためのストッパーでもあった。

　真面目で紳士なセンパイは契約を果たすためにしっかり努めるから。

　契約を交わせば会う日数を減らしたり、優先順位が変わるようなことは排除するから。

　律儀なセンパイは彼女に嫌な思いをさせないためにも、人間関係とか契約とか、全部を解決してから彼女を作ろうと考えるから。

　でも、それはもう終わり。

　恋人代行を引退して、イチャイチャできるお兄ちゃん契約もやめるとなれば、制限がなくなったも同然だから。

　一人になって現状をさらに実感する。ため息は何度も漏れる。

「あーあ……。こんなことならお兄ちゃん契約じゃなくて恋人のフリ契約にすればよかった」

　お兄ちゃん契約だったから、頭の固いセンパイはお兄ちゃんのように接しなければ……って思ってたよね。

　アーシがいくら攻めても異性として見ないようにしてたはず。

「りょーまセンパイがモテるのは知ってたけど、まさかセンパイが気になってるオンナがいるとか思わなかったし……。ってか、いきなり出てきた柏木姫乃ちゃんって誰よ。ゴマフアザラシみたいな可愛い名前しちゃってさ」

　嫉妬してるのはわかっている。でも、文句言わないとやってられない。

　センパイはその子のことが気になってるんじゃなくて、好きになってるんだし……。

　マ……だったらなに？　って話。強がりになるけど。

「りょーまセンパイが彼女を作ったとしても、その席を狙っちゃいけないルールはないし。アーシはまだ諦めたわけじゃないし」

　独り言は止まらない。

　アーシは唇を噛んで、着物の帯に挟んだおみくじを取り出す。

「……」

　見る項目は一つ。

　恋愛の枠に書かれた『今は駄目です』の文字。
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「……なにこれ。今までで一番信じらんないよ、この占いだけは……。りょーまセンパイの彼女とか絶対幸せじゃん……」

　ボソリと言葉が霧散した。

「彼氏になったセンパイ手放そうとするとか、考えらんないし……」

　強がりのスイッチが切れたように……その声は震えていた。

　悔しさから溢あふれるその涙を抑えるように、おみくじをクシャリと握り潰した愛羅だった。







[image: 第三章　姫乃と二人っきりで]




　新年が明けた一月三日。

　モコモコした部屋着に五本指ソックスを履いた姫乃は、仕事部屋にこもってキャラクターデザインの仕事に取り組んでいた。

　音楽を流さず、暖房もつけず、一人静かな空間で黙々とペンを走らせている。

「……」

　そんな仲、器用な彼女は仕事中に並行して行っていることがあった。

　それはイラストの線を描き切った時、つけっぱなしのスマホ画面を確認すること。

　流し見た回数は実に一〇〇を超えているだろう。

　そのスマホ画面に表示されているのは、大おお晦日みそかの夜に Twittetツイツト に投稿した恋人代行の四コマ漫画。龍りよう馬まとのデートを描いたクリスマス回である。

　現在のいいね数は四万と九五〇〇。彼女はこのいいね数を確認し続けていたのだ。

「あと、少し……」

　姫乃は呟つぶやきながらあの時のことを思い出す。

『いいねが五万になったら、おねだりしたい』そう言ったことを。龍馬が二つ返事で承諾してくれたことを。

　その目標の数字までもうちょっとのところまできていたからこそ、今か今かと待ちわびていたのだ。

「もっと、頑張れ……」

　ボソリと一言。これは仕事をする自分への応援ではなく、今も少しずつ数字を伸ばしている漫画に対して。

　姫乃はおねだりの内容をもう決めていた。絶対に叶かなえてほしいことがあった。

　だからこそ心配だった。

「シバはちゃんと覚えてくれてるかな……」

　ピタ、とそこでペンが止まった。五時間以上もイラストを描き続けていたその手が。

「もし忘れてたら……どうしよう。忘れてないよね」

　そこで集中のスイッチは完全に切れた。利き手に持っていたペンを下ろした彼女は、顔を右に向けてとあるぬいぐるみを見る。

「ふふ……」

　途端、アメシストの瞳を嬉うれしそうに細める。トクンと胸が高鳴った。

　その気持ちをもっと確認するように手乗りのテディベアを両手で引き寄せると、大事そうに胸に抱える。

　その扱い方はまるで少しでも衝撃を与えてしまえば壊れてしまう宝物のよう。

「シバは元気にしてるかな……」

　その思いを込めるように優しく力を込める。

　これはクリスマスイブにプレゼントにもらった品の一つであり、その置き場所は仕事をしながら見ることのできる机の上。

　日焼けして色落ちしないように、痛まないように日光に当たらない適切な位置に飾っているくらいの品。

「早く、会いたいな……」

　この一言を言う彼女はそこからピクリとも動かなかった。ピンクのゲーミングチェアの上で体育座りをしたまま、ちんまり固まっていた。

　視線の先は一つ。ゆっくりと増えている四コマ漫画のいいね数。

　無表情でありながらも胸中はソワソワしながらその時を待っていた──。




　事が動いたのはそこから一時間が過ぎたころ。

「っ！」

　手乗りのテディベアと一緒にリアルタイムで確認した。四万の数字が動き、５万に移り変わったのだ。

「や、やった……」

　作品の評判が良ければ当然喜ぶ彼女だが、今までにリアルタイムで追うほど数字を意識したことはなかった。

　ストイックな性格から、キリの悪いところで仕事を中断するなんてことも。

　強く待ち望んでいたのは見ての通りだろう。

「……」

　テディベアを優しく元の位置に戻した彼女は、次にスマホを手に持つと５万の数字が映る証拠画面を撮り、すぐにツイットのＤＭに移る。

　最初に表示されるのは龍馬とのやり取り履歴。最後に交わした内容は一二月二四日の夜中。『明けましておめでとう』の新年の挨拶はない。

　だが、こうなるのも仕方がないだろう。

　クリスマスデートの最後、二人は過剰な接触をしてしまったのだから。

　姫乃が先に龍馬に抱きつき、龍馬が抱き返すという抱擁を。

　これはどちらも恋人代行のルールに違反すること。どのような理由があれ完全にラインを越えた接触。

　大学では友達として接しているからこそ、複雑な関係になっていたのだ。どのようなメールを送っていいかも、距離感もわからなくなるほどに。

　龍馬に嫌われたくなかった彼女は、それからメールを控えた。その結果がこれ。

「こんなことなら勇気、出せばよかった……。こうなることは、予想できたのに……」

　会社に所属している代行者からすれば、ルール違反は依頼者よりも重く捉えるもの。

　お互い水に流して内密にする。そう話をつけたものの、抱擁した事実が消えるわけではない。

　責任感の強い龍馬は必ず距離を置く。そう考えられたのだ。

　ＤＭに記録されている通り、もう何日も連絡できていない。以前は頻度高く連絡を取っていただけに不安が積もる要因だった。

　恋人代行の関係を抜きにしてデートしているのかもしれない。告白をされたのかもしれない。異性と付き合い始めたのかもしれない。

　そう考えるだけで頭も心もモヤモヤでいっぱいになる。

　その気持ちに悩まされ続けていたからこそ、五万いいねの数字を心待ちにしていた。

　メールをする口実が、やり取りをする口実ができるのだから。

「このメールなら……大丈夫」

　今まで恋愛をしたこともない彼女は全部が行き当たりばったり。

　好ましい動きができているのか、そんなのはわからない。行動一つ一つに迷いが出てしまう。好きになった男が相手なのだから当然のこと。

「んぅ……」

　言葉にできないほどの不安に襲われるも、この機会を逃すわけにはいかない。

　姫乃は意気込んで手を動かす。最後まで文字を打ち込み、ミスがないことを確認すると目を瞑つぶって送信した。

『シバ、遅くなったけど明けましておめでとう』

　これを送った今、もう引き返すことはできない。次に本題を文字にする。

『今日はね、この写真を見てほしくて連絡したの。シバはあの時の約束覚えてる？』

　五万いいねを達成した写真と共に送る。あとは連絡がくるのを待つだけ。

　この時間、緊張感に包まれた。いや、怖くなったという方が正しいだろうか。

　逃げるようにＤＭ画面を変えようとしたその時だった。

「……！」

　一分も経たたずして龍馬からの既読がついた。その次に返信を打ち込んでいるとわかるグルグルのマーク。

『うん、明けましておめでとう姫乃。あとは漫画の五万いいねもおめでとう。見た瞬間におっ！　って声が出たよ』

「……嬉しいな。ほんとに嬉しい……」

　久しぶりのやり取り。姫乃は無意識に小さな声を漏らす。椅子から下ろしている脚は振り子のように動いていた。

『お祝いありがとう』

『どういたしまして。それでなんだけど、もちろん約束は覚えてるよ。姫乃のお願いを一つ叶えるってことだよね』

『そう』

『五万いいねの目標を出したのは俺だから、さすがに忘れたりしないよ』

　抱擁のトラブルがあったが龍馬の文面は普段と同じ。本当に水に流しているようで、約束もちゃんと覚えていてくれた。

　今までの不安はもう喜びに変わっていた。ポカポカとした温かな気持ちに包まれる。

　メールのやり取りに影響がでないよう足の指先を丸め、嬉しさを我慢するほど……。

『シバは今は時間大丈夫？』

『もちろん。ずっとスマホ弄いじってたくらいに暇してたよ。って、もしかしてお願いする内容決まってたりする？』

『うん。決まってて』

『お、なになに？』

　そこで姫乃はダメ元のメッセージを打ち込む。

　久しぶりのやり取りをしたことで聴きたくなったのだ、好きな人の声が。

『無理を言ってるのはほんとにわかってるけど、電話することはできる……？』

『電話!?』

『ん、電話』

　驚かれることはわかっていた。それでも伝えた理由はもっと身近に感じたかったから。いや、龍馬の時間を独占したかったと言っていいかもしれない。

『なんか珍しいね、姫乃がそんな風に言ってくるのって。今まで電話でやり取りしたことはなかったような』

『初めてだからしてみたい。だけど難しいことだから、メールでも大丈夫』

　否定してほしい。そう願いながら送信すると、その気持ちはしっかり届いていた。

　返ってきたのは彼女の意図を汲くみ取ったような内容だった。

『いや、折せつ角かくだから俺も電話で話したいな。ずっと連絡できてなかったから声のやり取りの方が俺は嬉しいよ』

「……っ、なんで言ってほしいこと、わかるの……。毎回……」

　息を呑のみ、すぐに顔に熱をこもらせた姫乃は送信された文面を見て独り言を漏らす。

　しかし、メール上では至って普通を装う。
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『嬉しいってほんと？』

『嘘うそはついてないよ。ただ、電話だから緊張するけどね』

『それは姫乃も一緒』

『あはは、なんだそれ』

「ふふ……」

　同じ気持ちでいる。それだけでも姫乃にとっては嬉しいこと。メールのやり取りだけでも口元が緩んでいた。

『シバ、今から電話かけるね』

『了解。待ってるね』

『待ってて』

　このやり取りを終わらせると一呼吸を置く。

　心の準備をして通話ボタンを押すと、ツーコール目に繋つながったのだ。

「……も、もしもし。シバですか？」

　緊張感に襲われる姫乃。第一声はもがもがしてしまう。

　そして、その声はしっかり龍馬に伝わっている、見事にツボを突いたのか、龍馬の第一声は笑い声だった。

『あははっ』

「わ、笑うのは失礼だよ……」

『ごめんごめん！　久しぶりだね姫乃』

「ん、シバも久しぶり……」

　そこから懐かしく、優しい声が聞こえてくる。

　この声に返事をしながら嬉しい気持ちに包まれる彼女だが、先に懸念を報告する。

　それは自らの欠点とも言えるもの。

「姫乃、今はすごく緊張してるから、少し言葉が変になるかも……」

『平気平気。その時はちゃんとツッコミ入れるから』

「全然平気じゃない……」

　意地悪。その三文字が頭の中に浮かぶ。文句の一つも言いたくなるが、龍馬らしい返しだった。

「シバは元気にしてた……？」

『心配ありがと。風邪引くことなく元気に過ごしてたよ』

「それはよかった」

『姫乃こそ体調は大丈夫？　あと仕事も。一月からまた忙しくなるって言ってたから』

「っ！　そ、それ覚えてるとは思わなかった……」

　この内容を話したのはクリスマスイブのデート中で一週間以上も前のこと。

　しっかり覚えている龍馬に電話越しで目をパチパチさせる姫乃だ。

『大事なことだからさすがに忘れないよ』

「大事なことなの？」

『そうだけど。姫乃が無理をすることと言ったら仕事関係だろうし、友達としてはやっぱり心配にもなるよ』

「シバの手口が、少しずつわかってきた」

『えっ？　手口？』

「ううん、なんでもない」

　興味を惹ひかせるような、惚ほれさせてしまうような手口のことを言っている。

　タチが悪いのは、龍馬はこれを狙わずして行っているということだろうか。

「あ、体調もお仕事も順調。少し前までお仕事してたくらい」

『ほう……。姫乃のことだから朝起きてからずっと仕事してたりするんじゃない？』

「今日はまだ五時間くらい」

『五時間!?　それって長い方じゃないの？』

「なにも予定がない時は、一〇時間くらいはする」

『一〇時間もかぁ……』

　正確に言えば、そのくらいの時間をかけなければ大学に通いながら仕事を回せない姫乃である。

　龍馬がその真実を知るのはまた後日の話。

『さすがはでびるちゃんだ』

「っ、その呼び方は禁止って言ってる……」

『ごめんね。なんか、からかいたくなって』

「……ほんとのこと、言っていいのに」

『な、なななんのこと？』

　切り込んだ言葉に返ってきたのは明らかに動揺した声。

「さっき、『ツッコミを入れる』っていじわる言った理由と、ＰＮペンネームで呼んだ理由。姫乃はわかってる」

『な、なんのことだか』

「ふふ、照れてる」

『はいはい』

　──全ては電話の緊張を解ほぐそうとしてくれたこと。

　たくさん関わっている姫乃にはお見通しなのだ。理由もなく意地悪したり、からかったりすることはしないと。

「……姫乃、少し安心した」

『安心？』

「シバがいつも通りだったから。新年の挨拶してなかったから、す、少し距離を取ってるのかなって思ってたの。クリスマスイブの時、その……」

　ツラツラと言葉が出てきてしまったばかりに蒸し返してしまった。水に流そうと話し合ったことを。

『あ、あ……。まぁ、確かにそんな理由から考えてしまうことはあったけど、仕事の邪魔になるようなこともしたくなくて。さっきも話したけど忙しくなることは聞いてたから、そんなところでもね……』

「……」

　連絡がなかったのは、気遣ってくれていたからだとこの時に知る。大事に接してくれているのは間違いない。決してその行動が嬉しくないわけではない。

　ただ、本心を言えばそんな気遣いはしないでほしかった。

　連絡がなかった期間、不安や心配でいっぱいだったのだ。

　たった九日間のことだが、何週間も経っているように長く感じていた。

　こんなことはもう起こってほしくない。この強い気持ちのおかげで姫乃は一歩を踏み出すことができた。

「姫乃……シバなら、たくさん連絡もらった方が嬉しい、よ？」

　勇気を出した一言は、一人の空間でなければ絶対に聞き取れないくらいに小さな声。

『え？　お、俺なら？』

「……ん」

　姫乃は引くことはしなかった。

　背中を丸め、恥ずかしさや緊張と戦いながら肯定する。今、精一杯のアプローチをしたのだ。

『え、あ、そ、その……。あ、ありがとう。それじゃあ、次からは遠慮せずに連絡させてもらうよ』

「約束……」

『うん、わかった』

　隙間風が入ってくる姫乃の部屋だが、体はもう汗が出そうなほどに火照っていた。

　モコモコした上着のチャックを開け、パタパタと冷たい空気を体に送りながら電話に集中する。

　彼女はまだ本題に移れていないのだから。

「そ、それで……遅くなったけど、今からシバにお願いすること話す」

『お、ようやく本題だね。それでその内容は？』

　この促しにハッキリとした声が飛ぶ。龍馬にお願いする内容はずっと前から決まっていたのだから。

「冬休み期間中、姫乃のお家にきてほしいの」

『……へ？　ええッ!?　家!?』

「そう。姫乃のお家にきてほしい」

『あー。ごめんちょっと待って。整理する時間ちょうだい』

　と、時間を求めた龍馬だったが、すぐに確認を取る。

『あ、あのさ、姫乃って一人暮らしをしてるんじゃなかったっけ……』

「一人暮らしだよ」

『……』

　迷いもなく言う。こんな彼女に龍馬が困惑するのは無理もない。女子の家に誘われること自体初めてのことなのだから。

『えっと……姫乃はなんの抵抗もないの？　これでも俺は男なわけだし、変なことをされる可能性みたいな……』

「変なこと、するの？」

『やっ、しないよ!?　ただ、俺としては世間体を気にしてほしいかなって……。固いことを言ってるのはわかってるけど、姫乃を守るためにもラインを引いててくれたら嬉しいって言うか……』

「ふっ」

『そこ笑うところじゃないよー？』

　姫乃はおかしくて笑ったわけではなかった。

　本当に心配してくれている。お節介なくらいに考えてくれている。そんな優しさに触れたからこそ、笑い声が出たのだ。

　本当になにも変わっていない龍馬なのだ。

「シバ、姫乃はちゃんとわかってる」

『本当？　自宅に誘ってくれるのは嬉しいんだけど、あんまりわかっていないような』

「ううん、ほんと。だって、お家に誘ったのはシバが初めて……だから」

『……そ、そうなんだ？』

「でも、だめならお外で遊ぶに変更するから、平気。今こうしてお電話してくれてるから、わがままは言わない」

　電話をしたい。そんな唐突なお願いを叶えてくれた。楽しい時間を作ってくれた。それだけでも満足だった。

　五万いいねのおねだりは電話に使ったと処理されてもおかしくない。

　これ以上のことを望めばバチが当たってしまう。素直にそう思えるほど。

　だが、この控えめな欲が龍馬を動かした。

『……わかった。じゃあ姫乃の家で遊ぼっか。一生懸命頑張って目標を達成しただろうし、信頼してくれるのは嬉しいから』

「ん……」

　声のみのやり取りだからか、声音に宿った龍馬の嬉しそうな気持ちは簡単に汲み取ることができ、直に姫乃の心に届く。

　先ほどから上着のチャックを開けて熱を逃がしているが、さらに体に熱が発生してしまう事態に陥る。

　彼女はモコモコ上着を脱ぎ、五本指ソックスまで脱いでいた。

『あ、それでいつぐらいなら予定は空きそう？　その日にお邪魔させてもらうよ』

「えっと……明日以外なら、いつでもいい」

『明日以外かぁ。俺が空いてるのは明後日の五日と次の六日、その次が九日だね』

「そ、それなら明後日がいいな。一番早い日……」

　こんな要求があるが、龍馬も同じ気持ちだった。

『了解。それじゃあ明後日の昼頃に姫乃の家に向かうよ』

「わかった。姫乃の住所、電話が終わったら送る」

『ありがとう』

「……」

　本題が終わった。

　それを証明するように初めて会話が止まり、無言の時間を作った二人。もう十分にキリは良く、通話をやめるなら今のタイミングだろう。

「……シバ、もう電話終わる？」

　疑問符をつけたのは、もっと電話を続けたい気持ちから。その思いは一方通行というわけではない。

『それって俺がまだしたいって言ったら付き合ってくれるの？』

「付き合う……」

『あははっ、ありがとう。ならもうちょっと付き合ってくれる？』

「ん」

『じゃあ次は──』

　そうして、電話は続行である。今度は龍馬がリードするように話題を出し、再び楽しい時間が生まれた。

　最終的に二人の通話時間は二時間を超えていた。

　今まで連絡をしていなかったこと。会えていなかったこと。そんな時間を二人で埋めているような当人たちだった。




　その夜のこと。

　姫乃はＰＣを使って Happy 知恵袋という名のサイトを開いていた。

　Happy 知恵袋とは、わからない内容や聞きたいことを投稿することで同じ利用者に答えをもらえるサイト。

　彼女はこのサイトの常連。普段は恋愛相談を検索し、投稿を閲覧することで漫画のインスピレーションを得ていたりする。

　だが、今日はその目的があったわけではない。

『投稿する』のボタンを初めて押した彼女は、題名に『※急ぎです』と打ちこんで文章を書いていく。

『女子大生です。明後日のことになりますが、わたしのお家に異性のお友達がきてくれることになりました。わたしはその人のことが好きで、その人にもわたしに興味を持ってほしいと思っています。でも、わたしは異性をお家に招くことが初めてで、恋愛をしたこともありません。ですので、異性を初めてお家に入れた時に男の人が嬉しくなることや、「わ！」と思うようなことを教えてほしいです。恥ずかしい質問ですが、多くの答えをいただけると助かります。よろしくお願いします』

　龍馬の知らないところでこの質問を投稿した姫乃だった。

　翌日のこと。ウブらしく好感を抱かせる質問は、Happy 知恵袋の閲覧数ランキングで総合一位を取る事態になっていた。

　そのランキング効果は抜群で、回答欄にはたくさんの応援やアドバイスがずらっと並んでいたのだ。




　　　　＊＊＊＊




　その二日後。正午を過ぎた一三時。

　手土産に複数のケーキを買った龍馬は、姫乃が住んでいる一二階建てのマンションに着いていた。

　このマンションはオートロック式。

　エントランスに設置されている機械に訪問先の部屋番号を打ち込み、呼出ボタンを押して部屋主から開錠してもらう仕組みになっている。

　万全のセキュリティが施され、外装にも凝っている。家賃はそれなりにするだろう。

「……」

　冷静に分析する中、マンションの出入り口で足を止める龍馬の顔は硬直した状態だった。恋人代行を行う時よりも緊張感に溢あふれていた。

「はぁ、こんな調子で大丈夫かな俺……」

　変なことをするつもりはこれっぽっちもない。ただ家にお邪魔して遊ぶだけ。それはわかっているが緊張は解れなかった。

　だが、その理由はわかっているようなもの……。

　──彼女を異性として意識してしまっている。

　それが龍馬の心に宿っているからだろう。

「ふう……。切り替え切り替え……」

　変な印象は与えたくない。その一心でなんとか平常を偽り、呼び出し機の前に立って人差し指を伸ばす。

「えっと、５０７……と」

　慣れない機械を操作し、この部屋番号を打ち込んで呼び出しボタンを押して数秒後、機械に内蔵されたスピーカーから声が聞こえてきた。

『はい』

　誰ですか？　という問いを含んだ綺き麗れいで小さな声。その声の主は聞いただけでわかる。

　素直に答えようかと思った龍馬だが……少し違ったやり取りをしようと考えた。それは自身の緊張を解す目的を含んだものでもある。

「オレオレ」

『誰？』

「オレオレ」

『誰』

　二度の攻防。その二度目は一回目よりも少し強い口調。これに思いっきり笑いを堪える龍馬だった。

　姫乃にとっては相手を掴つかめない人称発言なのだ。こうなるのも仕方がないだろう。

「俺だよ。ケーキ買ってきたよ」

『なにケーキ……？』

　そして、大好物は効果抜群だった。このようにすぐ食いついてきた。

「モンブランとショートケーキとチョコケーキとミルクレープ」

『嬉しい。ありがとう』

　このお礼と同時にオートロック式の入り口ドアが開いた。姫乃が部屋から解錠ボタンを押したのは間違いない。

『待ってるね、シバ』

「……あ、俺のことわかってたんだ？」

『声を聞けばわかる。あと、姫乃が好きなケーキ買ってるから』

「それは確かに」

『でも、いじわるしようとしてるのわかったから』

「乗ってみた？」

『ん。知らない人だと思ったら、ドアは開けない』

「あはは、それもそうだね」

　姫乃も声で誰だか判断できていた。たったそれだけでも嬉しさがこみ上げてくる。

『シバ』

「な、なに？」

『いつまで話してるの』

「え？　あ……」

　姫乃がなにを言いたかったのか、それはすぐ理解した。

　龍馬の視界に映るのは、彼女が開錠してくれたドアが閉まった光景。

『今、ドアが閉まったのを見た声が聞こえた』

「もう一回開けてもらえる……？　ちょっとドアの機嫌が悪いみたい」

『ばか』

「あはは、申し訳ない」

『もう一回開ける』

「ありがとう」

　その言葉通り、すぐにドアは開いた。さすがにこれ以上は姫乃の手間を増やさせるわけにもいかない。先ほどの失敗を繰り返さないように動く。

「それじゃあ今から向かうね」

『ん、わかった』

　そこで話を終え、大理石のエントランスに入るとすぐにエレベーターに向かう。

　先ほど会話をしたことで少し緊張を解すことができたのは幸い。

　ゆっくり中に乗り込んで『５』のボタンを押して扉を閉めれば自動で上がっていく。

　そうして五階に着いた瞬間、エレベーターのガラス越しに女の子が見えたのだ。

　その人物は顔見知りの相手。ドアが開けばこう声をかけてくれた。

「シバ、待ってた」

「ま、まさか出迎えてくれるだなんて思ってなかったよ。ありがとう」

　龍馬は視線を少し下げ、服装を見る。

　モコモコした長袖にショートパンツを合わせたルームウェアにスリッパを履いたラフな格好。

　外の気温からも外出するような格好ではない。部屋からそのまま出てきたのだろう。

「……シバ、どうかした？　なんか、見てた気がした」

「あ、ご、ごめん。姫乃の部屋着って初めて見たから、つい……」

　口に出す通り、初めて部屋着姿の姫乃を見るからか、より一層可愛かわいらしく見える。だからか、彼女と目を合わせられなかった。

「ほんとは外出着と迷った。でも、お家に誘った時はこっちがいいらしいの」

「いいらしい？」

「ち、違う。これがいいと思った」

「う、うん。確かに動きやすいだろうし、可愛いと思うよ」

「っ……なら、よかった」

　コクリと小さく頷うなずいた姫乃は褒められてニヤけそうになる口を隠すように右手を当てている。

「って、ここで立ち話をすると姫乃の体が冷えるだろうし……」

「ん、お部屋いこ。案内する」

「どうも」

　肌を刺す寒さの中、外で立ち話をするのは勧められない。

　さらに言えば姫乃はルームウェアの格好で肌も露出気味だ。近隣の住民に見られるのは好ましいことではない。

「えっと、ここが姫乃のお部屋」

　エレベーター付近から少し歩き、５０７号室で足を止めた姫乃はドアノブに手をかけて玄関ドアを開けてくれる。

「入って」

「うん、お邪魔します」

　初めて入る彼女の自宅。緊張を隠すように挨拶をして、家主よりも先に玄関に入る。

　第一に感じたのは甘いバニラの芳香剤の匂い。次に整理された綺麗な廊下。

「ん？」

　そして、龍馬は目を見張る光景に出会う。

　白色の玄関マットの上にポツンと置かれていたのだ、ボーダー柄の暖かそうなルームソックスが。

　この綺麗な廊下だからこそ目立つ靴下。

　玄関ドアを閉めて玄関内に入った姫乃は、すぐに龍馬の視線の先に気づく。

「シ、シバ」

　ツンツンと腕を突いて意識を変えさせると、恥ずかしそうにしながら弁明した。

「こ、これは脱ぎ捨てたのじゃない……よ？　シバがくる前までは履いてて……お、お外に出る時には、この靴下は履けないから脱いだの……。使わないのはちゃんと洗濯機に入れる」

　普段よりも口数が多く、どこか必死さを出しながら。

　そう、脱ぎ捨てているなんて誤解されてしまえば、印象悪くさせてしまう。そんな不安が姫乃にはあったのだ。

「あ、なるほどね。丁寧に畳まれてたから、これを俺に履き替えさせようとしてたのかなって思って……」

「これ、レディースだよ？」

「さっき呼び出し機でイタズラしちゃったから、その仕返しを……みたいな？」

「姫乃なら、もっと恥ずかしくさせること考える」

「あはは、それは物騒だなぁ……」

　冗談には冗談で返す。ただ、これで気になっていたことは無事に解消した。

　そんなタイミングで手土産に持ってきたケーキを渡した龍馬は、「ここで待ってて」と言われ、とある部屋に案内される。

「と、とりあえず、これは姫乃が履く用……」

　置かれたソックスの説明を再び受けて。




「こ、ここが姫乃の仕事部屋か……」

　そんなやり取りの後、龍馬は姫乃の仕事部屋に腰を下ろしていた。

　部屋主の姫乃は、「飲み物とか持ってくる」と言い残して今は別室にいる。

　一人の状況だからこそ、腰を下ろしたまま部屋をキョロキョロ見回してしまう。

　部屋を見て感じたのは本当にシンプルだということ。そう、必要最低限の物しか置かれていないのだ。

　白色の絨じゆう毯たんにピンクのカーテン。

　ガラス天板のＬ字机に漫画を書くための機材が数点。ピンクのゲーミングチェア。大きな本棚とそこに飾られた同業者のサイン。

　仕事に集中するためだけの部屋。正しくそう言っていいだろう。

　ここで頑張っているんだな……。なんて想像をしていた時だった。

　龍馬は目に入れたのだ。クリスマスプレゼントに贈ったテディベアのぬいぐるみを。

「これ……。大事にしてくれてるんだな」

　テディベアがあるのは机の上。椅子に座って仕事をすれば、見守っているようなところに置かれていた。

　さらには日光に当たる場所に置かれてもいない。日焼けを気にして置き場所を考えてくれたのだろう。

「嬉しいな……」

　ボソリとそんな一言を漏らした矢先。

『ガチャ』

　仕事部屋の扉が開かれ、玄関マットの上に置いてあったルームソックスを履いた姫乃がお茶と焼き菓子が乗ったトレーを持って入ってきた。

「手伝うよ、姫乃」

「平気。それで……飲み物は麦茶で大丈夫？　ジュースもある」

「うん、大丈夫。本当にありがとう」

　麦茶を注ぎここに持ち運んでから『ジュースもある』と提案するのは、順序が間違っているだろう……。しかし、そんなところに姫乃らしさを感じる。

　そんな彼女は簡易な机にトレーを置くと、その場でぺたんと女の子座りをして上目遣いで目を合わせてきた。

「き、緊張する……ね」

「それは俺もだよ。恥ずかしいこと言うけど、異性の家にお邪魔するのなんて初めてだから」

「……少しうそっぽい。堂々としてるから。あと、恋人代行のスタッフもしてる……」

「ま、まぁ……。そこに関しては確かにって思う部分はあるけど、嘘は言ってないよ。ほら、これ見て」

　龍馬は腕を伸ばして手のひらを見せる。これはテーブルの下でずっと隠そうとしたこと。ずっと治らなかったのだ。

「なっ、なんでそんな震えてる？」

「緊張してるからだって……」

「ふ、姫乃より緊張してそう」

「今鼻で笑ったでしょ？」

「堂々としてるから、面白かった」

「全くもう……」

　家に招待された側と家に招く側。心の準備に時間をかけられるのは後者だろう。

　どちらも室内で異性と遊んだことがない分、経験値は同じ。

　この差が出てくるのは当たり前だ。

「これは信じてもらえないかもだけど、恋人代行をする時もずっとこんな感じなんだよ？　なんとか頑張って隠そうとしてるから」

「緊張してる代行者さんは、だめみたいなルールあるの……？」

「結局は依頼者さん次第だとは思うけど、需要があるのは依頼者をリードしてくれる方で、異性に慣れているような代行者だとは思ってて。女性向けの漫画を例に出すけど、メインの男性キャラは堂々としてることの方が多いでしょ？　だから慣れてる風を装って接した方が好まれるのかなって……」

　どれだけ真剣に取り組んでいたかは代行者それぞれ。だが、龍馬は必死に取り組んでいた一人。

　依頼を少しでも増やすために受け皿を少しでも広げ、需要を狙う必要がある。これは一人で考えたこと。

「ん、それはいい着眼点」

「……まぁ、頭でそうしようと思っていても、体がついていけなかったからボロがたくさん出てたけどね」

　なんて回想の言葉を紡ぐが、恋人代行はもう終わり。幕を下ろすことは決めている。

　今日はそれを伝えるという目的もある。

「姫乃の意見だけど、仲良くなれたら、慣れてないのは言っていいと思う」

「そ、そう？」

「ん。姫乃、シバが慣れてなくて嬉し……じゃなくて、安心したから」

「ありがとう」

　もう使えないアドバイスにはなるが、まだそれを伝えられるタイミングじゃない。それを誤ご魔ま化かすようにお礼だけ伝える龍馬だ。

「……でも、シバはたくさんデートしてる」

「う、うん？」

「だから、慣れてないって言う方がおかしいとは思う」

「とりあえずそんな目で見ないでほしいです」

　まるっこい紫水晶の瞳を細く変えて睨にらんでくる。その瞳をギラッと光らせて。

　ただ、全く怖くないのが彼女の特徴で、見る側としては面白いもの。

「今、笑いを堪えてる顔してる」

「バレた？」

「睨んでたのにおかしい……」

「ちょっと思い出し笑いしたみたいな？」

『全然怖くなかったから』なんて伝えるのは可哀かわい想そうだろう。

　仮にそう言えば、先ほどの表情はもう見られなくなるのかもしれない。それはそれで嫌な気持ちだ。

　いろいろな気持ちが混ざり、誤魔化すには……と考えた結果、その答えは話を変えることだと考えつく。

「あ、そうそう。姫乃は正月に帰省したりしなかったの？　長期休暇くらいしか実家に帰れないでしょ？」

「ううん。実家はそんなに遠くないから、帰省してないよ」

「えっ、そうだったの!?」

　一人暮らしをしていることから、上京してきたなんて思うのは至って普通のこと。

「ん。でも、大学の通学時間をもっと減らすことと、集中してお仕事するために一人暮らししてるの」

「あー、なるほど。確かにその事情なら一人暮らしを選んだ方が適正かもね」

　大学一年生の姫乃だが、その正体はでびるちゃんという有名な漫画家だ。仕事を円滑に進めるために部屋を借りているというのはなんともプロらしい。

「ただ、一人だから家事が大変……」

「いやぁ、それは頑張るしかないよ。あ、ってことは……正月は一人で過ごしたんだ？　寂しくはなかった？」

「あまり寂しくなかった。お仕事したり、神社にいったりで動いてたから」

　話題を変えた結果がこれ。狙わずして姫乃の正月スケジュールがわかってしまった。

「えっと、この辺の神社って言ったら……大進神社とか？」

「そう。毎年お参りしてる」

「へ、へえ」

　さらには同じ神社にお参りしたことを知ると同時に、気になっていたことが湧き出してくる。

　実際、探るような行動は褒められたものじゃない。それでもどうしても確認したいことが一つだけあったのだ。

「姫乃は……絵馬を書いたりはしないの？　ほら、あれはイラストを描くことができるでしょ？」

「絵馬も毎年書いてる。お願いごとと、干え支とのイラストをつけて」

　絵馬に触れたことで、この一つのやり取りで点と点が線で繋がった……。

　去年、ネズミのイラストとでびるちゃんの名前が書かれた絵馬が奉納されていたという話。

　今年は牛のイラストと柏かしわ木ぎ姫乃の名前で絵馬が飾られていたこと。

　この二人が同一人物である可能性は極めて高く。──あの記憶が蘇よみがえった。

『恋愛成就。シバの彼女になる。幸せな一年を過ごす。Ｔ大学、柏木姫乃』

　絵馬に書かれていた願いを。その絵馬を書いたのが同姓同名の人物ではなく、目の前にいる姫乃が本当に書いたものだとしたら……。

「シバ、どうかした？　顔が赤い」

「あぁ、ちょっと……ね」

「暖房弱くする？」

「あ、ありがとう。そうしてもらえると助かるよ」

　姫乃の表情は普段となにも変わらない。真顔に近いようなもの。

　この様子からは絵馬を書いた人物だとは到底想像できないが、これ以上はもう探ることをやめた。

『どんなお願いの絵馬を書いたの？』なんて言葉を。

　これ以上、あれを思い出してしまえばもっと顔を赤くしてしまう。変な様子だと捉えられてしまう。

　自身で察したその時だった。上の方から視線を感じる。ふとそちらに顔を向ければ、立ち上がってリモコンを操作している姫乃と目が合った。

「ん？　どうかした？」

「う、ううん……。なんでもない」

　彼女は小さな口から声を漏らす。

　そこからすぐに顔を背け、どこか落ち着かない様子で温度の調節ボタンをポチポチと押し始めた。

　一昨日の電話同様、会話が止まると緊張した空気が漂い出す。

　このまま無言が続けば声を出すタイミングを見失うことだろう。

　龍馬は続けて話題の種を出す。

「姫乃、この部屋に飾ってるサインなんだけど見て回ってもいい……？　さっきから気になってて」

「……い、いいよ。触ってもいい」

「ありがとね」

　静かにならないためという目的もあったが、書店でバイトしているということで著者のサインには興味があったのだ。

　本棚やその上に飾られたサインを近くで見ていく。

「シバが知ってる先生のサイン、ある？」

「ペンネームはあまり詳しくないんだけど、一度は目にしたことのある作品ばっかりだよ」

　口に出した通り、ペンネームだけでは判断できない龍馬だが、作品が映像化されている著者のサインが複数ある。その他にも漫画家やラノベ作家のサインにキャラクター入りのサインが色紙に描かれたものまで。

　その手のファンには喉から手が出るほど欲しいサインだってあるだろう。

「これってお互いのサインを交換する形で集めたの？」

「そう」

「す、凄すごいねそれ」

　時に忘れることがある。幼い容姿を持った寡黙な姫乃が、ここのサインに並ぶ著者と同等の力を持っていることを。

　それもわずか一八歳という年齢で。類たぐい稀まれなる才能を持ち、努力を重ねた結果だろう。

　感心というよりも尊敬に近い思いを抱きながら別のサインに目を通していくと……見つけた。

「あ、このサインは知ってるよ。姫乃とタッグを組んでる先生のだよね」

「そうだけど……姫乃、その先生は苦手」

「えっ？　どうして？」

　いきなり不穏な言葉が放たれた。

「出版社のパーティで挨拶してから、何度もＤＭが送られてくるようになったの。いいお店があるので一緒にどうですか、とか」

「……そ、その問題はちゃんと解決したの？」

　この話を聞いた瞬間、チクリと胸が痛んだ。嫌な気持ちが襲ってきた。

「ちゃんと解決した。『担当さんに報告しますよ』って返したら、『すみません』ってきて、もうなくなったから」

「ほ、本当？　かなり失礼なことを言うんだけど、姫乃は押し負けそうって言うか……」

　口下手な彼女であることは知っている。そこを突かれたりすれば簡単に──。

　龍馬の中では『友達』との見方が少しずつ変わっていた。

「姫乃、今まで押し負けたことない」

「それならいいんだけど、これからも用心するようにね。実力があって可愛いともなればそんなことは続くだろうから」

「っ！」

「でも、やっぱりそうなるよなぁ……」

　これは独り言だった。あの言葉を聞いて龍馬は一人の世界に入っていた。

　誰とも付き合ったことがないと言っていた姫乃だが、言い寄られたことがないとは言っていなかった。

　出版社のパーティや世界最大規模の即売会、コミックマートに参加して顔を出している姫乃なのだ。客や同業者からすればかなり目を引く人物であるのは当然。

　つい深く考えてしまった結果、『可愛い』なんて本心を口にしても恥ずかしい思いはなにもなかった。

「シ、シバ」

「どうかしたの？」

「……もぅ。やっぱりなんでもない」

「そ、そう？」

　龍馬が何事もなかったようにハテナマークを浮かべた。こんな純粋に聞き返されたら『可愛い』と言ったことを追及する方が恥ずかしくなる。

　姫乃は細い眉を中央に寄せ、不満げな表情を浮かべながら反撃する。

「こ、今度はシバのこと、教えて」

「俺のこと？」

「そう。ずっと気になってた……。シバは他の女の人とデートする時、どんなことをしてるのか」

「え!?　い、いやそれは……。うん。別に変なことをしてるわけじゃないよ。ルールは頭に入ってるし、邪よこしまな考えでバイトしてるわけじゃないから」

「む」

「本当だよ？」

　依頼者を不快にさせないように、楽しませられるように。その考えを持ってバイトしていたことには違いないが、姫乃からすればそれは信じられることではない。

「姫乃はシバの方が押し負けそうって思ってる」

「えっ!?　俺が？」

「シバは優しいから……気を遣って、そのまま流される」

「あ、あはは……」

　突然の予想。それに乾いた笑みを浮かべる龍馬。

　一体このセリフを何人の相手に言われてしまっただろうか。その心当たりがある言葉だったのだ。

「それ以外にも、ぐいぐいくる女にも押し負けそう。……極め付けは、クリスマスイブのデート」

「ッ……」

　そのワードに目を見開く。これはメール以外で会話することはなかった。

　この話しづらい内容を、自ら口に出した姫乃なのだ。

「ひ、姫乃が、ぎゅってした時、シバも同じこと、した……」

「やっ、あれは……」

「だから、他の女の人が同じことしても、そうするってこと……。だから、押し負けるって思う……」

　姫乃の立場からすればこう感じるのも仕方がないだろう。

「こ、これは怒ってるわけじゃない。ただ、するなら姫乃だけにしてほしい……から」

「……ん？」

「ひ、姫乃だけにって言ったのは、そ、その……姫乃は会社に悪いことは伝えないってこと……」

「あ、あぁ……」

　顔を真っ赤にして、慌てて伝えてくる。

　言っていることに嘘はない。クリスマスイブのデートが終わった後、会社から注意や警告がなかったのだ。それはつまり、彼女が胸の内に収めてくれたということ。

　恥ずかしがり屋な彼女が勇気を出して伝えてくれる。代行者を守るためにこんなにも気遣ってくれている。

　独占欲のある姫乃は、別の女性にはそんなことをしてほしくないだけ。そこを勘違いする龍馬は安心させたい思いで本心を声に出す。

「クリスマスイブのことなんだけど、あれは本当に反省してるし、申し訳ないと思ってる。……確かにそんなことがあれば押し負けるって感じるよね」

「ん」

「だけどさ、言い訳みたいになるけど、姫乃以外の相手だったら……俺はちゃんと注意してたよ。抱き返すこともしなかった」

「っ!?」

「あんなことしたのは姫乃が初めてだし、お金の関係だけでできることじゃないよ。代行中の状況でもあったしさ」

　葉は月づきに注意されたことで気を引き締めてはいたのだ。代行者として正しい行動を取ろうと。

「なら、どうしてシバはしたの……？　姫乃とはお金の関係だった」

「え？　それは秘密」

「い、言って」

「……」

　一番困る要求をしてくる。……が、これを教える勇気はまだ龍馬にはなかった。

　頭を回転させてすぐに言い返す。

「やっぱり秘密。姫乃が教えてくれたことと釣り合いが取れたからね」

「なら、姫乃のこともっと教える。だから、教えて」

「そこまでしなくても……。えっと、予想はできるでしょ？　姫乃以外の相手だったらそんなことをしない理由。自分で言うのもなんだけど、一つしかなくない……？」

「わ、わからない」

『もし間違っていたら恥ずかしい』。そんな表情に返事。

「わからないにしては顔が赤くなってるけど」

「……ち、違う。気のせい」

「耳まで赤くしてるのに？」

「……暖房のせい」

「暖房を弱める前は赤くなかったのになぁ」

「うっ、あぅ……」

　姫乃の性格では口で勝つことは難しいだろう。言い訳の手札がなくなったこともあり、詰められていっぱいいっぱいになってしまう。

「ひ、姫乃、お手洗い……いってくる」

「はーい」

　そんな彼女が選択したのは一時撤退。

　早足で廊下に続くドアに移動した彼女はドアノブを握り、振り返る。

「……いじわる」

「なんのことだかって言っとく」

　笑顔を作る龍馬に、姫乃は捨てゼリフを残して廊下に出ていった。

　そうして一人になった時──、龍馬の笑みはすぐに消える。

　真顔になったと思えば、唇を強く結んで前髪を右手でクシャリと握る。

「あぁ、死ぬかと思った……」

　強がっていたスイッチを切ったように気の抜けた声が漏れる。

　龍馬の心臓は強く打っていた。胸に手を当てなくとも鼓動を感じていた。

　平然と接していたのは全て演技だ。

『えっと、教えなくても予想はできるでしょ？　姫乃以外の相手だったらそんなことをしない理由』

　この言葉を思い返すだけで本当に恥ずかしくなる。

『秘密』で押し通せたはずなのに、どうしてここまで言ってしまったのか。これでは完全にバレてしまったようなもの……。

「はぁ……。いつの間にこんな気持ちになってたんだろうな……」

　言い寄られたことがある。そのことを聞いて、彼女を取られたくない、その気持ちが強まったのだ。

　匂わせたのはこんな焦りがあったからだろう……。

「なんか姫乃には言いたくないな……。恋人代行を引退するって……」

　これを言えばもう姫乃とデートができなくなる。だが、言わなければ筋は通せない。

　龍馬はこんな複雑な気持ちに襲われていた。
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「な、なんなの……。あんなこと言って……」

　廊下に出て一人になった姫乃は洗面台に移動した。

　そこでタオルを冷水で濡ぬらし、熱を取るように顔に当て続けていた。

「シ、シバも姫乃のこと……好きなの、かな……」

　鏡に映る自分を見ながら自問する。

　こう思うのは、この言葉をちゃんと聞いたから。

『予想はできるでしょ？　姫乃以外の相手だったらそんなことをしない理由。自分で言うのもなんだけど、一つしかなくない……？』と。

　それはつまり、抱き返してくれたのは……姫乃だからってこと。姫乃以外の女の子にはそんなことしないってこと。

　もしそうなら、本当に嬉しい。……だって。好きになってほしいって願ってたから。

　シバの彼女になるって、絵馬にも書いたから……。

「……」

　でもそれは、からかっただけかもしれない。ううん、その可能性が高いと思う。

　普段の様子からしても、そんな風には考えられないから。

　その他にも、クリスマスイブのデートが終わって、恋人代行の会社に連絡した時に教えてもらった。

　シバは本当に凄すごい代行者だって。代行者さんの中で一番の成績で、社長さんも目をかけてるって。そんな人が……なんて考える方がおかしい。

　姫乃が得意なことと言えば漫画を描くことくらい。それくらいしかみんなに自慢できることはない。

　……それはわかってる。

「けど……」

　シバが彼氏になってくれたら、どのくらい楽しくなるんだろう……って、思う。

　みんなに嘘をつかなくていい関係になって、たくさんからかわれたりして、シバにはたくさん甘えられて、デートをしてもらったり、本当の恋人のようなことまでできるようになる……。

　抱きつく以上のことだって……。

「っっ!!」

　その想像は今一番しちゃだめなこと。体を動かしてないのに、鼓動が激しくなる。

「早く治まって……」

　今の自分を鏡で見てみると、冷たいタオルを当てている意味がないくらい顔が赤くなってた……。

　こんなの、おかしい……。姫乃じゃないみたい……。顔も口も緩んでる。ニヤニヤを我慢してるのがわかるくらいに。

　この顔はシバには見せられない。変に思われるから──。

「早く戻って……」

　タオルを洗面台の縁に置いて、冷たくなった指でほっぺたを引っ張る。

　目を瞑って、痛いって感じるくらいの力で。我慢の限界がきたら手を離す。目を開けて鏡を確認する。でも、それは本当に意味のないことだった。

　元からこんな顔みたいに、すぐに口が緩んだ……。

「姫乃以外の相手だったらとか……言うから」

　お友達だけど、シバがお家にきてくれて嬉しい。二人っきりでいられるのも嬉しい。

　悪い考えだけど、シバを独り占めできてることも。

　なのに……それ以上のことをされたら、我慢ができなくなる。

「……」

　姫乃は元に戻るのを待つ。一緒に気分転換もする。

　ポケットからスマホを出して姫乃は Happy 知恵袋を開く。そこで一昨日に投稿した内容の返事を見ていく。……確認の意味も込めて。

『わたしの彼氏からですが、ルームウェアの格好はかなり惹ひかれるそうですよ。長袖にショーパンがいいそうです。この時期には少し向いていない格好だとは思いますが、暖房をつけていれば変に思われることはなさそうです』

『まずは焼き菓子やお茶でもてなしましょう！　それだけでも好感度アップですよ！　頑張ってくださいね！』

『何事も初めては緊張しますよね。私の意見ですが、会話を増やすことができれば距離はもっと縮まると思いますよ。外ではできないような、彼を信頼してるからこそできる会話を入れられるといいですね』

　シバがどう思ったのかはわからないけど、もらったアドバイスはちゃんとできてる。
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　アドバイスを見ていくと、新規のメッセージが三件も入っていた。

『オレ男だけど、好きでもない女の家にはいかんでー？　それも一人暮らししてるとこには。とりあえずあんま慣れんことはせんで、いつも通りの自分でいけばいい』

『一般的な意見で申し訳ないのですが、できるだけ長居させるべきだと思います。時間が経てば男性側の緊張も和らぐと思うので、もしかしたらお相手側からアピールしてくるかもです』

『ランキング入ってたから覗のぞいてみたんだが、主さんウブで可愛いじゃんか！　いっそのこと告白いこうぜ。もし嫌な返事もらったら俺が投稿主に立候補するから大丈夫！』

　本当に役に立つアドバイスもあって、ネタも届いてた。

「ふふ、大丈夫じゃない……のに」

　でも、これを見て少し落ち着くことができた。笑えたことでリラックスできた。

「そろそろ戻らなきゃ……」

　新たにもらったアドバイスを頭に入れて、姫乃は仕事部屋に戻ることにする。

　少しくらい、いい報告ができるように頑張る……。
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「シバ、今日はなにか用事あるの？」

「あー、特になにもないよ。あるとすれば大学の課題くらいだけど、それはいつでもできるから」

　現在の時刻は一三時五〇分。

　龍馬と姫乃と顔を合わせて会話を再開させていた。

　お互いに一人でいる時間があったために、元通りの状態に戻って。

「なら、今日は何時頃に帰る？」

「あんまり長居するのは迷惑だから、日が暮れる前には帰るよ。一七時くらいかな」

「もっといていいよ？　それだと、残り三時間くらいしかない」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど遠慮しとくよ。ここは先輩らしい行動を取らないと面目立たないからね」

　こうした固い考えを持っているのは龍馬のいいところ。

　付き合ってもいない女子の家に居座るのは、世間体としてもあまり勧められたものではないのだから。

　しかし、それを選べば全て正しいというわけではない。これは時と場合による。そう、部屋主である姫乃がこうした考えを持っていたら。

「姫乃は、もっといてほしい……」

「……」

「シバは、一七時に帰りたい？」

「え、えっと……」

　迷惑や遠慮などは考えず答えてほしい。この訴えはしっかり届いていた。

「なんか全部見通されてるのかなぁ……これは。正直に言えばもっといたいよ。ありがたい機会だし」

「ならもっと遊ぼ？　姫乃もいてほしい」

「わかったって言いたいんだけど、一つだけ教えてくれる？」

「なに？」

「俺が長居することで仕事の締め切りが厳しくなったりはしない？　やっぱりそこが気がかり」

　龍馬は彼女と関わるにあたってこのラインを引いている。これは姫乃の生活がかかっていることで、尊重していること。

『知りませんでした』で済む話ではない。

「平気。シバが長くいるスケジュール、立ててたから」

「そ、そっかぁ。ってことはかなり余計なお世話しちゃったか……」

「気にしないでいい。それがシバのいいところ」

「ど、どうも。そう言ってもらえると助かるよ」

　小さく微笑ほほえむ姫乃に、龍馬はお礼を返す。部屋に二人っきりでいるからか、なんともいい雰囲気に包まれている。

「じゃあ、夕食はご飯食べにいこ」

「ご飯食べ……。あ」

　それを聞いた時だった。唐突に過去の記憶が掘り返される。

　姫乃のことを異性として見ているからこそ、思い出すことができたのだ。

　恋人代行を始める前のこと。カヤから聞いた『異性に好意を持ってもらう』方法を。

　そのアドバイスで最後になにを言っていたのかを。

『──まぁ、自分の持つ特技をどこで見せて相手を落としにかかるのかが一番重要なんだけどね』

　熱がある時におかゆを作る。そんな例を挙げられたが、特技を見せるのは今ではないか、と。この機会を逃したら、もう振る舞う機会はないのかもしれない、と。

「ねえ姫乃。もし良かったらなんだけど……今日は夕食は俺が作ろうか？　明日の分も一緒に作り置きするよ」

「っ！」

「普段からスーパーで済ませてるらしいから、たまにはどう？　むしろ今日誘ってくれたお礼に作らせてほしいくらいで」

「い、いいの？」

「もちろん」

「作って！」

　コク、と頷き即答した姫乃は瞳をキラキラと輝かせている。

「あはは、なんか凄い食いつき」

「そのくらい、楽しみ……」

「そんなに期待されると緊張するなぁ……。ちなみに食べたい料理とかある？」

「なんでも、いい？」

「家庭料理だったら大体は作れるよ」

「姫乃、シチュー食べたいな……」

「クリームシチュー？」

「ん……。白い方」

　このようにリクエストするのは恥ずかしいのか、ボソリと控えめにお願いしてきた。

　大学生だということはわかっているが、どこか子どもっぽい可愛さを感じる姿だ。

「了解。それじゃあ夕食前に買い物にいってくるよ」

「い、いってくる？」

「うん、いってくる」

「……」

「……」

　そして、同意後に会話が止まった。この間のおかげで本気で言っているのだと悟るには十分だろう。

「それはだめ」

「えっ？　それじゃあ料理作れないよ？」

　一人で買い物をする。そんな日常を送っている龍馬はこの意味を理解できていない。

　姫乃はちゃんと伝えるのだ。

「一緒にいこ」

「えっ……。あっ、はは。いいの？　付き合ってもらって」

「ん、一緒にいたい、から」

「……も、もうそんなこと言って」

　彼女の容姿でこんなセリフ。ズルいと言うにふさわしかった。

　たった一言にもかかわらず照れてしまい、主導権はすぐに握られてしまう。

「照れた」

「……べ、別に照れてないけど」

「強がってる」

「強がってないけど」

「ふふ」

「年上をからかって……」

　口元に手を当てて楽しそうに笑っている姫乃に、わざとらしく怒る龍馬。

　二人の仲の良さは見てわかる通り。

「姫乃思ったけど、シバは代行してる時と少し違う」

「えっ？」

「今はいろいろな表情、見せてくれる。あと、代行してる時より話しやすい」

「あはは、気づかれちゃったか。なんて言うか代行中になると使命感とか、責任感でどうしても気が張るんだよね。それこそ慣れてないところは隠してからかわれないようにしよう、とかで」

　今はプライベート。そこを意識しなくていい分、楽に接することができる。

「姫乃、今の方がいい」

「こっちの方が素だからそう言ってもらえるのは嬉しいよ。って言いたいけど、実は気を遣ったりしてない？」

「ほんとに言ってる。シバをからかえるの楽しい。……いつもからかわれてるから」

「それが本音か……」

「ん。今までの仕返しはするつもり」

　時間が経つことで、二人っきりの雰囲気に慣れることで、ようやくお互いの緊張が解れてくる。軽口も言えるようになってくる。

「でも、こんな関係って良いよね。からかって、からかわれるみたいな」

「姫乃もそう思う」

「……」

　何気なく話しているが、実際にその関係になっているのが今の二人。

　お互いそれに気づいたのはこの無言の間。

　そこで龍馬が目にしたのは、モジモジと自分の両手を絡めている姫乃であり、そんな彼女はこの沈黙に耐えられなくなったように唐突に話題を変えた。

「シバ、今から映画見よう？　そして、お買い物」

「ははっ、強引にねじ込んできたね？」

「そ、そんなことはない」

　喋しやべりが苦手な姫乃にとってこれは良くあること。それを知る龍馬は気持ちを汲み取って話を戻したりはしない。

「でも映画はいいアイデアだね！　一本見終わる頃にはお腹なかも空すくだろうし」

「そう。映画終わってから、お買い物いく」

「ちなみに見るジャンルとか決まってる？」

「怖いやつ」

「……[image: え゛]」

　意気揚々と乗り気だった龍馬は、一瞬で表情を固まらせることになる。

「ホ、ホラー見るの？」

「口コミだと最恐らしい」

「えっと、もしかしなくても姫乃は怖いの平気なタイプ……？」

「平気じゃなかったら、選ばない」

「そ、そうだよね……。で、なんだけど……俺の気持ちを尊重したりしない？」

　冷や汗を流しながら弱々しく問う。こんな姿を見せたのはこの場が初めてだろう。

「シバは怖いの、苦手？」

「うん。本当の本当に苦手で……。ちょっと本当に苦手」

「知らなかった」

「じゃあ……って、ちょっと!?」

　姫乃がまばたきを複数回させた瞬間だった。彼女はその場から立ち上がり、デスクトップＰＣの電源を入れる。

　すぐに画面に表示されたのは、『呪われの赤い扉』という題名の映画だった。

「ほ、本気で見るの……？」

『コク』と、大きく頷いた姫乃。

　怖がる。そんなダサい姿を見せたくない龍馬と、普段は見られない姿を見たい姫乃。

　軍配が上がるのはもちろん部屋主だ。来訪者に拒否権はない。

「怖かったら、姫乃を頼って」

「いや、それは……。えっと、電気はつけたままだよね……？」

「消す。カーテンも閉める」

　怖さを和らげる手段を次々に潰していく。ホラー映画を見るための雰囲気作りを完璧に整える悪魔。

「……姫乃、この借りは絶対返すからね」

「ふふ、なんか怖い」

　この時の姫乃は生き生きと楽しそうに微笑みながら準備をこなしていた。

　──好きな人には意地悪したい。

　それは男子にかかわらず女子にも当てはまることだった。




「あー……。ダメだあの映画。人間が見る映画じゃないよ……」

「ふっ、シバ怖がりすぎ」

　一時間三〇分のホラー映画を見終わり、二人は近場にあるスーパーで夕食の買い出しをしていた。

「仕方ないでしょ、あれは……。って、姫乃は途中から映画に集中してなかったでしょ？　チラチラこっち見て笑ってたし……」

「怖くなる場面で、シバが変なところ見てたから」

「あ、あんなに怖かったら仕方ないって！」

　ルームウェアで過ごしていた姫乃は、パーカーとスカートを合わせて外出用の格好に着替えている。

「なんであんなに平気で見られるのか意味わからないよ……。あの映画怖かったよね？」

「かなり怖かった」

「だよね？　じゃあ驚いたでしょ？」

「驚いた」

「だよ、……ね？」

　姫乃は嘘をついたりしていない。『呪われの赤い扉』は本当に怖い映画だった。

　しかし、普段から真顔でいることの多い彼女は表情にあまり出なかっただけ。

　もう一つの要因としては龍馬の怖がった様子を面白がっていたから。

　恐怖が和らぐアイテムが隣にずっと座っていたのだ。

「とりあえず、次に映画見るとしたらもっと明るいやつにしようか」

「今度ね、また怖いのが上映される」

「な、なにそのセリフ」

「次もまた見よう？」

　と、すっかり味を占めた彼女だが、その横暴はここまでである。龍馬はしっかりと武器を用意している。

「……さて、今日の夕食は姫乃が〝大好きな〟しいたけ料理も作ろうかなー」

「っ!?」

「焼きしいたけとかぁ、しいたけのバター炒いためとかぁ」

　わざと語尾を間延びさせて圧をかけていく。

『大好き』。これは反転の意味があり、料理を担当する者のみに使えるセリフだろう。

「こんな単品料理だと素材の味を一番に出せるから……姫乃にも美味おいしく食べてもらえそうだ」

「ま、待って……。なんで姫乃の嫌いな食べ物知ってるの……」

　ここまで得意げだった彼女の表情が一瞬で曇る。目を丸くしてパチパチとまばたきを続けていた。

「なんでって言われても恋人代行した時に教えてもらったからね。それも姫乃と初めて代行した時だから記憶に残ってる」

「……つ、次の映画、明るいの見る」

「あれれ、さっき『次もまた見よう』って言ってなかったっけ」

「き、気のせい」

「それに……俺言ったような気が。あの映画を見る前に、『この借りは絶対返すからね』って」

『フルフルフル』

　姫乃は首を左右に振って一生懸命否定している。しいたけが苦手なのは見てわかる通り。

　この買い物現場を同じ大学の学生に見られたなら……『ロリリンがイジメられていた！』なんて噂うわさが一瞬にして広まることだろう。

　幼い容姿をしている彼女だけにこの誤解がされるのは間違いない。

「じゃあ今度の映画は明るいジャンルでいいね？」

「約束する」

「よーし。じゃあシチューの材料を買おうか」

「ん」

　どこか嬉しそうに笑顔を作って促した龍馬。この表情を浮かべたのは、姫乃ともう一度映画を見る、そんな約束を結ぶことができたから。

「材料は任せていい……？　姫乃は取って、カゴに入れる係する」

「それは頼たより甲が斐いがあるよ。って、材料は全任せでいいの？　姫乃が好きな野菜とか選んでもいいのに」

「ううん。シバがいつも作ってるの、食べたい」

　龍馬と肩と並べて歩く姫乃だが、その身長差は二〇センチ以上ある。自然と上目遣いになりながら甘えていた。

「おう……粋なこと言うなぁ。そこまで言われたら絶対美味しいシチュー作るよ」

「包丁を使う時……怪け我がしないでね」

「ああ、それなら心配ないよ。たまねぎは姫乃に切ってもらうから」

「……姫乃、シバにパンチしそう」

　ジロリと責めるような目に変えたと思えば、小さな手を握り拳に変えている。……が、パンチをしてもその細い腕では痛みを与えることはできないだろう。

　身の丈に合っていない行動はなんとも可愛らしくある。

「あははっ。っと、そこにあるキャベツ取ってくれる？」

「わかった」

　冗談のやり取りなのはお互いに承知していること。

　その指示をすれば彼女は拳を下ろし、キャベツが並ぶ商品棚の前に立って品定めするように真剣なオーラを纏まとった。

　そこから商品である数玉のキャベツを両手に持って確認すれば……厳選した一つをテクテクとこちらに持ってくる。

　そして、カゴの中に優しく入れたのだ。

　龍馬もそのキャベツを確認すると、適当に選んだわけでないのはすぐにわかった。

「へえ……。姫乃は鮮度がいい野菜がわかるんだ？　でも良く知ってるね」

　葉っぱはみずみずしく艶つやがある。芯には変色はなく白い。彼女はこれに加えて重量感のあるものを選んだのだろう。

「絵を描く時に、調べるの。違いを出すために」

「なるほど。そのセリフを聞いて改めて姫乃の凄すごさがわかったよ。そんな細部まで意識してるだなんて……」

　でびるちゃんのこだわりを一つ知り、驚嘆する龍馬。

　誰もが気づかないであろう細部まで表現している。それは正しくプロの仕事だ。

「その調子で野菜選びも頼りにしてるよ、姫乃」

「全部いいの選べたら、褒めて」

「本当抜け目ないなぁー……」

　キャベツの鮮度を見抜いた龍馬にもその知識があると察したのだろう。

　それからたまねぎやニンジン、ブロッコリーに鶏とり肉にくなど、必要な材料を選んでいく。

　弾んだ会話をしながら、二人の空間を作って。

「お買い物……楽しい」

「俺も。やっぱり喋りながら買い物する方がいいなって感じるよ。買い物する時はいつも一人だから」

「もしよかったら、姫乃付き合う……」

「ありがとう。でも、気持ちだけ受け取っておくよ。さすがに都合のいいように使うわけにはいかないから」

「っ、姫乃は──」

　その時、彼女は自分の気持ちを伝えようとした。『次も一緒にお買い物したい』と。

　だが、そうとは知らない龍馬は言葉を続ける。その結果、二人の声が重なった。

「──ただ、楽しいことには違いないから、こんな時間が続いたらいいなって思ってるけどね。あはは……」

　人差し指で鼻先を掻かき、照れ笑いを作る。

　こんな表情を見せられたら本音であることは十分に伝わるもの。

「そう言ってくれるの、嬉しいな……」

「ワガママ言うんだけど、またいつか付き合ってくれる？　もちろん姫乃のスケジュールと合わせて休日に」

「き、休日？」

「平日はお互い大学だから時間が合わないだろうし。あと、二人で買い物してるところなんか見られたら誤解されるのは間違いないからね……」

　姫乃に負担をかけさせてしまえば仕事にも影響が出る。真剣に取り組んでいる彼女のことを考えたら慎重になるのは当たり前。

「あ、姫乃はお菓子買わなくていいの？　気になるのがあれば選んでいいよ」

　会話の途中だったが、このタイミングで彼女が大好きなお菓子コーナーが見えた。

　ここに寄りやすいようにすぐに声をかける。

　手土産にケーキを買っているが、保存の利くお菓子はいくつあっても困らないだろう。

「ちなみに今日は全部俺の奢おごりだから気にせずに選んでいいよ」

「えっ？　それだとシバの負担、大きくなる」

「そんなことないよ。これから姫乃のキッチンも使わせてもらうんだし、むしろこのくらいさせてほしい。鮮度のいい野菜も選んでくれたことだし」

　今日は初めて手料理を振る舞う日。このくらいのことはしたかった。

「……わ、わかった。気になるのあったら買ってもらう」

「ストック用でもいいからね」

「ん」

　そうして少し大きめの返事をすると、お菓子コーナーに早足で向かっていった。

　大好物だけあって気になっていたのは間違いないだろう。

　龍馬は後ろに続くように買い物カゴを乗せたカートを押してついていき、なにを選ぶのか見つめて待つ。

「……」

「……」

　そんな姫乃はスカートの裾が床につかないよう抱えて座り、下段にあるファミリー用のお菓子に熱い視線を送っていた。

　その隣には小学生らしき男の子も膝を折って下段にあるお菓子を見ている。

　大学生の彼女だが、側から見れば歳としの近い姉弟のように勘違いされることだろう……。

　素性を知っている龍馬からすれば可愛らしい小動物のようだった。

　それから少しして、小学生らしき男の子はお菓子を取って去っていき、隣に誰もいなくなった時。

「……シバ」

「あっ、なに？　もうお菓子決めたの？」

　横目でこちらを確認する姫乃は、唐突にこう言ったのだ。

「姫乃は……どんな誤解されても、いいよ」

「ッ!?」

　それは、お菓子コーナーに入る前にしていた会話。話の途中だった内容。

「シバがよかったら、姫乃は平日でも平気」

「…………えっと、それはどっちの意味で？」

　二人でスーパーに買い物にいく。それもお菓子を買いにいくのではなく、料理に使う食材を購入するわけである。

　並々ならぬ噂が生まれるのは予想できる。

　気を遣ってこう言ってくれているのか。それとも言葉通り、本当の彼氏だと誤解されてもいいのか。

　姫乃はあらかじめこう聞き返されることがわかっていたように、ふっと目を細めた。

「……秘密」

「ええっ!?」

　ちょうどお菓子を選び終わったのか、カンツリーマァムを両手に取って立ち上がった。

　ほっぺをピンク色に染めて、カゴに入れながら目を合わせてくる。

「シバ、お会計いこ」

「あ、あぁ……う、うん」

　最後は翻弄されてしまった。爪痕を残されたと言ってもいいだろう。

　この意味を考える龍馬の顔をチラチラと確認し、さらに顔を赤くする姫乃だった。




　　　　＊＊＊＊




　スーパーを出て自宅に帰る時のこと。

　食材が入った重い買い物袋は姫乃と一緒に持つことになった。

　姫乃はご機嫌さを漏らすように袋を振り子のように動かしたり、なぜかたまに人差し指を伸ばして手の甲に触れてきたり……。

　少し手を動かすと、ビクッと肩を揺らしたりしていたのは面白かった。

　それから先、シチュー作りの手伝いまでしてくれた。

　苦手だと言っていたたまねぎのカットを率先して。

　当然、大きな瞳に溜たまっていく涙を抑えながら、「うぅぅ」と一生懸命切っていた。

　……姫乃らしい可愛い姿をたくさん見ることができた。

　そんな彼女にみるみるうちに惹ひかれていく龍馬だった。
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　時刻は一八時過ぎ。

「ふうー、ふうー」

　スプーンで掬すくった熱々のシチューに息を吹きかけ、パクリと口にした姫ひめ乃の。

「……ど、どう？　美味おいしい？」

「ん、とっても……。いっぱい食べるね」

「ほっ、それならよかった」

　姫乃の感想を聞き、胸を撫なで下ろした龍りよう馬ま。

　夕食を作り終えた二人はリビングで食事を取っていた。

　円形のテーブルにはクリームシチューにバターロール、コールスローの三品が並び、デザートは龍馬が持ってきたケーキと贅ぜい沢たくな献立になっている。

「シバお料理上手……。姫乃と違って、包丁捌さばきもすごかった」

「あははっ、そんなに意外だった？」

「炊事とかは女の人がするイメージあるから……。だから、姫乃も少しずつお料理してるの」

　小さな口でシチューを食べながら首を縦に振る彼女。

「あぁ、確かに俺もそのイメージはあるけど、最近は少し変わってきてるかも。これは俺の意見なんだけど、身につけておけばここぞって時に支えることができるから」

「支え……？」

　一人暮らしをしている姫乃だ。すぐにはピンとこないだろう。

「例えば、家族が風邪を引いて動けない時に代わりをしたり。まぁ、これは現実的じゃないんだけど、お嫁さんができて子どもを身ごもった時……とか。この歳としだから少しくらいはサポートできるような人間になれたらって願望はあって」

「……」

「あとこれは少し言いにくいことだけど……女性は体調に波が出るものだから、炊事を任せられるだけで少しは楽になるだろうし」

　幼い頃に両親が亡くなった。その家庭環境は性格などに大きな影響を及ぼす場合がある。

　そんな龍馬に芽生えたのは今の家族や、将来家族になる相手を支えたいという強い気持ち。

　そして、女性の体調面を考えられるようになったのは長女であるカヤの教育があったから。

『この心は絶対に忘れないようにね。男の理解があるだけで全然違うんだから』と、何度も釘くぎを刺されていたのだ。

　男性には理解し得ない現象。……だが、これをしっかり考えられ、寄り添ってくれる男性がどれだけ頼りになるのか。支えになるのか。

　それは女性である姫乃が良く知っている。

「いいな……」

　ボソッと呟つぶやく彼女。

「ん？」

「シバのお嫁さん……？　彼女になる人、羨ましいと思った」

「って、かなり自慢げに言っちゃったけど、当たり前と言えば当たり前だよね、これは」

「姫乃……それ以外にも羨ましいこと、ある」

「えっ、この他にも……？」

　カヤから念押しされていたのはさっきの一つだけ。それ以外で羨ましがることに心当たりはない龍馬だが、それは仕方がないことだろう。

　姫乃は少しだけ本筋から逸それたことを口にしたのだから。

「う、羨ましかったことはね……」

「う、うん」

「……今日の姫乃、シバのほんとの彼女みたいだった、から……」

「えっ!?」

　食事を止めた彼女はすぐに体を小さく丸める。

　赤くなる両耳を隠すように艶つややかな銀髪に触れながら詳細を語る。

「え、えっと……お家にきてもらって、一緒に映画を見て、お買い物して、お料理を作って、一緒に食べて……」

「あ……」

　この言葉を聞いて、似たような感覚を抱いていたことを知る。

　龍馬の場合はもっと先に進んだ関係。

『同どう棲せいしたらこのような感じになるのかな……』なんてところだった。

「シバの彼女になれたら、こんなに楽しい時間が作れるんだなって思った……」

「……ッ、確かにそうだね。なんだかんだでもう夕食の時間だし」

「ん、ほんとに時間が経たつの早い……」

　一瞬で食事が進まなくなる。

　初対面同士でお見合いをしているような、独特な空気感に包まれている。

　いい雰囲気か、悪い雰囲気か。それは捉え方次第だろうが、二人は友達の関係なのだ。よほどのことがない限り、後者に感じることはないだろう。

「シバとこんなことしたら、もう恋人代行は楽しめない……かも」

「……」

　それは姫乃の本心であり、心から漏れたセリフ。

「ぁ……、ご、ごめんなさい。今のは、そ、その……」

　何度も代行をしてくれた相手に言っていい言葉ではない。目尻を下げて頭を下げた姫乃に龍馬は怒りを覚えたりはしなかった。

　優しい笑みを浮かべてこう答えたのだ。

「謝ることはないよ、姫乃。……正直、俺もそう思ってたから」

「っ」

「もちろん気を遣って合わせてるわけじゃないよ」

　その前置きを入れ、間髪を入れずに続ける。

「多分だけど、お互いこんな風に感じて代行のルールに縛られた中じゃ楽しめなくなるから、会社は連絡先の交換を禁止してるのかもね」

「ん……」

　遠慮気味に同意した姫乃。

　大学で偶然出会い、連絡先を交換していなければ、こうしたことも気づかなかっただろう。
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「でも、姫乃がこんなことを言うとは思わなかったよ。なんか代行者としては振られた気分かも」

「シバが楽しませるせい……」

「あはは、俺のせいにするのは違くない？　俺からすれば姫乃が相手じゃなかったらこんなに楽しく過ごせなかっただろうし」

　お互いが楽しい時間を過ごせたなら、それはもうお互いのせいだろう。

「……でも、かなり残念だなぁ」

「残念？」

「俺がこんなことを言っても仕方ないけど、姫乃の彼氏役を別の代行者に取られちゃうなって。これからもっと楽しむ場合、別の代行者を選ぶことだろうし」

　気になっていた……、いや、気になっている以上に惹かれている女の子が別の男とデートする。

　考えるだけで嫌な気持ちに襲われる。

『代行者は良い印象を持たれない』。カヤの言っていたことは、こうしたことに当てはまるからだろう。

「姫乃が別の男の人とデートしたら……シバはモヤモヤする？」

「まぁね。止める権利があれば止めるくらいに」

「……ほんと？」

　龍馬の目には、なにか面白いことを考えついたような顔をしている姫乃が映っていた。

　気のせいか、『別の代行者とデートをすればシバにいじわるできる』と言っているような。

　だが、それは的を射てはいない。姫乃はそんなことを考えているわけではなく、ただモヤモヤしてくれていることが嬉うれしく、その感情を精一杯我慢しているだけ。

「シバがそう思ってくれるなら、姫乃は少し距離を置こうと思う……」

「え、えっと……俺から？　それとも恋人代行から？」

「代行から……。それならまた、楽しめると思う」

　懐かしい。久しぶり。そんな感覚があれば楽しめると伝える彼女。

　逆に言えば、そのくらいの感覚がなければ今日以上の楽しさを感じることはできないということ。

「……ありがとう、でいいのかな？　一時期は誰とも恋人代行をしないようにするってことだよね？」

「そう。シバがモヤモヤするらしい、から」

「それ絶対オマケでつけたでしょ？」

「こっちの方が大事……」

「またまた」

　こんな軽いやり取りのおかげで明るい空気に戻っていく。会話をしやすい雰囲気に戻っていく。

　龍馬はここで口にする。重要なことを。

「でも、お互いにちょうどいいタイミングだったのかもね。これだと」

「お互い……？」

「うん。あのさ、ご飯食べ終わったら少し時間をもらっていいかな。姫乃に話したいことがあって、その時に教えるから」

「……っ。わ、わかった……」

「あっ、そんなに気を張らなくても大丈夫だよ。話を聞いてくれるだけでいいから」

　眉根が寄り真剣な顔になっていることを感じた龍馬は、意識して表情を柔らかいものに変える。

「ってことで、今は食事を楽しもっか。冷めたらもったいないしね」

「ん、食べよ」

　この言葉で夕食を再開させる。……本題を話す時間は刻々と近づいていた。




　それから一時間以上が経ち、食事と片付けを終わらせた頃。

「シバ、そろそろ……いいよ。姫乃に話したいこと」

　リビングで姫乃はこう促していた。

「そうだね。じゃあ話させてもらうよ。軽い感じで言うから姫乃も楽に聞いてね」

「わかった」

　心の準備も場も整った。

　テレビがついたこのリビングで龍馬は伝えた。

「お互いにちょうどいいタイミングって言った説明なんだけど……俺、今週には恋人代行を完全引退することになってるから」

「っっ!?」

「あはは、やっぱり驚くよね。実は新年を迎える前には会社には通しててさ。もう予約はできない状態になってて、時期の関係で籍だけ残ってるって感じ」

「ま、待って。な、なんでそんなことになってるの……。姫乃、会社にはなにも言ってないよ……」

　クリスマスイブのデートでのルール違反をしたその責任で──。そう考えた姫乃だったが、それは間違いだ。

「いや、会社にその件はバレてないよ。ただ俺の意志でやめるだけ」

「な、なら、なにがあったの……？　教えて……」

　予想外の告白だったのだろう。瞳孔を揺らしている彼女。

　そんな中、龍馬は勇気を奮い立たせるように口を開く。

　家族間のルールを破ったからではなく、もっと別の理由を。

「……俺、姫乃に言ってたでしょ？　姫乃以外の相手だったらちゃんと注意してたし、抱き返すこともしなかったって」

「言ってた」

「まぁ、簡単に言うと……これがもうその答え」

「なっ」

「その顔をしてるってことは、もうわかった？」

「……わ、わからない。そんなのわからない。だから、詳しく言って……」

　視線を逸らした。そこからソワソワと体を動かして顔を朱色に変えている彼女。

　なにかの心当たりが正しいことなのか、その確認のための嘘うそだろう。

　今はまだ龍馬は逃げることができる。誤ご魔ま化かすことができる。

　しかし、もう気持ちは固まっている。

　恥ずかしがることなく、男らしくしっかりと口にした。

「こんなこと言ったら困惑させるけど、急になに言ってんだって思うだろうけど、姫乃以外の女性と恋人代行するのが嫌になった。姫乃とお金の関係でいるのが嫌になった。それが理由だよ」

「……っ」

　家族に内緒で恋人代行を行い、それがバレてしまったことでやめるキッカケが作られたものの、この気持ちに嘘はない。

　カヤの言葉を聞いて目が覚めた。

『アタシが言いたいことはさ、このバイトは代行中だけ苦労するわけじゃないってこと。最悪は学校の中でも苦労することになるし、気になる人ができた時点で取り返しのつかないような後悔をするバイトにもなる。もっと言えば悪い噂うわさが広がるのは時間の問題で、リョウマのことを想おもってくれる相手まで傷つける恐れがある。どんな事情であれ、別の異性を連れてる時点で良い印象なんて持たれないんだから』

　自分の気持ちに素直になれた。

『自分の意志でやめるんだから、お姉ちゃんの言葉を借りて納得させるより、自分の気持ちを伝えた方がいいよ、絶対。伝える相手はセンパイが気になってる子なんだから、攻めていかなきゃ。本心として強いのはもうソッチっしょ？』

　そして、愛あい羅らのアドバイスを重ねるように思い出して。

　一生離したくない相手は、後悔したくない相手は一人だった。

「今日を過ごして本当にわかった。姫乃にセリフを取られちゃったけど、本当に楽しくて姫乃の彼氏になる人が羨ましいなって」

「……」

「え、っと……まぁ。その……」

　目を伏せて、次の言葉を待つように顔を真っ赤にしている姫乃。そんな彼女を見た瞬間、心臓が口から飛び出しそうな感覚に龍馬は襲われていた。激しい鼓動が姫乃にまで届いているんじゃないか。そう感じてしまうほどの緊張に包まれていた。

「その…………」

　一際長い間。

　それが再び勇気を奮わせる時間。

　そこで龍馬は唇を強く噛かんだ。両拳に力を入れた。

　最後の勇気を振り絞るように最後の言葉を伝えたのだ。

「うん。いろんな女性とデートするバイトしておいて本当に虫のいい話なんだけど……姫乃のこと、大好きです」

「っっ」

　飾った言葉はない。シンプルでストレートな告白。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

　告白し終えれば、再び長い無言がリビングに訪れる。今聞こえるのは小音で流れるテレビの音だけ。

　小さな体をプルプルと震わせ、頭を下げている姫乃の表情は全くわからない。

　それでも龍馬はそれでよかった。

「姫乃、返事は今じゃなくていいからね。急なことで驚いてるだろうし、無理はさせたくないから」

　元々、喋しやべることが苦手な彼女である。こんな状況を作ってしまえばこうなるのは当然とも言える。

　原因を作った龍馬は自らが無言になることなく、言葉を続ける。

「あと……告白した俺が言うのもなんだけど、もし恋人代行の漫画を描けなくなった時は俺を頼ってもいいからね。その時はその時のルールで協力するから」

　ツイットに投稿している漫画はまだ途中。恋人代行は自分勝手にやめてしまったこと。もしなにかの影響が出るのなら最後まで協力するつもりだった。

　そうでなければこちらの筋も通せない。……そんな思いで。

「うん。これで俺の言いたいことは全部言えたかな」

　時計を見れば二〇時前。話を切った龍馬は椅子から立ち上がる。

「……姫乃、そろそろ俺は帰るね。見送りは大丈夫だから」

　帰宅するにはいい時間。その他にも告白の返事がない状態で留とどまることは好ましくないだろう。変に警戒させてしまうかもしれない。

　言い逃げのような形だが、彼女のことを考えたらこの選択は正しいだろう。

「それじゃあまたね。今日は本当にありがとう」

　この時、不思議と気まずさはなかった。スッキリとした感覚を覚えながら財布をポケットに入れてリビングと廊下を繋つなぐドアを開ける。

「……」

　ふと後ろを振り返って見れば、未いまだ同じ体勢で固まっている姫乃がいる。そんな彼女の姿を最後に目に入れて体を正面に戻す。

　──返事をもらえるまで長くなりそうかな。

　なんて覚悟を宿らせた瞬間だった。

『ガタッ』

　背後から椅子が激しく動いたような物音が聞こえ、次に駆けてくる足音が耳に届いた。

　その音を反射的に確認しようとすれば──。

「ッ!!」

　龍馬を襲ったのは、体勢を崩されるほどの大きな衝撃。その原因を作った人物は先ほどまで椅子に座っていた彼女。腰に腕を回して、ギュッと抱きついてきた姫乃だった。

「ちょっ……ひ、姫乃!?」

　状況整理が全く追いつかない。背後からの抱き締めに完全に動きが押さえられる。

　一人暮らしの部屋でこの状況。恋人代行時には絶対に起こり得ないことが起こった。

「姫乃。よ、良くないよこれは」

　龍馬の視界にあるのは銀髪の小さな頭に抱きついている体勢。上手に顔を隠した格好。

　断固とした態度を見せようとするも、それは敵かなわない。今、密着している姫乃は先ほど想いを伝えた相手なのだから。

「姫乃……？」

「……」

「ねえ姫乃ってば……。こ、これじゃ動けないから……」

　なにを言っても返事はこない。だが、声をかければかけるだけ腕に力を入れて離すまいとしてくる。

　進展はなにもない。何秒も何十秒も無言のまま。その代わりに冷静になっていく。

　そこでようやく気づいた。この行動は呼び止めの意思を持った行動だということに。

　龍馬は急せかしたりせずにジッと待った。彼女の心の準備が整うまで。

　それは功を奏するものだった。

「言い逃げ、ずるいよ……」

　抱きついているせいで服と口が近い距離にあるのだろう。こもったような小さな声が聞こえてきたのだ。

　この部屋の静かさでなければ絶対に聞き取れないような声量で。

「シバだけ、ずるい……」

「……」

「姫乃だって、姫乃だって……」

　感情が大きく揺れ動いているように声も大きくしていく。そして、今まで見ることのできなかった顔を上げて言った。

「ひ、姫乃も……大好き」

「ッ!?」

　大きな瞳を潤ませて、首から上を真っ赤に火照らせて……。

「シバのこと、大好き……だよ」

「……」

　告白の返事を二回も届けた。

　彼女はそこで勇気を出し切ったのだろう、抱き締めていた腕を力なく下ろした。そのまま膝まで折ってペタリと床に座りこんだのだ。

「……」

「……」

　龍馬の動きを遮るものはこれでなくなる。ただ、先ほどのようにお暇いとましようとはしない。いや、できなかった。

　この場で体を一八〇度回転させて正面を向いた龍馬はゆっくりと腰を下ろす。

　赤面した彼女と目線を合わせ……手を伸ばす。

　それは姫乃の頭の後ろと腰に止まる。

「気持ち伝えてくれてありがとう……。本当にありがとうね、姫乃」

「んっ」

　そのお礼を伝えて龍馬は抱き締めた。胸元に彼女の顔が当たるようにして……強く、強く離さないように。

　クリスマスイブの時のようにルールに縛られることはない。したいようにすることができる。

　姫乃は龍馬の脇の下から手を入れ、抱き返した。

　言葉はもう要らない。お互いがそう通じ合うように何分も抱擁し合っていた。




　　　　＊＊＊＊




「シバ、ちょっと、強い……」

「あっ」

　そんな抱擁をやめたキッカケは、姫乃がヘルプを口にしたから。

　小さな体を持つ姫乃と、大きな体を持つ龍馬では、不便なところは出てくるもの。

　力の加減を誤ったのは明白であり、すぐに謝罪をする。

　だが、彼女は怒ったりしていなかった。むしろ甘えのスイッチが入ったように──。

「今度は、少しだけ優しく……ね」

　これだけ伝えると、龍馬が反応する前に自ら抱きついてきたのだ。

　ギュッと離れないように、姫乃はたくさんの力を込めて。

　結局、龍馬が彼女の家を出た時刻は夜中の二三時を過ぎた頃。

　付き合って初日にして、かなり甘えん坊な性格に幸せながら悩まされた彼氏だった。
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　時は過ぎ、一月九日。冬休みが明けた初日の大学になる。

「あっ、おはよう雪ゆき也や。久しぶり」

「おう久しぶり……って、は？　お前、龍りよう馬まか？」

「うん」

「いや、うんじゃねぇだろ！　お前……どうしたんだそれ。頭でも打ったのか？」

「いきなり酷ひどいなぁ……」

　その教室内で恋人代行を紹介してくれた親友、中なか村むら雪也に辛辣な言葉を浴びせられていた龍馬。

　当然、こう言われるのはちゃんとした理由がある。

「酷いもなにも、『これでいい』で、頑かたくなに通してたお前がいきなりイメチェンして学校にきてんだからしょうがねぇだろ……」

『ワックスは高いし毎日使ってたらすぐなくなる』

『コンタクトよりメガネの方が楽』と。

　これが龍馬が普段から言っていたこと。遊びにいく時やバイトにいく時にだけしか容姿を整えていなかったが、冬休み明けに心変わりしていたのだから。

「……まあ、真面目な話をさせてもらえば、龍馬が大学でもイメチェンした理由くらい予想できるけどな、オレは」

「えっ、本当？」

　龍馬がワックスとコンタクトで大学にきている理由は一つ。柏かしわ木ぎ姫ひめ乃のという彼女ができたから。彼女の前では当然、少しでも良い姿を見せたいもの。

　また、彼女ができたことは照れ臭さから誰にも教えるつもりのないことだったが、雪也はそれに近い答えを持っていた。

「ズバリ、好きな女でもできた。だろ？」

「あはは、正解」

「やっぱりな！　って、アッサリ教えすぎだろ！　まあいいや。その相手は誰なんだ!?」

　恋バナはテンションが上がるもの。バシバシ肩を叩たたかれる龍馬はここも素直に言った。

　いつか付き合ってることはバレるだろう。その時の反応に期待して──。

「柏木姫乃さんだよ」

「マ、マジで!?　ロリリンか!?」

「う、うん。いろいろあってね」

「マジか、マジかよ……。お、お前は激戦区に突っ走るタイプだったんだな……。ロリリンには彼氏いるって噂うわさがあるのは知ってんのか？　オレは見てねぇんだが、冬休み前に男と一緒に帰ってるところを見たやつが何人もいるらしいぜ……？」

　親切心だろう。『だからやめといた方がいい』と暗に訴えてくる。

　……が、冬休み前に姫乃と一緒に帰っていた男こそ龍馬であり、その正体に誰も気づいていない理由は一つ。

　下校時、龍馬はメガネからコンタクトに変え、長い髪をワックスで整え、別人のように変身していたのだから。

　普段から目立つような行動を取っていない分、誤ご魔ま化かしの力は強大になる。

「それに『彼氏に興味がない』って言ってた理由は、その彼氏を安心させるためだったみたいな話も……な？」

「諦めたらもう結果は覆らないからね」

「お前……スゲェな。こんな状況で狙っていくだなんてよ」

「悪い？」

「いいや、それでこそ男だな！」

　二人が付き合っていることを知らない雪也は、「うんうん！」と大きく頷うなずいていた。

　非常に感心しているが、近い将来に大どんでん返しをくらうだろう。

「まあ、お前は応援するが……ロリリンに彼氏がいたとしてもライバルは多いから気をつけろよな。表情筋が死んでるところを上手にサポートすりゃ、ちっこい光くらいは見えるかもだし」

「……」

　この時、アドバイスされた方はニヤけを懸命に隠していた。

　確かにその評価は間違ってはいない。姫乃は無口で表情の変化も乏しいが、それは全員に対してではないことを龍馬は知っている。

　告白をしたあの夜のように……特別な相手にだけは見せてくれる大きな表情がある。

　頭の中でその時の顔を思い返しながら、密ひそかな背徳感を感じていた。

「一応、オレの彼女がロリリンと友達だから会う機会がほしかったら教えてくれな。協力はするぜ」

「ありがとう。助かるよ」

「おう。もしお前がロリリンと付き合えたらＷデートでもするか！」

「そうだね。……本当にありがとう、雪也」

「ん？　ああ。なんか今のクソ気持ちがこもってたな？」

「まぁ、いろいろな感謝を込めたからかな」

「だからかよ！　なんかお礼言われて鳥肌立ったわ！」

「あははっ、ごめんごめん」

　気持ちがこもるのは至極当然のことだった。

　もしあの時、雪也が恋人代行を勧めてくれていなかったら……。背中を押してくれなかったら──姫乃と出会うことはなかった。

　恋人関係になることも絶対になかったのだから。

　今思い返せば、本当に不思議な巡り合わせで、運命のように出会った二人だった。
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　午前の講義が終わり、大学は昼休憩時間。

　三階のテラス席では三人グループが腰を下ろし、コンビニで買ったご飯を広げていた。

「ねえねえひめの。一体りょうまさんになにがあったの？」

「あ！　それあたしも気になってたよアミ。あんなことになってるしね」

「シバが、あんなこと……？」

　亜あ美みと風ふう子こは塩おにぎりを手に持っている姫乃に疑問を投げかけていた。

　これは今、大学で一番ホットな話題。

「あれ、姫乃っちは聞いてないの？　二年教室にイケメンが現れたーみたいな話」

「覗のぞきにいったり、サークルに勧誘したりしてる女子が多数いるってやつ」

「あ、それは聞いた。……でも、興味ない」

　見み栄えは張っていない。そう伝えんばかりにバッサリ切っておにぎりをパクリと食べる。

　姫乃がこういうのも当たり前。どんなイケメンが現れようが、そんなことはどうだっていいのだから。

　彼女の頭は彼氏の龍馬のことでいっぱいだった。他の男がつけ入る隙などないほどに。

「えっ!?　いやいや、興味ないわけないじゃん！　もしかして姫乃っち知らないんじゃない……？　その相手のこと」

「ん、知らない」

「なるほどねー。どうりで平然としてたわけだ。アミ、教えてあげなさい！」

「知らないなら教えない方がいいような気もするけど……落ち着いて聞いてね、ひめの。そのイケメンで騒がれてる相手ってのがりょうまさんなわけ」

「っ!?」

「あ！　おにぎり！」

　その事実を聞いた瞬間だった。まだ三分の一ほどしか食べていないおにぎりをポトリとテーブルの上に落としてしまった姫乃。

　驚きよう愕がくした反応。おにぎりの処理をすぐ行うも、その姿には明らかな動揺が見える。

「亜美。も、もっと詳しく教えて……」

　龍馬がサークルに勧誘されている。騒がれている。彼女としてはただ事ではない。

「りょうまさんって普段から目立たない格好で大学に通ってるでしょ？　でも、それが今日はデートしてた時の格好をしてるらしいから。メガネからコンタクトに変えて、ワックスもつけて。そうだよね、ふーこ」

「そうそう。もっと大まかな流れを教えると、『え、あんな男（龍馬さん）ってうちの大学にいたっけ？　いや、いなかったよな。……って、あれ冬休み前にロリリンと一緒にいたやつじゃね!?』って感じで爆発的に広まってるみたい」

「……」

　状況を把握した姫乃の顔に濃い影が差していた。完全なる不満を表している。

「でもさ、これは理解できないよ、正直な話」

「理解できないって？」

「だってりょうまさんの彼女はひめのなわけじゃん？　ウチなら勝算ないからすぐ諦めて彼女持ちじゃない男を探すけどね」

「あー、それ多分だけど興味本位で動いてるだけだと思うよ。とりあえず面白い話題だから食いついとこうくらいの」

「なるほど……。でもさ、ふーこ」

「うんうん。アミの考えてる通り、本気で狙ってくる子も出てくるだろうね。時間の問題ってやつ」

「…………」

　お喋しやべりな亜美と風子は姫乃を置いてけぼりに盛り上がっていく。いや、この状態から姫乃の復活を待っていると言っていい。

「モテるカップルっていろいろ問題が出てくるからねぇ。一回は二人で話し合った方が心配も少ないと思う」

「その様子だと姫乃っちがイメチェンするように指示したわけじゃなさそうだしね」

「……ん。そうする……」

　恋人代行の関係はもう幕を下ろしている。

　本当の恋人として、遠慮することなく気軽にメールを送ることができる。

『シバ、今日は時間ある？　話したいことある』

　この一文と、頭を抱えたパンダのスタンプを送信した。

　教えてもらった現場を見ていない姫乃だが、想像を働かせるだけで嫉妬心を芽生えさせていた。龍馬の意図を一刻も早く理解したかったのだ。
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「待たせてごめんね、姫乃。ちょっと用事があって」

　五コマの講義が終わり、放課後を迎えた龍馬は、空き教室で姫乃と会っていた。

「……むう」

「あ、あれ？」

　大好きなお菓子を食べながら待機していたわけでもなく、むくれた顔を向けられている今、彼女が不満を抱えていることを理解した。

「シバ、今言った用事ってなに？」

「あっ、それは、その……」

「やっぱり、女の人が寄ってきてたんだ……」

「ッ！」

　いきなりの問いに言いい淀よどんでしまったことで簡単に言い当てられてしまう。

「姫乃、教えてもらった。シバの周りに女の子が集まってるって」

「……」

「シバ、どうしてその格好したの……？　普段の格好なら、そうなってないと思う」

　口をムッとして、どこか槍やり声ごえで聞いてくる。

　付き合って初めて訪れるピリピリとした時間。

　喧けん嘩かする寸前のような雰囲気に包まれた空き教室だが、それを拭い去るように嬉うれしそうに微笑ほほえむ龍馬だ。

「もしかしてヤキモチ焼いてくれた？」

「……っ！」

　図星だとわかるくらいに目を大きくした彼女だが、すぐに目を伏せた。

　次に口をモゴモゴさせると、正直な心を話してくれる。

「ず、ずっとモヤモヤしてた……。シバは、姫乃の初めての彼氏だから。だから、取られたくない……」

「姫乃……」

　この言葉を聞いて申し訳なくなった。どんな理由であれそんな不安を抱かせてしまったことを。ちゃんと理由を教えておけば……。そう反省する。

「ごめん。今からちゃんと説明するよ」

「ん……」

「まずはこの格好に変えた理由なんだけど、姫乃って彼女ができたから。ただそれだけ。それ以外の気持ちはないよ」

「……え？」

「今まで大学で容姿を気にしてなかったのは、気になる人がいなかったからだよ」

　ワックスが高いから。コンタクトが高いから。そんな恥ずかしい理由も抱えていた龍馬だが、そこは内緒にする。

「でも、今は違うでしょ？　同じ大学で彼女ができて、時間さえ合えば会える関係になった。だから少しでも清潔感のある？　自分でいたくて」

「……」

「好きな子にはだらしない格好なんて見せたくないし、そこが原因で嫌われたくないし、俺も姫乃の彼氏って立場は誰にも奪われたくないし」

　ロリリンとして大人気の彼女なのだ。恋人関係になっても姫乃を狙ってくる男はたくさんいるだろう。

　そんな男に負けたくない。それが今の強い気持ち。

「だから、こんなことしてくるような男がいたらすぐ教えてね。……独占欲が強くて申し訳ないけど」

「ぁ……」

　姫乃の頭に手を伸ばし、撫なでながら笑う。彼氏の特権とも言える触れ方。

　その間、されるがままの彼女だが、こっそりと頭を突き出している。

「本当、ちゃっかりしてるんだから、姫乃は」

「なにか言った？」

「いや、なんでもないよ」

　聞いて聞かぬフリに合わせる龍馬はここで頭から手を離す。

　どこか名残惜しそうな表情を向けられているものの、今大事なのはもう一つの説明だ。

「えっと……それじゃあ俺の周りに女子が集まってたって話をさせてもらうんだけど、その件については姫乃が誤解してると思う」

「もっと詳しく」

「なんて言うか……俺に興味があって集まってきたわけじゃないってこと。俺たちが付き合った時の馴なれ初そめを聞きにきてただけだよ」

「シバを狙ってたわけじゃない？」

「あはは。芸能人じゃないんだから、そんなことにはならないよ」

　そのレベルに達しているなら、恋人代行で多忙の日々を過ごしていただろう。

「ほら、俺って冬休み前にこの格好で姫乃と帰ったでしょ？　それでその時の現場を見てた女子が何人も駆けつけてきたって感じかな。彼氏だって噂はもう流れてたから」

「そ、そう……なんだ」

　この説明でようやく胸のつかえが取れたのか、晴れた顔を見せてくれた。

　これで龍馬も一安心──したのはこの瞬間だけ。

「ん……。待って、シバ」

「なに？」

「でも、それなら……最初に用事を聞いた時、なんで言葉に詰まってた？」

「え？」

「だって、その理由なら、ちゃんと言えたはず。シバはまだなにか隠してる」

「い、いやぁ……」

「その反応、絶対に隠してる」

　今度は不信感を漂わせて疑いの目を向けてくる。

「ど、どうしても言わないとダメ……？　本当に心配させるようなことはしてないから」

「後ろめたいことがなければ、言えるはず。言えないなら姫乃は怒る」

　言っていることは正論だが、時にこれは正論ではない。

「わ、わかった……。教えるよ」

「ん。言葉に詰まってた理由は？」

「そ、その……単に恥ずかしかったんだよ。集まってた女子に我が物顔でいろいろ言っちゃったからさ」

「我が物……顔？」

　ピンとこないのも無理はない。今すぐに逃亡したくなる龍馬だが、当然そうはいかない。羞恥を隠すように後頭部を掻かきながら語る。

「さっき、『独占欲が強い』って言ったでしょ……？　俺。だからその、姫乃のことをたくさん褒めたりして」

「っ」

「……いいように煽おだてられちゃって惚のろ気けもしたし」

「っ！」

「ひ、姫乃は俺の～みたいなことも言ったし……」

「っ!?」

　無意識だろうが三段活用をする姫乃にさらに恥ずかしさが襲ってくる。

「だ、だから言葉に詰まるのもしょうがなかったんだよ。後ろめたいわけじゃなくて、調子に乗って恥ずかしいことばかり言ってたから」

「も、もうわかった……」

「わ、わかってくれたなら……。うん、よかった」

　彼女と一緒に顔を赤くしてしまう龍馬。お互いに自爆したようなものだ。

「シ、シバはそんなに姫乃のこと、好きなの……？」

　そして、顔を真っ赤にしたまま口撃してくる姫乃がいた。こんなにも照れてしまった状態で攻められたら素直になれるはずもない。反射的に自衛をしてしまう。

「ふ、普通……」

　バレバレの言葉で。

「そこはちゃんと言って」

「い、言える状態なら言ってる」

「す、好きって言えたら……特別にキスしても、いい」

「……へ？」

「も、もう言わない」

　次に行動で証明するように、プイッと猛スピードで顔を背けられる。

「い、いや、ここ学校だよ？　誰かに見られたりとか」

「空き教室……だもん」

「あ、あのさ、俺たち付き合ってまだ四日目だよ？　早くない？」

　龍馬が動揺するのも無理はない。二人が経験したことは恋人繋つなぎとハグの二つだけ。

　キスはまだ一度もしたことがないのだから。

「シバが嬉しくなること、言うから……」

「あ、あはは……」

「しないなら、もうずっとお預け。シバのこと弱虫って、ずっと呼ぶ……」

「へ、へえ。先輩に向かってそんなことを」

「先輩じゃない。彼氏」

　据え膳食わぬは男の恥。正しくこのことわざ通りの状況。

　食わぬはずっとお預け。ずっと弱虫と呼ばれる。

　ここまで場を整えてくれた姫乃に、龍馬が起こせる行動は一つだけ。龍馬だってこの行為をしたくないわけではないのだから。

「……す、好きだよ。姫乃」

「……ふふ」

　想おもいを伝えた時、目が合う。

　それはまるで、キスができる条件をクリアした、その通知を知らせるように。

「今のうちに言っとくけど、もう撤回するのはなしだよ……？　俺だって緊張してるし、勇気出してるんだから」

「そんなのしない。したら、姫乃が弱虫……」

「じゃあ、目を瞑つぶって」

「シ、シバも閉じてね……？　一人だと、恥ずかしい……から」

「もちろん」

「や、約束……」

「焦らすのはもう禁止」

「……っ」

　ここでリードすることができたのは恋人代行という強い経験があったからだろう。

　龍馬は右手で彼女の髪を撫で、視線を合わせる。

　キスをする雰囲気。それはこの行動一つで生まれた。

「……ひ、姫乃、初めてだから……。シバから、だよ……？」

「じゃあほら、早く背伸びして」

「ぅ、ん……」

　龍馬には急せかすつもりはなかった。ただ、緊張で限界が近かったのだ。

　目の前には顔があり、する雰囲気が生まれている。そこで姫乃も最後の準備を終えた。

　顔を真っ赤にしながらも指示を素直に聞いてくれた。龍馬の胸元に手を置くと、かかとを上げて目を瞑ったのだ。

「……姫乃」

　愛いとしいその名を呼び、本能に従うがままに龍馬は顔を近づける。

　そして、彼女のピンク色の唇に……優しく口を重ね合わせたのだ。

「……ん」

　驚くほどに柔らかい感触。それを感じ取ればすぐに龍馬は顔を離した。

　時間にして一秒もない接せつ吻ぷんで、目を開けたのは二人して同時。

「…………」

「…………」

　キスをした事実に、トロンとした目をしている姫乃を見て、急に恥ずかしさがこみ上げてくる。顔は熱くなり、距離を取りたくなる。

　もうすることは終えた。話を変えるように『もう帰ろう』と言おうとする……。が、姫乃はそれを予期したように──。

「……もう一回」

「え？」

　姫乃は完全にスイッチが入ってしまっていた。この大学の空き教室で。

「はむ……んっ」

「んっ!?」

　龍馬の服を下に引っ張って少しでも距離を縮めると、今度は彼女からいきなり唇を塞いできたのだ。

　温かく、心地のいい感触が唇から再度伝わってくる。

　先ほどの交わりでは物足りなかったのか、身長差に苦しめられながらも一生懸命に口を強く押し当ててくる。
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　そんなことをされたら、龍馬も歯止めは利かなくなっていく。気づけば首を傾け、同じように押し返した。

「ん、んっ」

　唇を触れ合わせたまま、大学の中であることも、息をも忘れて。

　苦しい。そう感じたのは両方同じ。

「ぷぁっ、はぁ……」

「はぁ……。ちょ、ひ、姫乃……」

「シバ、もう一回……」

「ちょ、待って。苦し……んッ！」

「んっ、んむぅ……ん」

　首の後ろに手を回してきたと思えば、また強く重ね合わせてくる。呼吸を整えさせる間もなく、ただ龍馬一人を求めるように。

　そこにはもう普段の大人しい姫乃はいない。一度しただけでウブな姫乃はいなくなる。

　恋人らしい行為をずっとずっと我慢していたのは、むしろ彼女の方だった。

　こんな時だけ積極的になる姫乃の姿など、誰も信じてくれはしないだろう……。

　彼氏のみが知る姿だった。
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「姫ひめ乃の？　今日はどこにいくの？」

「まだ内緒……。シバに見せたいものがある」

「秘密にされると余計に気になるなぁ……」

　お互い午前中の講義で終わったある日。

　龍りよう馬まは行き先を知らないまま姫乃の歩幅に合わせて歩いていた。もちろん二人の手は繋つながっている。指と指を絡めた恋人繋ぎで。

「楽しみにしてて……。びっくりすると思う」

「おお、それじゃあ期待して待つことにするよ」

「じ、じゃあその代わり、手は離さないで……ね」

「あははっ、わかってるって」

　実はこのお願いをされるのは二回目。一度目は手を繋いですぐ言われている。

　姫乃と付き合い始めてから本当に甘えられるようになった。ウブな影響か、お願いされることは全て微笑ほほえましく、可愛かわいいものばかりだ。

「まぁ、手が離れる心配はないと思うよ」

「っ、なんで？」

「だって姫乃がこんなに力を入れて握ってくれてるから。これだと俺、力入れなくていいくらいだよ」

「そ、それはシバの手がおっきいから、握りにくいだけ……」

　こうは言うものの、龍馬の手の大きさは平均的。彼女の手が小さいだけ。

「それに、シバはいじわるだから、手を離そうとするはず……」

「なるほど。その警戒を含めてこの握る強さなんだ？」

「そう……」

「んー、もうちょっと彼氏を信じてもいいんじゃない？」

「っ、うるさい……」

「ええっ」

　付き合って一週間が過ぎた頃。彼女の弱点を発見していた。

　それは恋人やカップルを連想させる言葉。それを口に出すだけですぐに顔が赤くなる。照れ隠しの悪口を言ってくる。

　そんな可愛らしい姿を見せてくれるからか、意地悪の頻度はどうしても高くなってしまうもの。

「と、とりあえず……姫乃が疲れたら、今度はシバが強く握る番……」

「はーい。任されました」

　本当に近い距離感で、少しむず痒がゆくもあるやり取りを続けながら足を進めること数十分。

　その行き先にピンときた。もう視界に映っているくらいに近づいていた。

「あ、あれ……。もしかして姫乃が向かってる先って大進神社？」

「ん、正解」

　この疑問にコクリと頷うなずいた。

「このまま、姫乃についてきて」

　その言葉をかけられた後、大進神社の入り口に繋がる石造りの階段を姫乃と上っていく。

　……今回の目的地を知ったことで、姫乃がなにを見せたいのかなんとなく察した龍馬はこっそりと深呼吸をする。

　羞恥に襲われる時間がくるのかもしれない……と、心の準備を始めていたのだ。




「姫乃が見せたいの、ここにある」

　神社の鳥居を潜り、身を清めて中に進んだ先で姫乃は立ち止まった。

　そこにあるのは、予想した通り……たくさんの絵馬が奉納されている場所。

「ちょっと待ってて」

　そう言い残すと、人差し指を伸ばして縦の列と横の列を口に出して確認している。

「四と八……」

　その絵馬が並ぶ該当箇所を見つけると、飾られた絵馬を一つ一つ捲まくっていく彼女。

　他人のだからと乱暴に扱うことはなく、紐ひもが解けないように、傷をつけないように優しい手つきで。

　その姿を見て鼓動が速くなる。さらに姫乃に心惹ひかれていく。

　思わず見み惚とれていたその時。

「あ、あった」

　彼女は少し大きな声で知らせてきた。

「シバ、きて。ここ見て」

　見せたい絵馬はかなり奥の方に飾られている。

　体を少し乗り出した状態で、さらにはその上からは別の絵馬が垂れているからか、縁起の良いものに襲われているような格好になっている。

「シバ、早く」

「ん、どれどれ？」

　そして、姫乃が見せたかったものを龍馬は確認した。

『恋愛成就。シバの彼女になる。幸せな一年を過ごす。Ｔ大学、柏かしわ木ぎ姫乃』の絵馬を……。

「見た？」

「うん。見たよ。こっそりこんなことして……」

「ふふ。これ、叶かなった……。ほんとに叶った」

　ピンク色に頬ほおを染めて、嬉うれしそうに報告してくる。サンタクロースからのプレゼントを受け取ったような、屈託のない表情で。

　彼女と共にこの感動をしばらく分かち合うと……龍馬もお披ひ露ろ目めすることにした。

「実はさ、俺も姫乃に見てほしいものがあって」

「シバも……？」

「うん。ちょっと待ってね」

　そして、姫乃と同じように前のめりになって二つ隣の絵馬を優しく捲っていく。

　大体どの位置にあるのかは、姫乃が奉納した恋愛成就の絵馬の奥行きを見てわかった。

「あった。これだよ」

「見せて……」

　この言葉と同時に覗のぞき込んだ彼女はピクッと動きを止めた。息を呑のむ音まで聞こえてくる。

「ま、待って……。こ、ここ……。これ……」

　驚くのも無理はない。あの絵馬の二つ隣に奉納されているのだから。

『家族みんなが何事もなく、幸せでいられますように。斯し波ば龍馬』

　そう書かれた絵馬が。こんなにも近くにその絵馬があれば勘づくのは当たり前。

「シ、シバ……も、もしかして、姫乃の絵馬、見てた……の？」

「本当、モヤモヤさせてもらったよ。本当に姫乃が書いたのかなって」

「～～～っっ!!」

　真っ赤な顔を両手で隠しているものの、同様の色になっている両耳は露あらわになっていた。

　きっと、彼女の絵馬を正月に見ていなかったのなら……こうなっていたのは龍馬だろう。

「今日はさ、姫乃のお礼参りだけど……いつか俺のお礼参りも姫乃とできるようにするから。ずっと姫乃に好きでいてもらえるような男になるから」

「……ば、ばかっ」

「あははっ、あー、恥ずかしい……。やっぱりこんなセリフは苦手だなぁ……」

　姫乃からはパンチを食らい、熱のこもった頬を掻かく龍馬は照れ笑いを浮かべながら背を向けていた。
















　その六年後。姫乃のお腹なかに宿った我が子を含め、家族三人でお礼参りに訪れるのはまだ誰も知らない未来である。
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「誕生日おめでとう、カヤ姉。あと久しぶり」

「リョウマも久しぶりー。わざわざありがとうね。こんなことのためにきてくれて」

「いやいや、当然だって」

　この日、仕事帰りの龍りよう馬まはカヤの誕生日プレゼントを届けるために実家に立ち寄っていた。

　家の中に上がるわけではなく、玄関口でのやり取りだ。

「早速だけど……はい。俺のプレゼント」

「もー。本当ありがとう」

　手に持っていた花束とマカロンの詰め合わせを渡すと、嬉うれしそうに受け取ってくれた。

　この顔を見られただけでも今日は足を運んだ甲か斐いがあった。

「……で、こっちが俺の奥さんから」

「えっ、姫ひめ乃のちゃんからも？」

「そうだよ。『お誕生日おめでとうございます』だって。絶対に渡すようにって伝えられててね」

「そんなに気を遣わなくていいのに……」

　今年、結婚したことによってカヤが義理の姉になった姫乃。今日は義理の姉に渡す初めてのプレゼントになる。

　気を遣わないようにと釘くぎを刺すには当然の理由だろう。

「って、これ本当にもらっていいのかな……」

「な、なんでそんなに躊ちゆう躇ちよするの？」

「これってＭＭＵってブランドでね。それも取り寄せ限定の箱色だから結構な値段するのよ」

「へ、へえ……。それまた随分と……」

　大盤振る舞いをしていると言える。

「ん？　なにその顔。アタシにはもったいないって？」

「そ、そんなことないって！　ただ嬉しかっただけ」

「嬉しいって？」

「ちょっと言い方が悪くなるけど、奥さんがカヤ姉を喜ばせるようなものをしっかり選んでくれたんだなって思って。取り寄せ限定のプレゼントってなると、それなりに手間もかかるだろうし」

　龍馬にとって姫乃は一番大切な人。

　そんな人が、龍馬を大学卒業まで支えてくれたカヤを喜ばせようとしてくれているのは本当に嬉しいこと。

「まぁた惚のろ気けちゃって」

「そ、そんな目で見なくても……」

『あんたも変わったねぇ』なんて視線に恥ずかしさが襲ってくる。

「まあ、こんな素敵なプレゼントをもらっちゃったからには、それなりの物を返さなきゃね。義姉として」

「……あれ、俺には？」

「結婚式のご祝儀渡したでしょ」

「え、それ!?」

「なに本気で驚いてるのよ。冗談に決まってるでしょ」

「あ、あはは。それはよかった」

　誕生日や正月の行事くらいでしかカヤと会う機会はない。

　その大事な機会を減らさないためにも、お返しというのは大事なことだった。

「……それにしても、あんたは本当立派になったよね。銀行員になっただけじゃなくて、アタシよりも先に家庭を持つんだから」

「本当、愛想尽かされないように頑張るよ。俺にはもったいないくらいの奥さんだし」

「可愛かわいくて一いち途ずで家事もできて、文句なしのお嫁さんだもんね。まあ、初めて紹介された時は、どこぞの中学生を攫さらってきたのかと思ったけど」

「あはは。デート中に職務質問されたこともあるくらいだから、そう思うのも無理ないよ」

　今現在、二四歳になった姫乃だが顔立ちはあまり変わっておらず、童顔のまま。

　そのせいだと結びつけるのも失礼ではあるが、つい最近、警察に話しかけられてしまったばかりだ。

「デート中に職質？　それ姫乃ちゃん怒ってたでしょ？」

「不機嫌にはなるよね。『邪魔しないで』って感じで睨にらめてないけど睨んでるから」

　本人からすれば睨んでいるものの、周りからすれば睨んでいるような印象を受けない。簡単に説明すればこういうことだ。

「本当可愛いお嫁さんだこと。デートに水を差されて機嫌が悪くなるだなんて男冥利に尽きるってもんでしょ？」

「正直ね。楽しんでもらってるってわかるから」

「……で、ちょっと話は変わるけど、姫乃ちゃんって妊娠してから今で三ヶ月くらいだっけ？」

「そうだね。三ヶ月と少しだよ」

「もうそんなに経たったんだねぇ。ならとりあえず無理だけはさせないようにね。その時期になると疲労感があったり、なにも食べられなかったり、つわりも酷ひどくなっていくらしいから」

「……」

　そこで眉を顰ひそめる龍馬。不安を表情に表した顔だ。

「その他にも赤ちゃんのこととか、自分自身の体調とか、出産のこととか、いろいろな不安も出てくるらしいからね。先輩ママさんの話によると、旦那さんが早く帰ってくれるだけでも楽になるそうよ」

「…………」

「アタシの言いたいことはもうわかったね……？　もういい時間だし、早く姫乃ちゃんのもとに帰ってあげなさいな。少なくとも嫁さんにとって、あんたが一番頼れる存在には違いないんだから」

「それはそうかもだけど、追い返されるみたいなのは少し寂しいなぁ」

「はいはい。そんなこと言ってすぐ帰るつもりだったくせに」

「えっ」

　お見通しだと言わんばかりに目線を下に向けたカヤ。

「あんた靴を脱ごうともしてないでしょ？　長居しないように玄関でやり取りを済まそうとしてるから」

「あ、あはは……。本当カヤ姉には敵かなわないよ」

　反論はしなかった。言い当てられ、素直に白状した。

「カヤ姉の誕生日だってことはわかってるんだけど、やっぱり奥さんの様子がどうしても気になってね」

「いいや、それでこそ旦那ってもんだよ。姫乃ちゃんを一番大事にするべきだし、姫乃ちゃんからしても一番に頼れるのはあんたなんだから死ぬ気で支えてあげなさい。本当はアタシなんかに気を遣って暇なんかないの」

「……」

　カヤの言葉はいつも力になる。

　普段以上にしっかりしなければならない、……と、強い気持ちを持つことだってできる。

「姫乃ちゃんは心配かけさせないように我慢するタイプだから、様子がおかしかったりしたらすぐにアタシにも連絡ちょうだいね。先輩ママさんにもいろいろ聞いてみるから」

「ありがとう。本当に助かるよ」

　カヤがいてくれてよかった。素直にそう思う瞬間だ。

「あ、そうそう。当たり前だけど協力はするんだから可愛がらせなさいよ。あんたと姫乃ちゃんの子どもを」

「うん、それはもちろん」

　願うのは奥さんが元気でいてくれること。赤ちゃんが元気に生まれてくれること。

　この二つだ。

「それじゃあ俺は帰るね、カヤ姉」

「そうしなさい。安全運転を心がけるのよ」

「カヤ姉もね」

「相変わらず生意気なんだから」

「伸び伸び生活させてもらったおかげでね」

「まったくもう……」

　龍馬は誇らしい笑顔を、カヤの方は嬉しさ半分、呆あきれ半分の笑みを返していた。

　そうして、お互いに手を上げて別れたのだ。




「ただいまー姫乃。って、歩いて歩いて！」

　その後、一時間三〇分ほど車を走らせて自宅に戻った龍馬は玄関ドアを開けた瞬間にストップのジェスチャーを出していた。が、無視された。

「おかえり、リョーマ」

　龍馬が帰宅した嬉しさから、スタタタとした早足と、嬉しさを浮かべた笑みで玄関に駆けつけてくる姫乃だったのだ。

　そして、先ほど注意したことは正しかった。

　目の前で足を止めた途端、真顔になったかと思えば顔を青白くさせたのだ。

「ぅ……」

　苦しそうな一言を聞く。

「ほ、ほら走ってくるから……」

　カヤも言っていた通り、妊娠初期のつわりの症状が出ているのは間違いない。口元を手で押さえている辺り、吐き気があるのだろう。

　妊婦には普通に起こってしまう症状だが、不安は当然ある。

「体調が悪い時は無理に出迎えしなくていいんだからね？　別に怒ったりはしないんだし、今は自分のことを大事にしてもらわないと」

「ごめんなさい。でも、これは姫乃がしたいだけ」

「またそんなこと言って……」

　上目遣いで、その瞳の中に強い意志を宿らせている姫乃。嘘うそを言っているわけでもないのだろう。

「じ、じゃあせめてゆっくり歩いてね？　それだと『うっ』みたいな声も出なかっただろうから……」

　お節介を焼きすぎているのかもしれない。心配しすぎなのかもしれない。その結果、面倒くさがられたりするのかもしれない。

　そんな不安があっても言わなければ気が済まなかった。

「すぐ出迎えてくれる気持ちは嬉しいけど、それで悪化させるわけにはいかないんだから」

　同どう棲せいを始めてからずっとこの出迎え方をしてくれる。体調が良い日も悪い日も早足で駆けてきてくれる姫乃なのだ。

「わかった」

「あはは、これはもう何十回と言ってるんだけどなぁ……」

　正直なところ、この出迎えは仕事帰りの楽しみであり、愛いとおしさを感じる行動の一つ。

　だがしかし、放置して体調が悪化すれば元も子もない。

　龍馬にとって一番の宝物は姫乃なのだ。

「……さてと、今から急いで料理作るから待っててね」

「あ、リョーマのパンとか買ってきたから、作るのは大丈夫かも」

「買ってきたってことは、もしかして食欲がない？」

「ん、今はあんまり……」

　お腹なかを揺すりながら細い眉尻を下げた姫乃。食欲がないというのはもちろん悪い情報。

　空腹になれば吐き気を強くさせてしまう。体力を消耗させないためにも食べられる物を見つけなければならない。

「んー、どうしよう……。たまご粥がゆとか酢の物は食べられない？　茶ちや碗わん蒸むしとかフライドポテトも食べやすいらしいけど」

「ぁ……。すっぱいのは食べられるかも……」

「お！　じゃあとりあえず酢の物系を作るね。朝になったら食欲が出るかもだからおかゆも作っとくよ」

　つわりの時、なにが食べやすいのかはネットの情報やカヤから教えてもらっている。それが上手うまく機能した。

「あっ、アイスとかのストックはまだある？　なかったらすぐ買ってくるけど」

「それも今日買ってきたから、平気」

「了解。仕事帰りとか買ってこられるからいつでも教えてね。姫乃に頼ってもらえるのは本当に嬉しいから」

　本心を打ち明けつつ、笑みを作りながら言い終える。

　つわりの時、アイスもまた食べやすい物の一つなのだ。家では絶対に切らさないように心がけている。

「……」

「ど、どうかした？　そんなに見つめて」

　なぜか返事がなかった。ぽーっとした赤みのある顔で見られ、思わず聞き返す。

「え、えっと、ありがとう……。姫乃、シバのお嫁さんになれてほんとに幸せ」

「どういたしまして。あとその呼び方たまに出るよね、斯し波ば姫乃さん？」

「っ！」

「まーた嬉しそうにしちゃって」

「ふふ、シバと同じ苗みよう字じだから……」

　このツッコミをすると必ず照れ笑いを見せてくれる。

　姫乃の呼び方が『リョーマ』になっているのは、夫婦になったことで柏かしわ木ぎの苗字が斯波に変わっているから。

　また、結婚後には『斯波姫乃』のフルネームをこっそり練習していたところも見た。

　その時のことは記憶に深く刻まれている。

　完全に一人の世界を作って、口元を緩ませながらペンを走らせていたのだ。

　学生の頃と変わらない、女の子らしい丸っこい字で。

「って！　こんな立ち話をしてる場合じゃなかったね。すぐにご飯の用意をするから──」

「リョーマ」

「ん？」

　靴を脱いで廊下に上がった矢先、言葉を被かぶせてくる姫乃は強い視線を向けてきた。

「いつもの、忘れてる……よ？　これしてくれたら元気になる」

　そして、姫乃は『これ』を象徴するように両腕を広げてきた。サッカーゴールを守るキーパーのように大きく。

「あっ、別に忘れてたわけじゃないよ」

「ほんと？　じゃあ早く」

「ははっ、こんなことだけはせっかちなんだから」

　軽口を言いながら靴を脱いだ龍馬は一歩だけ前に近づくと、姫乃の脇の下と肩の上に手を回して、ギュッと優しく抱き締めた。

　子どもが宿った膨らみかけのお腹を労いたわりながら。

『いってきます』と『ただいま』のハグ。

　それは二人の日常。姫乃が掲げた家族のルールであり、喧けん嘩かをした時にも必ず行うようにしていること。

「……ん？　リョーマ」

「な、なに？」

　姫乃も腕を動かして抱き返してくれたその時だった。胸元にほっぺたを当てながら問いかけてきた。

「体から女の人の匂いがする……」

「えっ、女の人の!?」

「なんで？」

　圧のある声に、影の差した顔が見える。

「いや、本当に心当たりはないんだけど……」

「でも、女の人の匂いがする。お花みたいないい匂い」

「花？　あっ、それカヤ姉の誕生日に送った花束の匂いかも。運転する時に崩れないように抱えてたから」

「あ……」

「ごめんね、疑われるようなことしちゃって」

　この時、ホッと胸を撫なで下ろしたことがわかった。あらぬ疑いをかけられてしまったものの、龍馬ははにかんで答えた。

　お腹に赤ちゃんを宿している姫乃からすれば、些さ細さいなことでも不安になるのは当たり前。そこを理解している分、不満はなにも浮かばない。

「そうそう。姫乃のプレゼントも渡したから安心してね」

「……カヤお義ね姉えさん、喜んでくれた？」

「それはもう嬉しそうにしてたよ。って、あのプレゼントなんだけど取り寄せ限定でいい値段がするって聞いたけど……よかったの？」

「ううん、あれは普通の」

　首を横に振って否定した。

「普通の、ねえ……。ハグやめよっか？」

「と、取り寄せ限定……。ちょっと、値段もした」

「ほらやっぱり」

　姫乃を白状させる時の一つの技がこれ。

　気を遣わせないために嘘を言ってくれたのだろうが、お礼を伝えるからには嘘偽りないプレゼントに対して言いたいもの。

「ありがとね、姫乃。あんなに素敵なプレゼントを選んでくれて。早く開封したいからってカヤ姉に早く帰されたよ」

「……リョーマ、ハグやめる？」

「え？」

「ハグやめる？」

「あー、あはは。姫乃のためにも早く帰りなさいって感じだったかな。あとは今の妊娠時期だと体調になにが起こるのかとか教えてもらったよ」

　と、姫乃にとっても龍馬を白状させる技は同じ。

「ん、気にしてくれてるの嬉しいな……。姫乃、カヤお義姉さん大好き」

「えっと……お願いだから目移りしないようにね？　姫乃は俺の奥さんなんだから」

「リョーマと少し似てるから、危ないかも」

「やめてください」

　姫乃は時折からかってくる。嫉妬心を煽あおるような話題で。

　しかし、『やめてください』と言ってほしいだけなのは、体をモジモジさせて嬉しそうにしている様子からわかること。

　年甲斐もなく、可愛らしい反応を見せてくれる。一分ほど抱擁を続けて腕を離す。

「……さてと、もうご飯作るからね」

「んんぅ……」

「そんな顔しないの」

　目の前には名残惜しそうなあざとい顔がある。

　だが、これに釣られてはいけないことを龍馬は知っている。自分から断ち切らなければずっと抱きついてくることを学んでいるのだ。

　ご飯を食べてもらうためにもここは鬼になるところだ。

「じゃ、リビングにいこっか」

「リョーマ。姫乃、リビングでお仕事していい……？」

「えっ、ああ……うん。無理しない程度ならいいけど、仕事するなら仕事部屋でした方が捗はかどらない？　料理ができたら呼びにいくけど」

「ううん。リョーマがいるところの方が、お腹の赤ちゃんも嬉しいと思うから」

　両手をお腹に当てて一歩も引く気がないような態度を見せてくる。

　それでもどこかソワソワと視線を左右に動かしているところを見れば、本心を隠していることはわかる。

「これは気のせいかもしれないけど……。なんか最近、赤ちゃんを口実に使ってない？　姫乃さんは」

「そ、そんなことない」

「そっか。じゃあそういうことにしとこっかな」

「ん」

　あからさまに口ごもったところを見るに、同じ空間で過ごしたいのだろう。

『シバのお嫁さんになれてほんとに幸せ』と言ってきたり、進んでハグを要求したりするのにもかかわらず、こんなことを口にするのだけは恥ずかしいようだ。

　こればかりは不思議なことであり、こんなにも一いち途ずに思ってくれる奥さんを持つことのできた龍馬は間違いなく幸せ者だろう。

「それじゃあ、明日は赤ちゃんもたくさん喜んでくれるかも」

「……ど、どうして？」

「明日は休暇だから」

「っ！　ほんと？」

「本当本当。だから明日、姫乃が元気だったら一緒にお出かけしよっか」

「んっ、いきたい」

　キラキラした目を細めて大きく頷うなずいた姫乃。

「もし体調が良くなくても気に病まないでいいからね。その時は家で映画を見たり、出産前にいく旅行の予定とか立てたりして過ごせばいいだけだから」

「……リョーマ、大好き」

「は、はいはい。わかってますよ」

　二つのことを考えていたことが嬉しかったのだろう。唐突に気持ちをぶつけられ、むず痒がゆくなってしまう。

　大好きな相手からの、この言葉だけは耐性がつかないもの。

　龍馬はこっそり明日のことを願った。

『外でデートできますように。姫乃も元気に過ごせますように』、と。

「んじゃ、姫乃はリビングで座ってていいよ。俺は仕事部屋からタブレットとか持ってくるから」

「ありがとう……」

　お礼を聞いた龍馬が、姫乃の仕事部屋に入って絵を描くための仕事道具を手に取り、機材を片手で抱えて再び廊下に出た時だった。

「……」

　なぜか当たり前の顔をして廊下で待っている姫乃と目が合う。

　無表情の顔を見て考えることをやめた龍馬は、撫でやすい位置にある頭をポンポンしながら一緒にリビングに向かう。

　そして姫乃は仕事を、龍馬は料理作りを始めたのだった。




「うぉッ!?」

　龍馬がキッチンに立ち、二〇分が過ぎた頃。右手に包丁を持っていた龍馬は驚いた声を上げていた。

　いや、正確に言えば驚かされていた。

　手の動きを止め、体を捻ひねって腰付近を見れば見慣れた銀髪の頭が。さらには細い腕が体に巻きついている。

「え、えっと……姫乃？　そこでなにしてるの？」

「……リョーマが無防備だったから」

「それでいきなり抱きついたの？」

「ん」

『無防備だったから』は間違いなく抱きつく理由にはなっていないが、それが通用するのが二人の関係。軽い会話が成立すれば姫乃はさらに力を込めてくる。

「お仕事はどうしたの？」

「今は休憩中」

「まだ二〇分くらいしか経ってないような……」

　そんなツッコミは、このお願いによって簡単に振り払われる。

「……寂しかった。今日はリョーマが帰ってくるの、遅かったから」

　この言葉でなにを言いたいのか理解できるのが龍馬だ。

「つまり、寂しくさせた責任を取って甘えさせろと？　さっきハグしたのに？」

「ん。ただ、姫乃もお料理の邪魔したいわけじゃない。姫乃のためにお料理作ってもらってるから」

「……」

「だから三つお願いする」

「三つも？　それ多くない？」

「四つにしてもいい」

「えっと、じゃあ三つで」

　ニヤニヤもない真剣な表情を見るに、姫乃の中で譲歩した結果が三つなのだろう。まずは落ち着いて聞くことにする。

「で、その一つ目は？」

「今から抱っこしてもらう」

　細い人差し指を立てる。

　なんとも可愛らしいお願いが飛び出した。

「ふ、二つ目は？」

「今からキスしてもらう」

　次に中指。

「……えっと、三つ目は？」

「眠る時には腕枕をしてもらう。抱きつくのも可」

「…………」

　最後に薬指を立てると全てのお願いを言い切った。全部が全部、甘えまくりの内容で。

「これを叶かなえてくれるなら、もう邪魔はしない」

　抱っことキス。確かにこの二つなら時間を食ったりもしない。すぐに料理に取り組むことができる。

　さらに、姫乃が要求したことは龍馬にとって悪い条件などではなかった。奥さんが相手ならこうしたスキンシップは積極的に取りたいものだ。

「うん。それくらいならいいよ。俺からも一つお願いを聞いてくれたらね」

「な、なに？」

「今日は絶対に早く寝ること」

「……」

　素朴なお願いは予想外だったのか、姫乃は呆あつ気けに取られて目をまあるくしていた。

『そんなことでいいの？』と言わんばかりに。

　だが、龍馬にとっては本気のお願いである。明日は休暇であり、デートの約束をしている。

　お家デートのプランは考えているものの、本命は外出デートをすること。

　今日はできるだけ睡眠を取ってもらい、明日に備えてほしかったのだ。

「ちなみに外出デートのプランなんだけど、午前中はゆっくり準備してもらって、午後に水族館と映画館。最後に夜景を見ようと思ってるから」

「っ!!」

　まるっこい姫乃の目が宝石のように輝いた。完全に食いついた顔だ。

「映画館は……カップルシート？」

「その予定だよ。平日だから席も空すいてるだろうし」

「わ、わかった。早く眠る」

　抜かりないカップルシートの確認はなんとも微笑ほほえましく、何度も頷いてこのお願いを呑のんでくれた。

　明日を楽しみにしてくれていることがわかるほどに。

　計画を考えた身としてはこの反応をしてくれるだけでも大満足だ。

「そんなわけだから姫乃は仕事頑張ってね。締め切りは優先だから」

「ん、今のうちにパパッとしてくるっ」

「あっ……」

　それが会話の最後だった。両手をグッとして握り拳を作った姫乃は、龍馬を切り離すようにリビングに戻っていったのだ。

　その後ろ姿を覗のぞき見れば……すぐにソファーに座ってタブレットを起動、ペンを持って液晶に走らせ始めた。

　完全にエンジンがかかったのだろう。先ほど交わしたお願いを忘れているように仕事に戻っている。

「……」

　そうして、キッチンで一人取り残されてしまった龍馬。その流れはモヤモヤしか残らなかった。

　姫乃は料理の邪魔をするように甘えてきただけでなく──。

『今から抱っこしてもらう』

『今からキスしてもらう』

　こんなお願いをしてきて、まさかのお願いされた方がお預けを食らったのだから。

　お願いを叶える。その気持ちを固めていた身として、こんなことを許容できるはずがない。

　仕事の邪魔をしてしまうのは申し訳ないが……仕返しである。

「ゆっくりゆっくり……」

　龍馬はキッチンから姫乃が座っているソファーに近づいていく。

　しっかりと背後を取って、気づかれないようにすり足で。

　幸運なのは姫乃が視線を一点に、タブレットに向けていること。

　こうなった時に忍び寄るのは簡単で、手を少し伸ばせば頭に触れるくらいの位置にまですぐ辿たどり着く。

「……」

　白いうなじが目の前に見えたところで行動の開始。

　ソファーの背もたれに腕を乗せ、首元に手を回した瞬間だった。

「ひゃっ」

　可愛らしい声を上げてビクンッと体を反応させた姫乃は石のように固まった。

　情報処理に一生懸命になっているのだろう。だがしかし、こうなることを龍馬は予想していた。

　このスキンシップをする時には毎回こうなっているのだから。

　隙だらけの今、したいことをするチャンス。

「姫乃」

「っ！」

　名前を呼び、雪肌の柔らかいほっぺに軽いキスをする。

　姫乃が一つ目にお願いした抱っこは状態的にできなかったが、これでもう十分である。

　龍馬は首に巻いた腕を解き、何ごともなくキッチンに向かっていく。

「リ、リョーマっ」

「ん？　どうしたの？　いきなりそんな声をあげて」

「ど、どうしたじゃない」

　姫乃から返答があったのは料理を再開させようと台所で手を洗っていた時。

「いきなりこんなことして……」

「さっき姫乃も俺と同じようなことしたと思うけどなぁ。料理中に抱きついてきて」

「リ、リョーマのは反則……」

　キスした頬ほおを手で押さえ、顔を真っ赤にしている。

　完璧な不意打ちを食らってしまったのは間違いない。

「反則もなにも、俺にお願いしたこと忘れて仕事を始めたからでしょ？」

「べ、別に忘れてたわけじゃない。先送りにしただけ」

「本当かなぁ。姫乃のことだから真っ先にしてきそうだけど」

「さ、先送りにするくらいデートが楽しみなだけ……」

「そう？　じゃあそういうことにしといてあげる」

　もう気は済んだのだ。これで後腐れなく料理に集中することができる。だが、もう一人の方は違う。

「……リョーマ、明日覚えてて」

　悪者がいうセリフを口にした。この意図は誰にだってわかるだろう。

「あれ、もしかして仕返しするつもりかな？」

「教えない」

「あははっ、楽しみに待ってるよ。そう簡単にはやらせないけどね」

「姫乃にはいい作戦がある」

「さてさて、どんな作戦なんだか」

　甘え、甘えられの関係を持つ二人だが、時にはちょっかいを出し、ちょっかいを出されの関係にもなる二人。

　新婚生活は順調に、良好に進んでいたのだ。




　食事と風呂を済ませ、時刻は二二時過ぎ。明かりを消した暗い寝室に夫婦はいた。

「……リョーマ、腕」

「俺は腕じゃない、ってセリフはもう飽きた？」

「ううん、それよりも早く腕枕をしてほしい」

「はいどうぞ」

「ん」

　クイーンベッドに横になる龍馬が要求通りに右腕を伸ばすと、姫乃はすぐに頭を乗っける。さらには足まで絡ませた。

「ふふ……」

「なんか嬉しそうだね」

「腕枕も嬉しいけど、明日はリョーマとずっと一緒だから、それが嬉しい」

　何気ない言葉でも心が温まる。

「明日はどうなるかなぁ……」

「もし体調が悪くなったら、ごめんなさい」

「いやいや、その時は仕方ないよ。あっ、我慢だけはしないようにお願い。気分が悪かったりしたらちゃんと教えること」

「……大丈夫。姫乃の体はもう、姫乃だけのものじゃないから」

「その通りだね」

　ナゾナゾのような言葉になっているが、姫乃のそのお腹の中にはもう一つの命が宿っているのだ。

　今だけは赤ちゃんのための体でもある。

「ねえ姫乃。お腹、少しだけ触っていい？」

「いいけど、服の上から……ね？　それ以外だと変な気分になるから……」

「そ、そこで変な空気にしないでよ」

　元より、直にお腹を触るつもりはなかった。

　龍馬は空いている右手を姫乃のお腹に優しく当てる。

「あ、やっぱ少しだけぽっこりしてる……」

　赤ちゃんの話になれば、どうしても確認してしまうもの。

「これからもっと大きくなって、動くようになる……」

「そうらしいね」
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「……」

「……」

　そして会話が途切れた途端、神妙な空気が漂ったのだ。先ほどまでの明るかった空気はもうない……。

　ただ、なにが原因でこのようになったのか、龍馬はすぐにわかった。

「姫乃、大丈夫……？」

「っ」

「正直に言っていいよ。強がったりしなくていい」

　月明かりが暗い寝室を照らしていなければ、こんな言葉をかけることはできなかったのかもしれない。

　姫乃の表情を見て気づいたのだ。

　今日、ずっと甘えていた理由がここにあったのでは……と、感じ取れたくらいに。

「姫乃……。ふ、不安でいっぱい」

「うん。言えることはなんでも教えて」

　龍馬ができることはまだまだ少ない……。それでも助けになりたいという気持ちは誰にも負けない。

「あ、あのね、体調の変化とか……やっぱり困惑してるの。いつもはこうじゃないのにって」

「……」

「弱気になるのはだめだけど、こんな不安がずっと続くの、わかってるから……」

「…………」

「出産の痛みも、そう……。他にも元気な赤ちゃんを産めるのか……とか。怖いことたくさん……」

　姫乃の言う通り、妊娠時期は心身共に大きな変化が起こってストレスが多くなり、どうしてもネガティブになってしまいがちになる。

　こんな時、どんな言葉をかければいいのか、どんな言葉を選べば正解なのか、それはわからない。

　ただ、手探りの中でもやれることはある。……それが不器用なことでも自分の気持ちを伝えるのだ。

「姫乃、大丈夫……。大丈夫だよ。俺がずっとついてるから」

　龍馬は右手を姫乃の背中に回し、優しく抱き込んだ。

「不安な気持ちはわかるよ。わかるからこそ……これからは幸せなことを考えて塗り替えていけたらなって思ってる」

「塗り替え……？」

「うん。例えば産まれてくる赤ちゃんの名前を考えたり、なにをして遊ぶのかを考えたり、どこに連れていくのかを考えたり、赤ちゃんのお洋服を見て回ったりとかもいいかもね」

「……」

「それに明日はデートだよ。絶対に楽しい時間を過ごさせるし、どんなことがあっても必ず姫乃を支えるから。……誰よりも支えるから」

「…………」

　姫乃から返事はない。いくら待っても、返ってこない。

　ただ、姫乃も背中に手を回してくれた。小さな力で抱き返してくれた。無言で返事をしてくれたのだ。

　それで、少しだけ安心することができた。

「な、なんて言うか……もっと気の利いたセリフを言えたらよかったよね。ごめん」

「……ふふ」

「えっ？」

　謝った瞬間、耳元でいきなり聞こえた笑い声。

「ぷふっ、リョーマにはそんなセリフ似合わない」

「え……」

　呆気に取られたのは束つかの間ま。

「ちょ、そこで笑わないでくれない!?　俺頑張ったんだよ!?　は、恥ずかしいんだけど」

「ん、すごく伝わった……。ほんとに……」

「も、もういい。もう俺は寝る。そんなニヤニヤして意地悪するなら寝る」

　姫乃のことをもう見られない。見るだけで顔から火が出そうで、枕に顔を埋めてふて寝する。

「……リョーマ、姫乃のためにありがとう……。今の、嬉しくて笑ったの」

「はーい」

　恥ずかしさで空返事をする。

「明日のデート、絶対に楽しい時間を過ごさせて、ね」

「じゃあ姫乃も寝てください」

「わかった。このままリョーマに抱きついて寝るね」

「どうぞ……」

「ん、おやすみなさい」

「おやすみ、姫乃」

　それから数分後。すぐに寝息を立てたのは姫乃だった。

　横目で覗いたその寝顔はどこかスッキリとしたような、そして安心したような顔だった。




　その翌朝。

『ちゅ、ちゅ、ちゅ……』

「ん？　ぁあ……。んん～～」

　柔らかく、吸われるような感触に変な音。これが目覚ましになったように龍馬は重いまぶたを開けていた。

「あれ……」

　ボヤけた視界。一瞬、目の前に姫乃の顔があったのは気のせいだろうか。

「おはよう、リョーマ」

「あ？　あぁ、おはよう……。姫乃は早いね。もう起きてたんだ」

「三〇分前くらいから」

「そっかぁ……」

　上体を起こし、両目を擦って大きく伸びをする。ふと窓際を見れば、カーテンからは朝日が漏れていた。

「えっと……姫乃、今何時？」

「八時一〇分」

「ありがとう。もうそんな時間かぁ……。とりあえず俺、顔洗ってくるね」

「ん、いってらっしゃい」

　半眼のままベッドから床に足をつけた龍馬は寝室から廊下に続くドアに向かっていく。

「……あ、姫乃。体調はどう？　大丈夫そう？」

「元気。だから今日はお外デート」

「そっかぁ。それはよかったよ」

　寝ぼけながらもその言葉を理解し、にへらとした力のない笑みを浮かべて洗面台に移動した龍馬。

　そして、普段通りに顔を洗い、サッパリした視界で鏡を見た瞬間──。

「は、はああああ!?　な、なななななにこれ!?」

　こんな大声をあげていた。

　首元にくっきり映っているのだ、三つのキスマークが。

　それも、二つは絶対にシャツには隠れない位置に。

「ひ、姫乃!?　これなに!?」

　龍馬はすぐに寝室に戻り確認する。これをつけたであろう張本人に。

「ふふ、姫乃言ってた。『明日覚えてて』って。『いい作戦がある』って。それが、それ」

「いやいや、これじゃデートできないんだけど……」

「絆ばん創そう膏こうを貼れば平気。姫乃、ハートの持ってるから」

「か、勘弁して……」

　龍馬は知らない。昨日、寝る前のあの言葉。それが姫乃をもっと惚ほれさせていたことを。さらなる独占欲を芽生えさせたことを。

　さらにはキスマークだけではなく、唇にたくさんのキスをされていたことも。

　こうした騒がしい日々は今日だけではなく、ずっと続くのだ。

　子どもが生まれてからも、それから先も……。








あとがき






　この度は本作（最終巻）をご購入いただきありがとうございます！

　みなさまのご声援のおかげで、『恋人代行をはじめた俺、なぜか美少女の指名依頼が入ってくる』の完結を迎えることができました。

　〆しめの方までご覧いただき大変嬉うれしく思っております。

　本巻はメインヒロインである姫乃に焦点を当て、執筆させていただきましたが、どうでしたでしょうか。

「もう終わるの!?」と感じてくださった読者様がいらっしゃいますと光栄です。

　謝辞に移ります。

　イラストのふーみ先生。約一年間、作品に華を添えていただき本当にありがとうございました。

　ラフ絵や完成イラストを拝見する度に元気をいただいておりました。

　ふーみ先生と本シリーズを世に出せましたこと、とても幸せで、一生の思い出です。

　心より感謝申し上げます！

　担当の佐々木様。約一年間、本当にお世話になりました。

　ページ合わせや行間合わせなど、勝手が掴つかめずかなりご迷惑をおかけしたことかと思います。

　それ以外にもたくさんのことを優しく、丁寧に教えていただきましたこと、さらにはいきなりのお打ち合わせにもお付き合いいただいたこと、心よりお礼申し上げます！

　さらには本シリーズに関わってくださったたくさんの関係者様、本当にお世話になりました。

　デビュー作を完結という形で迎えることができ、言葉にすることが難しいくらいに嬉しいです。

　最後まで支えてくださった読者様、感謝で胸がいっぱいです。

　今後も活動を続けてまいりますので、お目に留まった際にはよろしくしていただけたら幸いです。

　それでは、本当に本当にありがとうございました……!!










　またいつの日か、お会いできる日を祈りまして。


夏なつ乃の実み





















恋こい人びと代だい行こうをはじめた俺おれ、なぜか美び少しよう女じよの指し名めい依い頼らいが入はいってくる３








夏なつ乃の実み
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